















































犬とハサミは使いよう4
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。

　色々あって手に入れた第二の生もまた、本と共に駆け抜ける。

　生きている限り、俺が本から離れることは無い。本と自分とを切り離すことなんて出来やしない。本だけを見つめ捉とらえて読み進め、それ以外のものを目に映さないような勢いで、ひたすらに今を駆け抜ける。

　今日も明日も明後日も本を読む。

　過去も未来もその先も本を読む。




「はい晩御飯。食べられないものは避さけたけど、何かあったら言いなさい」

『おおう、臓ぞう物もつ煮にこみか。こりゃまた随ずい分ぶんとごってりしたものを』

「何か文句でもあるのかしら？」

『いや、何だってまたこんなグロテスクなものばかり作るんだよ。お昼は触手系の姿焼きだったし。ちょっと見た目が濃こ過すぎじゃありませんか？』

「あら、作ってもらっている身で随分な態度じゃないの。次の本のネタにならないかと思って色々と試しているだけよ。文句言わずに食べなさい」

『別にいいけど……。でもよくも毎度毎度こんなに手の込んだものを作るよな』

「それはほら、食べてくれる相手がいると、腕の振るいがいがあるというか、実験のしがいがあるというか」

『今実験って言ったか!?』




　本を書くことは、本の先にいる読者に想おもいを伝えることで。

　本を読むことは、本の先にいる作家の想いに触れること。

　本に触れることは、本の先にいる誰かに近づくことで。

　本と共に生き続けることは、本の先にいる誰かと生き続けること。

　今までも、そしてこれからも。

　読者は本を読み。

　作家は本を書く。

　本を通して交わる想いが、変わることは無い。




「大丈夫よ。アナタの犠ぎ牲せいを糧かてにして最高の本を書き上げてみせるから」

『俺が犠牲になることを前提にしないで！』

「でも、作品の糧となるのなら、それは構わないんでしょう、アナタの場合は」

『それは……まあ、否定出来ないかもだけど。でもなぁ』

「ちなみに、冷たいデザートとフォアグラ、どっちがいい？」

『それは単純に食べたいものを訊きいているだけだよね。他意は無いよね!?』

「猿の脳みそを冷やしたデザートって、犬の脳でも代用可能よね」

『出来ない、出来ないから!!　だから絶対に試そうとしないで!?』




　たとえ何かを失なくしても。

　たとえ何かが喪うしなわれても。

　その喪そう失しつを、そのままにしたくないと誰かが願い、動くのならば。

　残された想いは消えず、確かに届くと信じられる。

　これは、そんな物語。


















　この場所からは、彼女の姿が良く見える。

　不ふ遜そんな態度。不吉な黒ずくめ。天才作家と呼ばれる彼女。

　その心と体に、どれだけの才能と力を秘めているのだろうか。

　見み極きわめなければならない。

　その才能が欲しい。その力が欲しい。

　狂おしい程の餓うえを感じる。

　何故、この身にはそれが無いのか。

　それさえあれば、彼女の隣に居続けることが出来るのに──。





　　　三月　二七日






「それじゃあ行きましょう!!」

『ああ行こう！　楽しみだなー、どんなところなのかなー』

「ふふふ、絶対に気に入りますよぉ。いっそ住みたくなるかもしれませんねぇ」

『ほ、本も沢山あるのかな？』

「ええ、それはもう。最新刊から過去の名作。あんな本からこんな本まで。何百冊でも読よみ放ほう題だいですからね！」

『そんなに!?　うおぉ、テンション上がってきたぜ！』

「私もです！　テンション爆ばく上あげ過ぎてそこのバルコニーから飛び降りちゃいそうですよぉ！」

『いいじゃんいいじゃん！　飛び降りちゃえよ！　そのまま重力に引かれればすぐ下に着くぞ！　エレベーターよりはやーい!!』

「わっかりましたぁ！　十じつ傑けつ集しゆうの名は伊だ達てじゃ無いところをお見せしましょう！　なーに、パラシュートなんか必要ありません！　風を、風を拾って見せます！」

『よっ、出版界の滑かつ空くう王おう!!』

「じゃじゃじゃじゃじゃあ、先に行きますから。すぐに付いてきてくださいよ!!」

『おう、俺達もすぐに行くから！』

「ねぇ、秋あき山やま先生」

『なぁ、夏なつ野の』

「……………………………………はぁ？」

　俺と鈴すず菜なの呼びかけを、夏野の冷たい一言が切って捨てた。世の中全すべてを蔑さげすむような声と視線。

「アナタ達、さっきから何を言っているの？」

　デスヨネー。

　そりゃ、目の前で意味不明なハイテンション寸すん劇げきが繰くり広ひろげられ始めたら、誰だってそんな反応になる。だからこの反応は想定内。むしろ、いきなり斬きりつけられなかっただけラッキーだと考えるべき。

　夏野の注意を引くことには成功した。さあ、お次はどうする。

　ハイテンション寸劇の相方、今回の首しゆ謀ぼう者しやである変態を横目で見る。

「ええ、先生……もっと！　もっと！　蔑んでください！」

　俺の懊おう悩のうをよそに、隣の変態は己の欲望に実に忠実に従っていた。両腕で己の身体からだを抱きしめ、頰ほおを紅潮させながら喘あえぎ声ごえを上げる。いつもの変態だ。

「……はっ。あ、危ないところでした、危うくＭゲージがレッドゾーン行きでしたよ！さすがは秋山先生、楽しそうなオーラ満開なのに乗ってこないなんて！　しかし負けません、もう一回です。次は台本の二三ページの冒ぼう頭とうから、って読書に戻ってる!?」

『え、まだやるの』

　もう義理は果たしたのでクランクアップじゃないの？

「あ、当たり前です！　前払いした報ほう酬しゆう分ぶんはちゃんと働いて貰もらいますからね。ほら、急いで、今度は二三ページです！」

　右前足をうまく動かし、若草色の台本をめくる。面めん倒どうだな。

「いいですか？　私が困ったように話し始めますから、アナタはテンション高く話し掛けてきてください。ここはひたすらテンション高く行くのがポイントですよ」

『はいはい、真ま面じ目めに不真面目に頑がん張ばるよ』

「それじゃあ行きますよ！　ハイ、３・２・１・キュー!!」

　茶番再開。

「うーん、困ったわぁ。どうしようかしら？」

『ＨＥＹ、キャシー！　どうしたんだいそんな暗い顔して。ＨＡＨＡＨＡ、さては朝食のシリアルを残してママにこっぴどく叱しかられたな』

「ＯＨ、ボブ！　そんな冗じよう談だんは止やめて頂ちよう戴だい。私、今とってもブルーなのよ」

『何だい、穏やかじゃないね。良かったら僕に話してみなよ』

「実は私ね、どうしても行きたいところがあるの」

『おっと、そこはどんなワンダーランドなんだい？』

「…………もういいわよ」

　変態と俺との小こ粋いきな会話を再び遮さえぎる、夏野の冷たい声。

　限界を超えたバカの応おう酬しゆう。リミットオーバーアクセルしたボケのシンクロに、いよいよ夏野の我が慢まんも限界に達したのだろう。

　まあ、打ち合わせから何から全部目の前でやっているので、無理もないです。

「さっきから何なのよ。宇宙人に脳でも削けずられたの？」

　鈴菜と俺が積極的におかしな行動を繰り返しているせいで、夏野は必然的にツッコミ役に回ることになる。これがボケとツッコミの逆転。俗に言う『お前が俺で俺がお前』現象です。

　でもいい機会だし、ツッコミ役の苦労が少しは分かればいい。ハサミ女やドＭの人の凶行にいちいちツッコミを入れるのって大変なんですよ。

　大変過ぎて皆やりたがらないせいか、ツッコミ役の絶対数が足りないのだ。このツッコミ不足の危機的状況をちゃんと理解して、自分の言動及び素そ行こうを改めてもらいたい。その関東ローム層のような平らな胸に、きちんと刻み込めばいいよ。

『おっと』

　頭を少しだけ下げる。一瞬遅れて、頭上を銀色の一いつ閃せんが通り過ぎた。

『ふう、危ないところだった』

　さっきまで俺の頭が存在した空間を、夏野が右手に構かまえたハサミで薙ないだのだ。頭頂部の毛が風を感じると同時に、背中に冷たい物が下りる。しかし、攻こう撃げきを事前に察知して、無事に回かい避ひした。

　攻撃が来ることを、俺は半世紀も前から知っていたのだ。

　夏野と一緒に暮らし始めてからの約八か月。それは夏野との同居生活であるのと同時に、一方的な攻撃にさらされる日々であった。

　日課のような攻撃の連続。そんな非常事態を繰り返してきたせいか、最近では夏野の攻撃が何となく先読み出来るまでに成長したのだ。

『かわせる！　かわせるぞ！　当たらなければどうということはない、お前の攻撃は俺にはもう当たらねェバラァ！』

　安心して頭を上げたところに、左手で振るわれたハサミ入れのホルスターが激突した。

「あら面おも白しろいことを言うじゃない。この程度で、私の攻撃を見切ったですって？」

　夏野さんの冷たい言葉。うん、結局こうなる運命だったんですね。運命はかくの如ごとく犬を叩たたくんです。

「アナタ、そんな甘い認識だといつか痛い目に遭あうわよ？」

『痛い目に遭ったよ！　たった今！』

「調子に乗っちゃって。そろそろ、きちんとしたしつけが必要なのかしら」

『必要無いよね？　こうして日々お仕置きされ続けることが、どんなしつけよりも効きいているんだよ、ボディブローのようにさぁ!!』

　それはしつけではなく調教です。

　このようにして、しつけという名の暴ぼう虐ぎやくを食らう毎日である。俺の扱いって、各方面の各団体から猛もう抗こう議ぎを受けるレベルなんじゃないだろうか。大丈夫？

　しかし、それでも俺はここにいる。

　どんな困難、どんな難なん題だいが訪おとずれようとも。

　ここにいて、ただ本を読み続けていくのだ。

　何故なら俺は本のしもべ。本を読み続けることを日常とし、本と共にあることを生しよう涯がいとして、本が無ければ死んでしまうような、そんな存在だから。

　うん、まあ。

　俺、既に一回死んじゃっているんだけどさ。




　春はる海み和かず人ひと。

　去年の八月までは至って普通に高校生をやっておりましたが、一身上の都つ合ごうによりこの世を辞じした所、何の間違いか神のいたずらか、再びこの世に舞い戻って参りました。ただし、ミニチュアダックスフンドの肉体で。

　全身を覆おおう黒の毛と、ところどころにマーキングされた茶色の毛が特とく徴ちよう的てきなミニチュアダックスフンド。元人間の犬。それが俺の姿である。

　現在は、本読んでご飯食べて本読んで本読んで、という本を読む以外のことを特にしない夢のような生活を送っております。たまに厄やつ介かい事ごとに巻き込まれたりしていますが、それ以外の時はだいたい本を読んでいます。

　凄すごいな、『本だけ読んで生きていたい』っていう生前の夢が完全に叶かなっている。ましてマイフェイバリット作家、秋山忍しのぶと同居しているなんて聞いたら、すぐにそこらへんから飛び降りるんじゃないか。




　秋山忍。

　生前の俺にとっての信仰対象で、神にも等しい偉い大だいな作家。

　何しろ俺は秋山忍の著作『大罪シリーズ』の最終巻が読みたくて、この世に戻ってきたようなもの、それこそ神のように崇あがめている存在である。

　業界内では、『文ぶん壇だんを駆け抜ける一陣の黒風』とか『活字離れの救世主』などと呼ばれているとかいないとか。秋山忍自身の情報は完全に秘密とされており、いわゆる覆ふく面めん作家であるということも人気の一いつ端たんを担になっていると言われている。その正体はさっきから俺をいたぶり続けている夏野霧きり姫ひめという一人の女性である。

　夏野霧姫。

　貧…………もとい、ウェーブのかかった長い黒くろ髪かみに、スラリと伸びた長い脚、赤みがかった大きな瞳ひとみが印象的なデンジャラスビューティーである。本を読むしか能のない不要家族である私めをお側に置き続けるだけでなく寝しん食しよくの世せ話わまでして下さる器うつわの大きさ。容姿端たん麗れい、頭脳明めい晰せきにして才色兼備、あらゆる美び辞じ麗れい句くを並べても事足りない今世紀最大いや史上最大の大だい傑けつ物ぶつである。もう褒ほめる所しかないよ！




「あらどうしたの？　『貧』の一文字から言葉が繋つながっていないじゃない。駄だ目めよ、言いかけたことを途と中ちゆうで変えたりなんかしちゃあ」

『どうせ心は読まれているし！　今にも斬られそうだし！』

　死んだ後、犬となってしまったことも不ふ思し議ぎなことではあるのだけど、蘇よみがえった俺に降りかかったもう一つの不思議。それは、犬であるにもかかわらず、夏野とは普通に意思の疎そ通つうが出来るということだった。

　しかも、ただ言葉が通じるというだけでは無い。厄介なことに言葉だけでなく、思考までも全て夏野に筒抜けとなっているのだ。だから下へ手たなことを考えると、すぐにお仕置きの一いち撃げきがやって来る。失言即惨さん劇げきである。つまり俺の命はみるみるピンチ。夏野と同居するということは即ち、殺人鬼と一緒の部屋で寝るようなものだった。

　こんな部屋にいられるか！　本があるから出ては行かないけれど！　むしろお前が出て行けば良いじゃないか！　ハイすいませんでしたハサミは駄目！

「どうしてアナタはそう生き急ぐのかしら。そんなことじゃあ身が持たないわよ？」

『だから、何でそんな他人事みたいに言うの？　お前がその手を自ら汚しているんだよね、実行犯としてさぁ!!』

　と、斬って斬られて斬られて斬って、という感じでお送りする俺の新しい日常。

　奇き跡せきのような二度目の人生だけど、さすがに半年以上も過ごしていれば、こんなおかしな状況にもすっかり慣れてしまった。

　勿もち論ろん、人として死んでしまったことは悲しいことで、未み練れんや後悔もある。まだ人生の半分も、俺は生きていなかったのだから。

　それでも。

　一度死んでしまったとしても、こうして今は生きているのだから。

　前を向いて歩いて行こうと、そう決めたのだ。

　春海和人は今日も本を読む。

　今日も明日も読み続ける。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【若草色の台本】……　小こ芝しば居い用に柊ひいらぎ鈴菜が持って来た手書きの台本。中には複数のパターンの小芝居の内容が書かれているが、どれも最後には柊鈴菜が痛い目に遭うオチが付けられている。

【ハサミの一閃をかわす】……　幾度となくハサミによる攻撃を受け続けた結果、ついに見切りを閃ひらめくことに成功した。しかしハサミによる攻撃も日々進化し続けている為ため、結局見切りは無効となり、攻撃を食らうことになる。今後もこのイタチごっこは繰り返されることが予想される。






「で、さっきからアナタ達は何なの。何か言いたいことでもあるの？」

　確かにそれは、夏野にとって至し極ごく真っ当な疑問だろう。

　鈴菜がおずおずと話し出した。

「あ、あのー先生。折り入ってお願いがありまして」

「お願い？　首に縄なわかけて馬に引きずりまわされたいとか？」

「それはまた今度お願いします」

　今度やるのかよ。そんな光景、西部劇の処刑法でしか見たことないよ。

「じゃあ何なの？　早く言いなさい、私だって忙いそがしいんだから」

「えっと、はい、実はですね」

「断る」

『まだ何も言ってないよね!?』

　鈴菜が語り出したのとほぼ同時、拒絶の言葉が飛び出した。鈴菜が四文字目の『は』を発した瞬間、夏野は一文字目の『こ』を既に発していたのだ。百人一首かよ。

「それじゃあ話は終わりね。原稿を受け取ったのならさっさと帰りなさい」

　話は全て終わったとばかりに伸びをする夏野。いや終わってないよね、話。

「何よ、まだ何かあるの？　これから下のジムに行って『サンドバッグ　ｉｎ　犬』をこなさなきゃいけないから忙しいんだけど」

『いぬぅ!?』

　夏野の発した単語に思わず反応。おいおいおい、今の言葉は全くもって聞き捨てなりませんよ。何だよその嫌な予感しかしないトレーニング名称。初耳過ぎるんですけど。

「何言ってるの、初耳に決まってるじゃない。今初めて言ったんだから」

『な、何だそうか……。そりゃ初めて言ったんなら初耳に決まってるよな』

「そうよ、エスパー犬でもあるまいし。既に知っていたら逆に私が驚おどろくわよ。ちょっと、あんまり驚かさないでよね」

『あ、あぁ、ごめん。ごめんなさい』

「いいわ、今日は特別に許してあげる。じゃあジムに行くわよ」

『うん、行こう……じゃ　な　く　て　！』

　思わず一歩踏ふみ出だしそうになった足を引っ込める。

「ちっ、もう少しだったのに」

『「もう少し」じゃねえよ！　あっさり地じ獄ごくへの道へといざなおうとするなよ！　ってか止めて。ノリツッコミ風にボケをかぶせて、理り不ふ尽じんな要求に無理矢理言げん質ちを取ろうとするの止めて！』

「まさかここまで上手く行くとは思わなかったわ。アナタも大変ねえ」

『誰のせいだよ！』

　もはやボケに対して無意識でツッコんでしまうという病びよう魔まに全身を蝕むしばまれている俺である。そんな分かりやすいボケを振られれば、身体は反応せずにはいられない。くそ、夏野の奴め。何て恐ろしい罠わなを仕し掛かけてきやがるんだ。

「ちなみに、初めて言ったっていうのは本当のことよ」

『だから何!?』

　ってかそもそも今初めて聞かされていいものじゃあ無いよね。仮にそのトレーニングを実行するとしても長年に渡る根回しと裏取引の末に可決されるべきものですよ。いや実行させないけどね。全俺の存在をかけた反対票によって絶対に否決するけどね。

「……アナタ、ひょっとしたら大きな誤ご解かいをしているかもしれないわね」

　夏野は椅い子すから立ち上がると、両の手で俺を優しく抱えあげ、真まっ直すぐに目線を合わせてくる。

『な、なんだよ急に真剣な顔になって』

「どうせ『サンドバッグ　ｉｎ　犬』に良くないイメージを持ってるんでしょう？」

　目の前には赤みがかった大きな瞳。ウェーブのかかった長い黒髪が鼻先をくすぐる。インクと石せつ鹼けんの混じった夏野の匂いが俺の身体を包んだ。

『当たり前だろ！　そんな不ふ穏おんなトレーニング名称。どうせ俺が酷ひどい目に遭うに決まってる！』

「そう、やっぱりね。……私のいつもの行いが悪いのかしら」

　悲しそうな顔をしてため息をつく夏野。何だよその顔。ひょっとして、本当に意味がある行動だってのか。

「いい？　それは大きな誤解よ。『サンドバッグ　ｉｎ　犬』。通称『サンドドッグ』、それはね……」

　夏野の吐と息いきが直接顔にかかるような距きよ離り。

　鼻先を差し出せば肌が触れ合いそうな距離。

　その至し近きん距離から放たれる夏野の言葉。

「サンドバッグの中にアナタを入れて、ボコボコにすることなのよ？」

『言葉通りじゃん!?』

　完全に想像通りの意味じゃん。むしろそれ以外無いって感じじゃん。何なの、さっきまでの真剣な様子は何だったの？　返してよ俺の罪悪感。

「言葉通りって、アナタ何で知ってるの？　ハッ、まさかエスパー!?」

『もういいよ!!』

　繰り返すなよ。

「大丈夫、痛いのは最初だけで、後は段々気持ちよくなっていくの。私はやったことないから、知らないけど。まあ物は試しってことで、行きましょうか」

『お断りです！』

　無理矢理身体をよじり、夏野の手から抜け出して床へ着地する。

　何て猟りよう奇き的てきなトレーニングを考えるんだろうか。

　とにかく話を変えようと、辺りを見回した先、鈴菜がすぐ側でうなだれていた。

『おい鈴菜、夏野に頼みがあるんだろ。一回断られただけで凹へこんでないで、もう一回ちゃんと頼んでみろよ』

　と、復帰した鈴菜が顔を上げ、真剣な様子で夏野へ向かう。

「先生、今後『サンドバッグ　ｉｎ　柊鈴菜』、通称『サンドベル』のご予定は？」

『自分で振った話を諦あきらめんなよ!!』

　鈴菜だけに任せておいたら話は一いつ向こうに進まない。このままではサンドバッグの中に一直線になってしまう。くそ、しょうがない。

『夏野、鈴菜は一緒に来てもらいたい場所があるらしいんだ』

　そう、さっき鈴菜が夏野に言いかけていたのは単純なことで、『ある場所に一緒に来てもらいたい』というだけである。一言で済む話じゃねぇか。その一言すら遮られたような気がするけど。

「ふーん、一緒に来てほしい場所、ねぇ」

　夏野は鈴菜を一いち瞥べつした後、次にこちらを向いた。

「で、何でアナタがそんなことを知っているのよ」

『さっきお前がキッチンにコーヒーを淹いれに行った時、そこの変態から話しかけて来たんだよ。「先生をお連れしたい場所があるので協力して下さい」ってさ』




　柊鈴菜。

　大手出版社書しよ林りん社しやに所しよ属ぞくする夏野の担当編集者。ドＭであり変態であり、そして犬の俺の言葉が通じる第二の人物である。どうして俺の言葉がこいつにも通じるのか、それも良く分からない。俺みたいな犬と話せるって、それはもう結構な奇跡だと思うのに、なんでこいつがその奇跡を享きよう受じゆしているんだよ。つーか、言葉の通じる奴、他にいないのかよ。夏野と変態以外に別の人間を用意してくれよ神様、普通の誰かをさぁ。

　鈴菜は、原稿を受け取る為に午前中から夏野のマンションを訪れていた。変態とは言え、一応は夏野が認める編集者である。夏野から受け取った原稿を読んでいる間だけは、変態なのに真人間っぽく見えるのだ。

　その様子をジッと見つめていた夏野だったが、原稿が中ちゆう盤ばんに差し掛かった辺りで『喉のどが渇いたわ』と言ってキッチンへとコーヒーを淹れに行ったのだ。

「それで、その隙すきにお願いとやらを吹き込まれたってわけね」

『吹き込まれたって何だよ。人聞きが悪いな』

　夏野が席を立った直後、鈴菜は原稿をちゃぶ台の上にそっと置くと、隣で本を読んでいた俺を捕まえて、いきなり土ど下げ座ざをして来たのだ。

　土下座。

　犬に対して、土下座ですよ。人としてのプライドは無いのか。

　困こん惑わくする俺に、鈴菜はその体勢のまま、自らの願いを伝えて来た。夏野を外へ連れ出すことへの協力要請だ。

　確かに、夏野さんと来たら尋じん常じようの人間ではなく、屋おく外がいに出ることを好まない性格、つまりはハナモゲラ語で言う所の引きこもりという奴だ。最近は色々と騒そう動どうが起きたせいで、少しは外に出る機会があったものの、基本的にはこのマンションの中から出ようとしないのが夏野さんである。

　鈴菜はそれが心配だと言う。先生にはちゃんと外にも出てもらいたい。そして、今日はどうしても連れ出したい場所があると言うのだ。

　一応は真剣な態度、それを邪じや険けんにするほど、俺も落ちぶれてはいない。

『まあ、変態でも、秋山忍を想おもう気持ちに、噓うそはないんだからな』

　昔はラスボスだの天敵だの言った気もするけれど、昨日の敵は今日の友。昨日の変態は今日の心の友なのだ。お互いに秋山忍の本を愛する者、協力出来るところは協力し合おう。

　それに、あんなに美しい土下座を見せられたら協力せざるを得ないじゃないか。思わず関東中のカラスが背中に停とまりたくなるレベルの美しい土下座でしたよ。

『それで、俺は鈴菜の願いを聞き届けたってわけだ』

「成なる程ほど、それでさっきの茶番劇に繋がるってことなのね」

『ああ、さすがにあれはどうかと思ったけどさ。何か台本まで用意してあったから、やらざるを得なかったんだよな』

　ほら、俺って頼まれたら断れないタイプだし。

「ふうん。それで、いくらで買収されたの？」

『俺の話聞いてた!?　聞いてないよね!?』

　今、ちょっといい話をしていた気がするのに！

「どうせ裏で本のやり取りが発生していたに違いないわ。で、何冊で買収されたの？」

『だーかーらー!!』

「答えなさい鈴菜」

「八冊です」

『心の友が裏うら切ぎった!?』

「今月のうちの新刊を差し出したら一も二も無く乗ってきましたよ」

『な、何で言っちゃうの!?　駄目でしょ!!』

　こいつには守秘義務ってものはないのか。昨日の変態は今日も変態か。

「口では何と言っても、肉体は正直なのね。ご主人様を欺あざむこうとするなんて、やっぱりしつけが必要ってことか。『サンドドッグ』がいいかしら、それとも……」

『止めて！　フリッカージャブの素す振ぶりを止めて！　死神の鎌かまみたいになっちゃってるから！』

　変態の相手なんか、もうつくづくだよ！




『……やっぱり、こうなるのか』

　そんな訳で吊つるされました。ロープで足を縛しばられた逆さ吊りのパターンです。

　これも何だかいつもの光景過ぎて、慣れ始めている自分が怖い。

「それで？　この犬が言っていること、どこか連れて行きたい場所があるっていうのは、本当なのね？」

「はい、実はそうなんですよ」

　逆さ吊りの視界の中、夏野と鈴菜が向き合って話している。鈴菜はフローリングの床に正座させられているが、割と嬉うれしそうだった。

「是ぜ非ひとも先生をお連れしたい場所があるんです。ご一緒して頂けませんか？」

「嫌よ、行かない」

「そんなこと仰おつしやらずに、行きましょうよぉ」

「面倒だから、嫌」

「もう一声！」

「面倒だし、外寒いから、嫌」

「更に罵ば声せいを追加したら！」

「面倒だし、外寒いし、もう本当に嫌なのよ、この豚野郎」

「ああ！　いいです！　いいですよぉ！　もう一丁！」

『……そもそも、お前は夏野をどこへ連れて行くつもりなんだ？』

「え？」

「え？」

　そのまま二人で続けさせたら寿じゆ限げ無むみたいなことになりそうなので、口を挟はさむ。

　鈴菜は、外へ連れ出すのを手伝えと言っていたけど。具体的にどこに連れて行くのか、それを聞いていなかった。

『夏野をどこかに連れて行きたいんだろ？　だったら、まずは行く場所を言うべきだろ。でないと、考えようがないからさ。夏野も、場所だけ聞いてみてから考えればいいんじゃないか？』

　うん、我ながらナイス提てい案あんだ。というか、常識ですよね、これって。

「…………」

「…………」

　しかし、眼下の夏野と鈴菜は、珍ちん獣じゆうを見るような目で俺を見ている。何だよ、その驚いたような顔は。失礼な奴らだな。

「犬がそんな真っ当な事を言うなんて」

「まさか、犬に助け舟を出されるなんて」

『本当に失礼だな!!』

　俺の小粋でナイスな提案に対する返答がこれか。毎度毎度、リアクションがおかしいんだよ。お前らの中で俺はどんなキャラクターとして形成されているんだよ。

「明日は雪か、もしくは霰あられね」

「いえ、先生。ひょっとしたら毒どく蛙がえるが降るかもしれませんよ」

　やっぱり一度、こいつらと真剣に喋しやべる場を用意してくれないかな。言いたいことが沢山あるんだよ、主に俺の待たい遇ぐうについてさ。

「まあ、犬がそのピンポン玉並みの脳みそをフル稼か働どうして絞り出した提案を無む碍げにするのも何だわ。特別に行き先だけでも聞いてあげようかしら」

　椅子に深く腰を下ろし、長い足を組んで鈴菜を見据える夏野。その姿は、言葉の強さと相まって女王様のように見える。

「言いなさい、豚のように」

「はい、ありがとうございますブー」

　夏野の言葉に嬉しそうに頷うなずく鈴菜。足元に置いてあった若草色の台本を鞄かばんにしまい、新たに一枚のチラシを取り出す。あとその語尾は止めろ。何だよ、持じ病びようの豚か？

「あのですね、目的地は隣の登のぶ井い駅なんですけど」

「下らない場所だったら斬るわよ」

「下らない場所です。斬って下さい」

　鈴菜さん、即答。

「いえ、噓です。下らなくないです、本当です。斬られると言われて条件反射で答えてしまっただけで。だから安心して下さいませ」

　慌あわてて言い直す鈴菜だが、さっきの即答のせいで信用がオオカミ少年レベルまで暴ぼう落らくしている。条件反射で性せい癖へきを晒さらすなよ。

　しかし、良く考えてみればこの変態の勧める場所だ、何かとんでもない感じの場所ということも十分に考えられる。全国ドＭ市とか、ドＭサミットとか。

　そんな場所に夏野さんを放ほうり込こんだら、もう地じ獄ごく絵え図ずになりそうだよね。大変不適切な映像になって、お茶の間に見せられなくなっちゃうんじゃないのか。そんな場所に行くくらいなら、まだ部屋の中の方がマシで、俺の負担も軽いような気がするんだけど。

「で、どこなの？」

「はい、登井に新しく出来る書店なんですけど」

『下らなくねぇよ！』

　叫んだ。

『下らなくなんかねぇよ!!』

　二回叫んだ。

　吊るされた体勢のまま、喉も潰つぶれんばかりに叫んだ。

　書店。本屋。ＢＯＯＫＳＴＯＲＥ。ＨＯＮ‐ＹＡＨ！

　いやいやいや、何を言っていやがるこの変態は。下らないことなんか全然ありませんよ。むしろ最重要ポイントじゃないか。

　この世は本を中心に回っている。つまり本を販売している書店というのはこの世の発ほつ端たんとでも言うべき場所で、世界の全てが詰まっている場所なのだ。誰しもその場所に行くことで、本を読みたいという衝しよう動どう、欲求を叶えることが出来るのだ。

『いいか、書店とは全ての存在にとっての聖せい域いき、いわゆるサンクチュアリなんだぞ！』

「……前から気になっていたんだけど、いいかしら？」

『何だよ、今気持ちよく語っていたっていうのに』

「アナタ、随分と書店に対して熱い想いを持っているみたいだけど、それって図書館だとどうなるの？　私的には聖域っていうと、書店よりも図書館の方がピンと来るんだけど。アナタの通っていた学校にも図書室があったでしょう、そっちはどうなの？」

『ふふふ、良い質問だね夏野君』

　よしよし、そんなに聞きたいと言うのなら教えてやろうじゃないか。

『いいか、書店と図書館の違い。それは……』

「へぇ、こっちの方にも進出して来たのね。地元にはあったんだけど」

「そうなんですよ、良い場所ですよぉ」

『聞　け　よ　！』

　うわビックリした。まさかこんなタイミングで無視されるとは思わなかった。ちょっと泣きそうですよ、こういう無視ってマジ辛つらいんで止めてくれませんか。

「あら、ちゃんと聞いているわよ。謎なぞの集団に捕まったお面の男が『グエー!!』ってなって、その後どうなったの？」

『そんな話してないよね!?』

　しかもその先はタイムスリップでもしねえと分からねえよ。

『自分の振った話には、最後まで責任を持てよお前はさぁ!!』

「はいはい今度ね。ほら、これを見なさい」

　夏野は一枚のチラシを頭上に掲かかげ、俺に見せた。それは東北地方や北海道をメインに展開している、大型電機量販店『カメラのムカデ屋』の登井店開店を知らせるもので。

『へえ、登井にムカデ屋が出来るのか』

「えぇ、駅前に長いこと空いている土地があったから、そこに出来るみたいよ。それで、そこの八階に」

『八階？』

　夏野はチラシの中央部分、テナント一いち覧らんが書かれている箇所を指さす。

　そこに書かれていた名前に、一瞬で目を奪うばわれた。

『大和やまと書店か!?』

　大和書店。こちらは全国に展開している、国内でも有数の書店チェーン。本の品しな揃ぞろえは国内でもトップクラスと言われている。新しん稲いな葉ばに来てからは本ほん田だ書店にお世話になり続けているけど、ここに来る前、父上、母上、円まど香かと一緒に暮らしていた時は、幾いく度どとなく通ったものだ。

『しかも八階は、大和書店オンリーじゃないか。他の階はびっしり埋うまってるのに』

「はい、その階にあるテナントは大和書店さんだけみたいです。何か全国でも一、二を争う大型店てん舗ぽにする計画だそうで」

『何だって！　それはけしからんな！』

　こんな都内の外れにそんな大型の書店を作るなんて！　正気か!?

　これはひょっとしたら本田書店をはじめとした、付近の個人書店にとって存続の危機なんじゃないのか。これは調査の必要性がある。一刻も早く、具体的な店舗の広さ、書棚の量、本の品揃え、店員の接客レベルなどを、確かめなくてはならない！　やれやれ、俺も色々と忙しいのに、行かなきゃならないよなー。これはしょうがないよなー。

『よし、夏野行こう！』

「そうです先生、行きましょう！」

「いや、行かないわよ」

『行かないのかよ!?』

「行かないんですかぁ!?」

　うん、まあ、驚くよね。

　だって今のこれ、どう考えても行くパターンだもん。最初は拒きよ否ひしておきながらも話を聞いていく内に行ってしまうパターンだもん。そして行った結果、最終的に俺が酷い目に遭うパターンだもん。

　そうやって酷い目に遭うことが確定していたとしても、行かないなんていう選せん択たく肢しが俺の前に現れる筈はずがない。すぐに行くか、少し後で行くかの二択たくでしかない。

　そりゃ、本田書店以外の本屋に行くなんて、オッチャンや桜さくら達には少し後ろめたいところがあるけれど。ちょっとだけ観みに行くだけなのだ。それに、調査が必要だっていうのも本心からの意見だ。ほら、相手の力量はきちんと確かめておく必要があるし。

　だから行くんだ！　書店に行くんだ！

　それは春海和人というプログラムに銘めい記きされている絶対的命題。だから強きよう弁べんするしかない。相手が夏野でも怯ひるむことはない。何故ならそれは俺の生きる証あかしで、生きる意味なのだから！　夏野に届け、この俺の気持ち！

「ごめん、微み塵じんも届かない」

『届けよ！』

　何だお前、パリィでも使っているのかよ。それとも全弾ブロッキングなのか、見た瞬間余裕なのか？

「別に、行き先を聞くとは言ったけど。そこに行くと言った記憶は全くないわよ。アナタ達が勝手に盛り上がっただけでしょう？」

『そ、それはそうかもしれないけどさ』

　どう考えても行く流れだったじゃないか。

「せ、先生ぇ」

　鈴菜も泣きそうな瞳で夏野を見つめている。え、本当に行かないの？

「……でも、絶対に行かないと言ったわけでもないわ」

　俺と鈴菜を交互に見比べると、椅子の縁へりに片かた肘ひじをつき話し始める。

「一つだけ気になる事があるの。それさえ解消されたら行ってもいいわよ」

『気になる、事？』

「ええ、気になるのよ。ねえ鈴菜、何で私がそこに行く必要があるの？」

　夏野は鈴菜を見下ろすようにして告げる。

「別に、怪しい場所では無いみたいだし、今書いている原稿はさっきアナタに渡した分で終わり。だから、その書店に行くこと自体は構わない」

　淡々と、しかし問い詰めるように。

「私は作家だもの。そりゃもちろん書店とは深い関かかわりがある。でも、そんなの今に始まったことではないわ。何で今、その書店に行かせたいの？　私をそこに行かせたいと言うのなら、理由を言いなさい、理由を」

「秋山、先生」

　夏野と鈴菜、二人の間に張りつめた空気が流れる。

「まさか、本当に気分転てん換かんの為だけに連れ出そうなんて理由じゃあ無いわよね？　あるんでしょ？　ちゃんとした理由が」

　一ひと際きわ、強い語調で問うた夏野の言葉に対して。

「……はい、あります」

　鈴菜は真っ直ぐに、そして力強く答えた。

「具体的には？」

「先生の、為です」

　振り絞るような鈴菜の答えに対し、夏野は何事か見極めるようにして視線を返す。

「…………」

　二人の間を、沈黙だけが埋め尽くす。

　そうして、しばらく無言のやり取りが続いて。

「そう、私がそこに行くことが、私の為になると思っているのね？」

「……はい」

　夏野の射抜くような視線を真っ向から受け止め、鈴菜は堂々と、力強く答える。大切な何かを決意した真剣な瞳が、俺の位置からも見えた。

「まあ、いいわ」

　夏野はそう呟つぶやくと、もう一度鈴菜の目を真正面から見つめ一つ頷いてみせた後、今度は俺を見上げて。

「だ、そうよ？」

『え、えーと、つまり、どういうことですかね？』

　薄い笑いを浮かべながら向けられた言葉。急に話が振られて、一体何が起きたのか分からない。結局何がどうなって、俺はどうなるの？

「そんなことも分からないの、この低犬は。大和書店に行くって、そう言っているのよ」

「先生！」

「ええ、アナタがそこまで言うのなら乗ってあげようじゃないの。行くわよ、大和書店。そこの犬も行く気満々みたいだしね」

「はい！　ありがとうございます！」

　夏野の言葉に、鈴菜が勢いきおいよく立ち上がる。

「ただし、行ってみて下らない用事だったら罰ばつを与えるわよ」

「はい、斬って下さって構いません！　全然下らなくなんかないですけど！」

「斬らないわよ。しばらくの間、敬語で呼び続けるだけで」

「えっ」

　夏野の言葉に、目に見えて動どう揺ようする鈴菜。お前、そっちの方が嫌なのかよ。

「そうね、呼び名は『柊さん』。語尾は全て丁てい寧ねい語ご、新入社員が上司に対するような喋り方をしてあげるわ」

「そ、それはちょっと、命に係わる危険が……。だから斬っちゃいましょうよ、その方が楽ですよ？」

　確かに一度、それでぶっ倒れたことがありましたね。

「あら、下らない用事となる可能性があるというのかしら」

「だ、大丈夫です！　下らなくなんかありません！　絶対に先生も気に入るはずですから！　そ、それに、大和書店さんには、この前先生に書いて頂いたサイン色紙も飾かざられてるはずです、どんな風に飾ってあるのか見に行きましょう」

　軽く冷や汗をかきながら、鈴菜は己を鼓こ舞ぶするように声を上げる。

『あれ、お前サインとかあったの？』

「あるわよ。まぁ、サインといっても自分の名前を楷かい書しよで書いただけの物だし。書くのだって、今回みたいに販はん促そくに使う時ぐらいだけど」

『ふーん、秋山忍のサインかぁ』

　考えてみれば、俺は秋山忍のサインを見たことが無い。長年秋山忍のファンを続けてきた、自他共に求める秋山忍バカなのに、不覚！

「……アナタも、私のサインが欲しかったりするの？」

　意外そうな顔で俺を見上げて来る夏野。

『何で、普通に欲しいよ？』

「そう、一度もサインが欲しいなんて言われなかったから、あんまりそういうのには興きよう味みが無いのかと思っていたわ」

　確かに、俺の嗜し好こう対象が『本』である以上、サインそのものにそこまでの執着を持っているわけではない。けれど、サインとは作家と直接の繋がりを感じられるもの。『本』の先に『作家』という存在がいるということを、強く認識させるものだ。

　読者は、本の先に作家の存在を認識することで、今までとは一味違う本の世界を味わうことが出来るのである。

『いや、何か機会が無かっただけで。貰えるんなら欲しいよ。くれるの？』

　半年以上も一緒に暮らしているので、直接の繋がりも何も今更あったもんじゃないんだけど。それでも欲しいことは欲しい。

「別にそれぐらいお安い御用だけど。でも、今はサインするものが無いわよね。えっと、手ごろな犬の顔面ならあるけれど」

『それはちょっとご勘かん弁べんを』

　顔面に直接書かれるとか、人によってはそりゃ嬉しい部類に入るかもだけど。顔面にサインされると、自分でそれを見られないから意味ないよね。

『そうだ、ちょっと待ってろよ。一回住すみ谷や荘そうに行って俺の部屋の「大罪シリーズ」全巻持ってくるから！』

「今から出かけるのに、そんなの待ってられる訳ないでしょ。別に欲しいならいつでも書いてあげるわよ」

『そうか、そうだよな』

　ちょっとだけ残念なような。そうでも無いような。

『せっかくだから、名前付きで書いて貰いたかったなあ』

「名前付き？」

『そう、名前付き。「春海和人さんへ」って俺の名前書いてさ』

「…………それならここに良い紙があるわ。今すぐサインが欲しいというなら」

　夏野は素早い動きで、机の引出しから一枚の紙を取り出した。

「こ、この紙になら、サインをしてあげてもいいわよ」

『マジで!?』

「え、ええ、条件付きだけど」

『何だよ条件って。痛いのは嫌です』

「別に痛くなんかないわ、むしろ幸せになれるわよ。いい？　ここにアナタの名前を書きなさい。そしたら隣に私のサインを書いてあげるわ」

『それが条件？』

「そうよ。簡単でしょう？」

　確かに簡単だ。本来は『～～さんへ』なんてのは作家本人が書くもんだけど。それのちょっと変わったバージョンってことか？

「そ、そうよ。だから早く書きなさい。アナタ、文字なら書けるんでしょ？」

　差し出された紙をジッと見つめる。

　それは二つ折りにされたＡ３サイズの書類。夏野の手で隠れている部分があるせいで、何の書類なのかは分からない。左上には氏名を記入する欄らんが二か所並び、更にその下には住所等を書く欄などが続いている。

『って、何で住所を書く欄まであるんだよ。まさか怪しい書類じゃないだろうな？』

「あ、怪しい書類じゃないわよ！　これは最寄りの役所等で誰でも貰うことが出来る、由ゆい緒しよある偽いつわりの無い正しよう真しん正しよう銘めい真っ当な書類なのよ！」

　聞けば聞くほど怪しい。何だか顔も真っ赤だし。

　ってか、説明聞いても分からないし。結局何の書類なんだよ。

「下ろしてあげるから早く書きなさい。ほ、ほら、ここ、ここよ。この左の方にアナタの名前『春海和人』って書きなさい。そしたら私が隣に『夏野霧姫』って書くから！」

『はあ？　何でお前の名前を書くんだよ』

「……は？」

『俺はサインが欲しいんだ、秋山忍のサインがさ。夏野霧姫って、お前の名前なんか今はどうでも良いだろ。いいか、お前は秋山忍のサインを、それだけ書けば良いんだ。よし、じゃあ名前書くから早く下ろしてくれよ』

　そう言った瞬間。頭の先を何かが高速で通り過ぎた。

『へ？』

「ふぅ」

　夏野が一つ息をつくのと同時に、頭の先の毛がパラリと落ちる。

　まっすぐに伸ばされた夏野の右手に握られているのは銀色の凶器。先程の一閃など可か愛わいく思える程の速度でハサミが振るわれたのだ。

『え、何で何で？　俺、何もおかしなこと言ってないよね』

「サインなら今すぐに大きいのをあげるわよ。一生、消えないサインを刻んであげる、アナタの肉体にね」

　地獄の底から漏もれ出でるかのような、狂気と、殺意が込められた声音。

　夏野が俺を見上げる瞳、それは明らかに狩る者の瞳で。

　つまり、俺はこれから狩られるのだ。

　俺の人生の選択肢、やっぱりどうかしていると思うんだよ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【サンドドッグ】……　犬を袋ふくろ詰づめにして、それを叩くというトレーニング方法であり、一歩間違えたら動物虐ぎやく待たい。

【サンドベル】……　人を袋詰めにして以下略、というトレーニング方法であり、一歩間違えなくても猟りよう奇き事件。

【二つ折りにされたＡ３サイズの紙】……　左上には『夫になる人』、隣には『妻になる人』と書かれた記名欄のある用紙。役所に行けば誰でも貰うことが出来る。これを巡って世の男女間では色々な駆け引きがあるとか。

















　駅のホームに溢あふれる人の群れの中、犬を連れた彼女の姿を見つける。

　複雑な、ひどく歪ゆがんだ感情が心の中を渦巻く。

　たとえ、自分の何もかもが無くなるとしても、完かん遂すいしなければならない。

　この身が朽くち果はてようとも、計画を実行しなければならない。

　仕し掛かけは万全。

　後はただ、彼女が罠わなにはまるのを待つだけ。

　さあ、全すべてを始めよう──。




　時計の針がすっかりお昼を超えた頃。夏なつ野のと鈴すず菜な、そして俺。二人と一匹は、登のぶ井い駅のホームへと降り立った。

「何だか、ここに来るまで随ずい分ぶんと時間がかかった気がするわね」

　黒のコートの端はしを翻ひるがえし、夏野が伸びをしながら呟つぶやく。

「こんなに時間がかかったのは、どこぞのバカ犬が大人しくお仕置きを受けなかったからよね」

『何で俺のせいになるの!?』

　どう考えてもハサミ女さんが惨さん劇げきを強要してくるからですよね。

「全く、縄なわ抜ぬけなんていつの間に覚えたのかしら」

『ふん、昨日読んだ「忍犬のススメ」に書いてあったのさ』

　おかげでさっきの緊きん縛ばく程度なら抜けるのなんて造ぞう作さも無い。もう俺にロープは効きかないんだぜ！

「そうね。じゃあ今度から有ゆう刺し鉄てつ線せんを使いましょう。あれならもがけばもがくほど、肉に食い込んでいくから下へ手たな抵抗は出来なくなるものね」

『ごめんなさい。止やめてください。ロープできつめに縛ってください』

「あら、遠えん慮りよしなくていいわよ。確か通販で安く売っていたもの」

　夏野は楽しそうに、天てん井じようの窓から俺を覗のぞき込こんでくる。

　俺がいるのは、エメラルドグリーンの壁かべと透明なアクリルの窓で囲われた小型犬用の携けい帯たいケージの中。移動の度たびにハンドバッグやぬいぐるみに擬ぎ態たいするのも何だということで、夏野がアフロの店で買った代しろ物ものである。

　購入の際、アフロは『ＮＡＳＡで開発された新素材を使用しているから、耐久性は抜ばつ群ぐんですよ！』みたいなことを言っていたけど。買ってから僅わずかな期間で壁も床もボッコボコになっちゃっているので、多分アフロ騙だまされてるね。

「不良品を摑つかませるなんて。今度、文句を言ってやろうかしら」

『うん、止めた方が良いと思うよ。ＮＡＳＡ製は多分噓うそだと思うけど、ボコボコになったのは紛まぎれもなくお前が小こ刻きざみに入れてくる蹴けりのせいだからね』

「目の前にあるとつい蹴りたくなっちゃうのよね」

　お前は給食袋を蹴りながら下校する小学生か。おかげでケージのそこら中が凹おう凸とつだらけで、居い心地ごこちが凄すごく悪い。

「えっと、こちら南口ですね」

　ムカデ屋のチラシを手にした鈴菜について、俺達も登井駅の南口改札を抜ける。

　駅の外に出た俺達を迎えたのは暖かな春の日差しと冷たい冬の空気、そして人々の喧けん騒そうだった。

『久しぶりに来たけど、やっぱり新しん稲いな葉ばより栄えているよな』

　俺達の住む新稲葉が、都心で働く人間のベッドタウンとしての機能を果たしているのならば、登井はオフィス街として栄える街である。

　駅前の人通りも、常に閑かん散さんとしている新稲葉とは比べ物にならないほど多い。眼下のタクシー乗り場やバスターミナルには、沢山の人が並ぶ姿が見える。

「ふうん、随分と大きいわね」

「駅前にあってこんなに大きいと、存在感がありますよねぇ」

　頭上で交わされる二人の会話に、俺もそちらを見る。

『へぇ、あれがムカデ屋かぁ』

　緑の地に赤い文字で打たれた大きな看板を掲かかげ、自らを誇こ示じするかのような、太く巨大なビル。超巨大家電量販店『カメラのムカデ屋』は、登井駅南口を出て徒歩一分の場所に堂々と存在していた。沢山の人々が店内に吸い込まれていく様子が見える。

「それじゃあ、私達も参りましょうか」

「そうね」

『おう』

　俺達と同じく改札を出た周囲の人々も、目的地は同じらしい。人の流れに身を任せるように、俺達もムカデ屋の入り口へと向かっていった。




　カメラのムカデ屋、その店内。

　人でごった返したパソコンコーナーと携帯電話コーナーを抜け、一階奥にあるエレベーターで八階へ。都内でも有数の売り場面積を誇ほこる巨大書店『大和やまと書店』へと向かう。

「……尻尾しつぽなんか振って、随分と楽しそうね」

『だってさ、新しい本屋なんだろ。楽しみに決まってるじゃん』

　テンション上がりっぱなしですよ。

「ああ、そうなの」

　夏野は階数表示のボタンの前に立つ鈴菜の方をチラリと見た後、俺を静かに見下ろしてくる。

『……何だよ、何か言いたいことでもあるのか？』

「別に、何でもないわよ」

『だったら思わせぶりな発言止めろよな』

　そういうのが許されるのはミステリアスキャラだけですよ。夏野さんはバイオレンスなパワーキャラなんだからそういうのは合いません。

「私のどこがパワーキャラですって？」

『そ、そうやって凄みながら小刻みに膝ひざを入れてくるところです』

　夏野の膝蹴りの衝しよう撃げきに、ケージの床が激しく振しん動どうする。

　止めて、これ以上デコボコになったら悪ノリで作ったエキサイトバイクのオリジナルコースみたいになっちゃう。

「まあ、そのうち分かるわよ。楽しみにしてなさい」

　その言葉と同時、エレベーターの階数表示が八階を示し、扉が左右に開いた。

　瞬間。夏野の言葉も、下からの衝撃も忘れ、目の前に広がる光景に目が釘くぎ付づけになる。

　広い。

　ケージと人の波に狭はさまれた視界からでも分かる程の、広大な空間が広がっていた。

　乳白色の壁。磨みがき抜ぬかれた床。コンクリート打ちっぱなしの天井。紺に白ヌキされた『大和書店』の看板と独特のロゴ。

　小説。漫まん画が。雑誌。専門書から学術書、更には文具雑ざつ貨かまで、とにかく何でも。本に関かかわるものであれば何でも、その広い敷しき地ち内ないに揃そろえてみせる。本の全てを揃えんとする意志があるような書店。それが、大和書店なのだ。

　エレベーターを降りてすぐ、ベンチが設もうけられた休きゆう憩けい場所がある。春休みということもあり、老若男女、大人も子供もお姉さんも、皆それぞれが買ったばかりの本を開き、読書を楽しんでいる。

　皆、なんて良い顔をして本を読んでいるんだろうか。羨うらやましい。

　おや、あれは秋あき山やま忍しのぶの『血まみれ副女王　ミント☆ゴーモン』じゃないか。ここに作者本人がいるって知ったら驚おどろくだろうなあ。

　ベンチの奥には臨時の催さい事じスペースが設けられている。今やっているのは『大人でも楽しめる絵本展』らしい。ちょっと覗のぞいてみたいなー。

　レジコーナーには、清せい潔けつ感かんのある白いシャツと紺色のエプロンに身を包んだ店員さん達が、忙しげに動き回っている。

　そしてその先、待ち望んだ光景が俺を迎えた。

　本。

　本が、そこにあった。

　整然と並んだ本棚の群れが、そこに詰まった本の数々が、俺を迎えてくれる。

『おお、この空気』

　そこにいるだけで心が洗われ、体が健康になり、異性にモテモテの上、収入もアップしてバラ色の人生、って感じのこの空気。久しく訪おとずれていなかった、大和書店の空気だった。まさか再び、生きてこの空気を感じることが出来るなんて。

　ケージの中に入っていてもびしびしと分かるのは本の醸かもし出だす魅み力りよく、書店の威圧感。すぐそこにある本の圧力に、今にもサンバのリズムで踊おどりだしそう。本が並んでいるのを見るだけで、幸せな気持ちになる。

「顔がニヤけてるわよ。ただでさえしまりの無い顔をしているのに、これ以上しまりが無くなったら溶けて無くなっちゃうわよ」

『えー、そんなこと言ったってさー。しょうがないじゃんかー』

「何その喋しやべり方かた、気持ち悪い」

　夏野は呆あきれ果はてた様子で俺を見下ろしているが、そんなことを気にしている余裕も、気にする気力も無い。今の俺には何を言っても届かない。つまり無敵だ。

　ど、どうしよう、走り出したい、全力で本棚の間を走り回りたい！

　大和書店よ、私は帰って来た！　ここからのギグは、読書家オンリーだ!!

　春はる海み和かず人ひと、ＧＯ！

「はい、ＧＯ」

『ウボァー』

　俺の言葉と同時、犬用ケージの上下運動が激しくＧＯされた。

『や、止めて、止めて下さい！　中身が出ちゃう！』

「あら、正気に戻った？」

　楽しそうな夏野の言葉に、必死に哀あい願がんの言葉を返す。

『戻った、戻ったから止めて！　ジュースになっちゃうの！』

　上下運動がストップ。四方八方に飛び回っていた俺の身体からだも、重力に従ってなんとか床へと着地した。

『い、いきなり、何するんだよ!?』

「アナタ、先に言っておくけど。外には出さないわよ」

『……は？』

　それは、余りにも信じがたい言葉。

『あはははは、何を言っているんですか夏野さん。冗じよう談だんが上う手まいなぁ。本を読むのも見るのも、憲けん法ぽうで保ほ障しようされた自由じゃないですか』

「そうね。人は誰でも、本を手にする自由がある。それはたとえ犯罪者であろうとも、殺人者であろうとも変わらない。侵されざる自由よ」

『だ、だったら』

「確かに、人にはその自由がある。でもアナタ、犬じゃないの」

『へ？』

「ここはいつもの本ほん田だ書店じゃない、他にも人が沢山いるわ。そんな中を犬が我が物顔で闊かつ歩ぽしていいとでも思っているの？」

『そ、そりゃそうだけど……えっと、つまりどうしろと？』

「そのケージの中で大人しくしてなさい」

『バ　カ　な　ッ　!!』

　死刑宣告にも等しい夏野の言葉。

　現実は非情である。犬の肉体では、書店の床にすら降り立てないというのだ。

　いやおかしいじゃないですか。本を目の前にして行くなだなんて、それはもう拷ごう問もんどころか処刑ですよ。

　確かに、本田書店での買い物に慣れてしまっているところはあります、普通は犬が買い物したりはしませんよ。でもこれはひどい、こんなのってないよ。俺を殺す気ですか。こんな所でくすぶっていられるか、俺は本屋に行くぞ!!　その為ためだったら何でもしてやるんだ。こんなケージの壁や窓板、飼い主など、軽く嚙かみ付ついて回転してもぎ取って突破してやるぞ！

　と、ケージの中で気を張ってみるも、夏野さんの右手がホルスターに掛かったので黙ることにした。

　このケージの壁など、軽く突き破ってしまうだろう銀色の切っ先が怖い。下手したらケージのまま海にでも放ほうり出されかねない。そんな昔の僧そう侶りよみたいなことは出来ない。

　シュレディンガーの猫もきっとこんな気持ちだったんだろうなあ。外に出たら死んでるかもしれない点が共通しているもんね。

　くそ、これだけの本棚を前にして、触れることすら出来ないなんて。

「これぐらいの本棚なら、私の部屋にもあるじゃないの」

『何を言っているんだ、全然違うよ！』

　目の前に広がる大和書店の本棚、その並び。それは、夏野の部屋や住すみ谷や荘そうとも、図書館の整然とした並びとも異なる。書店の本棚は、客に手に取ってもらうこと、販売することを目的とした本の並びであって、また違う趣おもむきがあるのだ。

「そんなに違うかしら。まあ、どうせ買い物は出来ないんだから、せいぜい大人しくしておきなさい」

『何てことだ……』

　確かに今の犬の姿では、ここでの買い物は難しい。

　いくら俺が、胴長の魅み惑わくのフォルム、撫なでずにはいられないサラサラな黒い毛、愛くるしいつぶらな瞳ひとみ、短いながらもフリフリの尻尾を兼ね備えた、超魅力的な可か愛わいさＭＡＸのミニチュアダックスフンドだとしても!!

「いくら可愛さアピールをしても駄だ目めだからね」

『ひどい……』

　口くち惜おしい。悔しい。やるせない。

　しかし書店を汚すような行為を、俺がするわけにはいかないし、それをしてしまったら既にそれは俺ではない。だから涙を飲んで諦あきらめることにする。

　でも、いつかきっと、願いを叶かなえてみせる！　来て、見て、買ってみせる！

　何なら、店ごと借り切ってしまっても構かまわない。

『夏野霧きり姫ひめのコネと財力で!!』

「考えうる限り最低最悪の手段よね」

　え、何、聞こえなーい。




「まあ、犬の戯たわ言ごとは置いておくとして」

　ケージにハサミの刃を突き立てながら、夏野は隣に立つ鈴菜に問いかける。犬が店内を歩くのは駄目なくせに、ハサミで犬を脅おどすのは良いって言うのかよ。お前の常識ってやっぱおかしいよ。

「で、鈴菜。これからどうするの？」

「はい先生。さっきのシェイクはなかなか新しかったと思います。壁に凹凸を付けておくことで当たった時のダメージを増幅させるのもポイントが高いですね。全体の評価はＢ＋と言ったところでしょうか。私にやる時はもう少し左右のひねりを増やして下さるともっとよろしいかと」

『よろしくねぇよ、何の査さ定ていだよ』

　至って真ま面じ目めな表情のまま、至って真面目な様子で、夏野の行為に対する鈴菜の講評が発表された。Ｂ＋だそうですよ、奥さん。

「で、鈴菜。これからどうするの？」

　空いた左手で鈴菜の右肩を握りしめながら、同じ問いを繰くり返かえす夏野さん。鈴菜の肩からミシミシと何かが軋きしむ音が聞こえる。変態の相手は大変ですね。

「じ、実は、人を探し……肩折れます、ああ、なで肩になっちゃいますぅ！」

『折れてもなで肩にはならねぇからな？』

　そういうの、外でやるなよ。周りのお客さんドン引きしているだろうが。

「人探し？　誰かと約束でもしているの？」

「はい。そうなんですが、何だかさっきから見当たらないんですよねぇ」

「呆れた。ちゃんと待ち合わせ場所を決めていないの？　連絡先は？」

「いえ、ちゃんと決めていますとも。店内にいるって聞いたのですが」

　鈴菜は先ほどから店内をキョロキョロと見回しているが、目当ての人物が見当たらないらしい。

「うーん、やっぱり見当たらないです。ちょっと探してきます。先生達は先に上に行ってていただけますか？」

「上に？」

「はい、実はこの上の階がこのビル全体のイベント会場になっていまして。打ち合わせ用のスペースもそこにあるんです。そこで待っていていただければ」

「打ち合わせって、何の打ち合わせ？」

「そ、それは、待ち合わせ相手が来たらお話し致しますので……」

「そう、つまりその待ち合わせ相手とやらは、ここに連れて来られたことに関係しているというわけね」

　夏野は、明らかに鈴菜の言を怪しんでいるようだが。

「……まあいいわ。それで、上にはどうやって行けばいいの」

「はい、えっと、確かここの階段から上の階に行けますね」

　鈴菜は近くの柱にかかっている店内見取り図を指さす。俺達が乗ったエレベーターとは反対の位置に階段が描かれている。

「私も、待ち合わせ相手を見つけたらすぐに後を追いますので、先に階段で上に行っていていただけますか」

『確かに、一階上に行くだけならエレベーターを使うより、階段を使う方が早いだろうな』

「あ、ひょっとしたら上では何かのイベントをやっているかもしれません。もし、誰かに止められることがあったらこれを見せてください」

　忘れていたとばかりに、鞄かばんの中から透明なパスケースを取り出し、差し出してくる。ケースの中には『ゲスト』と書かれたＩＤカードが差し込まれている。

「これがあればイベント会場の中に入れるはずですので」

『俺も入れるのか？』

「多分、入れるんじゃないですかねぇ。もし入れなくてもアナタはそこら辺で本を読んでればいいじゃないですか」

　読めれば苦労はしないけどな。

「はい、どうぞ。私もすぐに行きますので」

　夏野は鈴菜の差し出したパスケースを受け取り、一いち瞥べつした後。

「……何だか、随分と準備が良いわね？」

「や、やだなぁ先生。私はいつだって準備がいいですよ？」

「ふうん、まあいいわ。じゃあ、先に行ってるわよ」

「は、はい！　す、すぐに私も行きますね！」

　鈴菜の声を背に受けて、夏野は奥の階段に向かって歩き出す。

「何やってるの？　行くわよバカ犬」

『ん、ああ』

　背後、鈴菜が何かホッとしたような表情を浮かべているのが少し気になった。苦く境きように自分を置きたがる変態に、似合わないその顔を。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【忍犬のススメ】……　風ふう魔ま太た郎ろうの著作。忍者犬の育成方法について書いた教本。平安時代に、ある里の忍犬の育成を一手に引き受けていた忍者によって記されたものであるらしいが詳細は不明。現代語にローカライズされ、愛犬家の間で爆発的に売れている。

【血まみれ副女王　ミント☆ゴーモン】……　秋山忍の著作。魔法世界ＥＤＯの副女王であるミントが、従者達と共に悪人を懲こらしめて行く話。決め台詞ぜりふは『ＳＵＫＥさん、ＫＡＫＵさん、顔は目立つから腹を狙ねらいなさい』。世界各国の拷ごう問もん器き具ぐを使った悪人の処刑シーン満まん載さいの展開で、読後しばらく肉が食べられなくなる読者が続出した。

【お仕置き・その11】……　対象を高速で上下に振ることによって三さん半はん規き管かんを麻ま痺ひさせ、理性さえもドロドロに溶かし尽くす。通称シェイクフルーリー。あんまりやると脳までドロドロになってしまうので、素人しろうとにはおすすめ出来ない。






　イベント会場へと続く階段。フロアの端に位置していることもあってか、他に利用者はいない。そんな寂しげな階段を登りきり、上階へと到着した俺達の前に立ちはだかったのは、映画館もかくやと言うほどの重厚な扉だった。

『ここがイベント会場だって？　何だかイメージ違うなあ』

「そうね」

『まるでコンサートホールの入り口だな。このビルには不ふ釣つり合あいだと思うけど』

「まあ、いいわ。せっかくだから入ってみようじゃないの」

　夏野は、扉の前に立っていたサングラスとインカムを着けた、いかにもというような黒服の男に、鈴菜から受け取ったＩＤカードを見せつける。

　黒服は無言でそれを確認すると、ゆっくりと目の前の扉を開く。

　瞬間、爆音の波が俺達の身体を打った。

『な、何だ!?』

　聞こえて来たのは、集団の叫び声。

　一つの意志を持つかのように力を持ち、まとまった、叫びの渦。

　そして、その声に負けない熱気。

　今が夏かと思わせるような、肌が焼けるほどの熱量。

　四方を壁で囲まれた、決して狭くはないイベント会場。その中をびっしりと埋うめるように連つらなった人・人・人。数え切れないほどの人々が、何かに熱狂している。




「「ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ!!」」

　それは尋じん常じようの空気ではない。




「「ＹＡＴＴＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！」」

　会場内を満たし視界を埋め尽くす、その圧倒的な熱狂が。




「「「「ＨＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！！！！」」」」

　俺の全身を、音の衝撃で打ち続ける。




『な、何じゃこりゃあ』

　自分の声が、群衆の叫び声にかき消されて聞こえない。

　おかし過ぎるだろ。ここは書店の上にあるイベント会場であって、別に何とかファーレとか何とかアリーナじゃないよね？　何でこんなことになっているの？

『何だよこれ。どうなっているんだよ……って、夏野さん？』

　圧倒される俺をよそに、夏野は冷めた目で、群衆の先を見つめていた。

「…………」

　夏野の声も、群衆の叫び声にかき消されている。

『だめだ、聞こえない』

　首を振る動作を見せると、夏野がケージごと俺を頭上へと掲げてみせる。

　視点が上がり、群衆の向こう側を見渡せるようになって。

　そして、見た。

　舞ぶ台たい上じように立つ、彼女の姿を見た。

　眼を焼かれそうなほどに熱く激しい、その光輝を。




　群衆の中心に存在しているのは、円形のステージ。派は手でな飾かざりも無い、ただスポットライトだけが降りる簡かん素そなステージが、今は最高の舞台と化していた。

　その上に立つ一人の女性。彼女の放つオーラによるもので。

　掃はき溜だめに鶴つると言えば、言葉は悪いが。しかしどんな場所、どんな荒地であろうとも、彼女が立つだけで一級のステージへと変わるだろう。それほどの威圧、それほどの威光を、彼女は有していた。

　世界を塗ぬり替かえるほどの輝きに、ただ周囲は照らされるしかない。

　圧倒的な。あまりに圧倒的な存在感。

　その人物がただ者ではないと、何よりも雄弁に物語る。

　まるで世界中を一瞬にして虜とりこにして見せるような。

　世界中の人間から等しく愛されるような、一冊の本にも似た力だ。

　彼女の声に、動きに、問いかけに、心ごと支配されているかのような様子で追つい随ずいする観客達。彼女こそが全ての中心であり、先せん導どう者しやであった。

　人の前に立つ、そのために生まれて来たかのような彼女。

　世界を魅了するオーラを纏まとい、全てを照らす輝き。

　俺は、その女性が誰なのかを、知っている。

　秋あき月づきマキシ。

　作家にしてアイドルという、規格外の存在。

　その、輝かしく美しい、伝説を知っていた。

　俺はこの日、伝説に出会ったのだ。




「まだ、まだよ！　まだまだ輝きが足りない！」

　浅くかぶった白い帽ぼう子しの下、左右に垂らした金色の髪かみと、全身を包む純白の衣い装しようが、照明を受けて後ご光こうのように煌きらめく。

「あたしはもっともっと輝くの！　だからあんた達、付いてきなさい!!」

　秋月マキシは群衆を煽あおるかのように高らかに宣言する。少し幼さの残る声が、スピーカーを通して会場内に響き渡った。

「ラストの一曲は『ＩＤＯＬ‐ＢＵＳＴＥＲ』!!　さぁ、もっともっともっと!!　超輝くわよ!!」

「「「「「「ＹＡＡＡＡＡＨＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！！！！」」」」」」

　秋月マキシの声に、熱狂が再び会場内を埋め尽くした。




　秋月マキシ。

　現代におけるアイドル。

　先時代のアイドル達のように国民的と呼べる存在が少なくなっている現代において、アイドルとして認知されているということが既に、その実力の証明となっていた。

　街を歩けば自然と、彼女の歌やら格好やらグッズなどに触れる機会があるだろう。テレビに顔が映ることも日にち常じよう茶さ飯はん事じ。人々の会話の端に上ることもしばしば。時代の寵ちよう児じ、流行の最先端。今まさに波に乗っている、それがアイドル秋月マキシだ。

　そして、そんな秋月マキシのもう一つの顔。それは、芸名と同名のペンネームを使って行われている、作家活動だった。

　つまりは俺が、秋月マキシという存在に触れたきっかけである。

　アイドルとしての活動オンリーであったなら、恐らく一生興きよう味みを持つことは無かっただろう。しかし作家であれば、本を書く。本があれば、俺は読む。

　話題作りのために、暴ばく露ろ本ぼんの類たぐいを出す、というような作家活動には前例があるが、しかし秋月マキシに関してはその流れとは一線を画かくしていた。

　名が売れた後に作家を始めたのではなく。作家としてデビューした後に、アイドルとしての活動を開始したのだ。

　アイドルとしての名を頼りに作家活動を行っているのではないと、それを証明するかのような、出来過ぎた経歴。そこに出版社やら芸能事務所などの思おも惑わくが無いとは思わないけれど。何らかの意図をもって売り出されたのかもしれないけれど。

　断言しよう。作家としても、秋月マキシの実力は一級品であると。実際に本を読んだ俺が言うのだから間違いない。

　アイドルと作家を両立させる、稀け有うな才能と経歴を持った人物。

　その破は天てん荒こうなキャラクターは、広く世間に知れ渡っている。評判になれば、それがまた新たな宣伝となって読者を増やす。本人もそれに応こたえ、アイドル活動と作家活動を両輪として邁まい進しんする。

　今現在、若者達に対してもっとも影響力のある作家。それが、秋月マキシだった。




「もういいかしら？」

　夏野は俺の身体を胸元へと下ろす。途と端たんに視界が下がり、今まで見えていた秋月マキシの姿は再び群衆に隠された。先程よりも顔が近いせいで、夏野の声も普通に聞こえる。

『お、おい。何でここに秋月マキシがいるんだよ』

「さあね。大方のところ、さっき鈴菜が言っていたイベントってのが、このライブだったってことじゃないかしら」

　確かに、そんなことを言っていたか。

「全く、回りくどいことをしてくれたものね。……まあいいわ。折せつ角かくここまで来たんだから、乗ってあげようじゃないの。ほら、行くわよ犬」

『え、もう行くの？　来たばっかりなのに』

「あら、あの女に興味があるの？」

『いや、興味があるというかなんというか……』

　アイドルを生で見る機会なんてほとんど無いし。それに秋月マキシも、秋山忍と同じように若くして文ぶん壇だんで活かつ躍やくしている作家の一人だ。出来ればもう少しだけ観みていたい気もするんだけど。

『我ながらミーハーだとは思うけどさ』

「それは、浮気ということでいいのかしら？」

『はぁ？　何言って……って何でケージを潰つぶそうとしてるの!?』

　夏野の両腕が犬用ケージを左右から圧迫する。俺を囲むエメラルドグリーンの壁が、ミシミシと音を立てながら迫って来る。

『ちょっ、止めろ！　止めて！　ペチャンコになっちゃう！』

「この歓声の中なら、どれだけ悲鳴が漏もれても周囲に聞かれる心配はないわ」

『意外と計画的だな!!　俺、別に何もやってないだろ！　ただ秋月マキシのこと考えていただけじゃないか』

「いつも思うんだけど。アナタって、私に思考が読まれているのに、よくもまあそこまで他の女のことを考えられるものよね」

『はぁ？　いいじゃん別に考えたって』

　他の女って、他の作家ってことだよな。だって俺、読書バカなんだもん。そんなん読書バカが本や作家のことを考えるのなんて当たり前じゃないか。

『それに、考えるって言うなら、秋山忍のことを考えている時間が一番長いだろうに』

「は？」

『当然だろ。俺の中での一番は、ずっと秋山忍なんだからさ』

「そ、そう……なの？」

『昔っからそう言っているだろ。今更、何を分かり切ったことを』

「そう、だったら特別に許してあげるけど……」

　良かった、ケージの圧迫も止まった。訳が分からないうちにひどい目に遭あって、訳が分からないうちにそれが止んだだけなので、トータルではプラマイゼロですが。

「じゃあ、話も済んだし、行こうかしら」

『へ、行くってどこへ？』

「さっき鈴菜が言っていたでしょ。この階の打ち合わせスペースよ。あそこで踊り狂っているアイドル様とやらにも、会えるかもね」

『へ？』




　イベント会場を出て、大きく迂回するように会場の裏手に回る。そのままパーテーションで区切られたスペースの奥へと進むと、黒い人影が現れた。

「待て、ここから先は立ち入り禁止だ」

　先程、イベント会場の入り口に立っていたのと同じ風ふう貌ぼうの黒服。額ひたいの中央にあるホクロが妙に印象的な男が、俺達の行く手を遮さえぎった。

　夏野は、鈴菜から受け取ったＩＤカードをホクロの黒服へと見せるが。

「ほら、これがあれば入れるんでしょ？」

「駄目だ。それで入れるのは表まで、ここから先は立ち入り禁止だ」

　侵入を拒こばむ黒服の言葉。しかし夏野はその妨害を意にも介さないというように、冷たい視線を向ける。

「あらそう、私は入れないというの？」

「当たり前だ。ここから先は誰も通すなと言われている」

「ふうん。私でも、入れないというのかしら？」

「お前、何を言っているんだ？」

　念を押すかのような夏野の問いに、訝いぶかるような表情を見せる黒服。夏野は薄い笑みを浮かべながら告げる。

「だったら確認してみなさい、それを命令した人間にね。秋山忍でも、入れないのかと聞いてみればいいわ」

「秋山忍だと……」

「ええ、私は秋山忍よ。聞いてごらんなさい」

「しょ、少々お待ちください」

　夏野の名乗りを聞いた黒服は、すぐに俺達から視線を逸そらし、慌あわてた様子でインカムに向けて話し始めた。

「こちら控ひかえ室しつ入り口前の佐さ藤とうです。応答願います……はい、秋山忍と名乗る女性が今ここに。えっ、はい、しかし……いえ。分かりました」

　黒服は通信を切って俺達に向き直る。何か、焦あせっているような顔。

「た、大変失礼しました。どうぞお通り下さい！」

「当然ね。それで、どこに行けばいいの？」

「ここを左に曲がった先、奥から二番目の扉でお待ち下さいとのことです」

　ホクロの黒服は先程とは打って変わった丁てい寧ねいな態度で、夏野にどこかの場所を告げる。

「結構。犬も、いいのよね？」

「はい。犬も通すように言われております」

「それなら良いのよ。ほら、行くわよバカ犬」

　無表情のまま歩ほを進める夏野。事態の推すい移いがいまいち呑のみ込めない俺は、ケージの中で大人しくしているしかなかった。




　黒服に指示された扉を開けて中に入る。そこはさして広くもない部屋だった。

　部屋の中央部分にはガラス製の大きな机。それを挟むようにして二人掛け用のソファが一脚ずつ。ソファの傍そばには白いスーツケースが立てかけられている。机の上には、白い化け粧しようポーチとプラスチックのペン立て。

　何かの控室といった感じの部屋だが、ある一点だけ、妙なことがあった。

『何でこの部屋、こんなに鏡ばっかり置いてあるんだ？』

　部屋の壁。扉。天井。その全てに鏡が張り付けられている。姿見のような大きな物から、手鏡のような小さな物まで、遊園地のミラーハウスのように大小さまざまな鏡が配置されているのだ。

　俺が入った犬用ケージを床に下ろされ、入り口となるアクリルの窓を開けられる。夏野に促うながされるまま外に出た。

『うわぁ、何だこれ』

　部屋中の鏡に俺の姿が映る。

　目の前の鏡には、真正面からの俺の顔。横の鏡には、ミニチュアダックスの長い胴体が映りこむ。移動すればするだけ、鏡に映る俺の様子も変わっていく。やばい、ちょっと酔よいそうだけど、楽しい気がする。

「…………」

　夏野は無言で、二人掛け用ソファの片方に腰を下ろしていた。

　俺と同じように部屋中の鏡に映る夏野の顔には、不ふ機き嫌げんといった色が浮かんでいる。

『ど、どうしたの夏野さん。ひょっとして怒ってる？』

「…………」

　返事は無い。

　そう言えば夏野さん、さっきからちょっと変だった。エレベーターの中では何か思わせぶりなことを言っていたし。

『どうしよう。何だか分からないけど、とりあえず謝っておこうかな』

　この発想自体が、既に取り返しのつかない程の下げ僕ぼく根こん性じようのような気がしないでも無いけど。しょうがないだろ、怖いんだよ。具体的に言うと、さっきから不機嫌な夏野の表情が部屋中の鏡に映っているので、軽くホラーです。あれとかこれとかのトラウマが色々と復活して泣きそうです。

『な、なあ、何を怒っているのか分からないけど。ごめんなさい、カレー食べるから、許してください』

「…………」

　沈黙。夏野の表情は動かない。そもそもこの謝罪が通用する相手って、俺の周りに一人しかいないけど。

　しかし自分の身が何よりも大切で。もう一度、夏野に声をかけようとした瞬間。

　がくんと、床が一際強く揺れた。沢山の人間が同時に足踏みをしているかのような振動。定期的な振動が、俺達の立っている床を揺らしている。

『な、何だ、何が起こった？』

「終わった、みたいね」

　夏野は顔を上げると、床に這はいつくばっている俺を見下ろして。

「何をやっているの？」

『いや、夏野さんが怒ってらっしゃったから、五ご体たい投とう地ちして謝罪の意を示していただけですよ？　つまりはお前さんが原因ですよ？』

「……別に怒ってないわよ。少し考え事をしていただけで」

　何だ、怒っている訳じゃなかったのか。良かった、変なこと口走らないで本当に良かった。貧乳とか言わないで良かった。

「ほほう」

　今のはノーカウントでお願いします。

　再び、振動が床を揺らす。さっきまで遠くで感じていた揺れが、段々と近づき、大きくなって来ているような。それに追随して、沢山の足音までもが近づいて来る。

『お、おい、何だよこれ。一体何が始まるんです？』

　そして、揺れと足音が最高潮に達した時、部屋の扉が大きな音を立てて開き。

　そこから漏れ出した輝きが、俺の視界を金色に埋め尽くした。

　光。

　言葉を失う程の、一瞬で目が醒さめるような光が、部屋中に満ちる。

　金色を纏った、その姿。

　白い衣装の上から羽は織おった白いジャージのせいで、印象は僅かに薄まっている。しかし彼女の秘めた力強さには、一点の曇くもりもない。その精神、その存在こそが光であるように、輝きを失うことはない。

　両手を頭の後ろで交差し、妙に腰を入れた、まるでどこかの漫画の表紙の様なポージング。それは一見マヌケな姿だが、そのポージングから放たれた光は、見るもの全てを、時を忘れて見入らせるほどの力を持っている。

　そんな、自然のものとは思えぬ輝きを、彼女は統とう御ぎよしていた。

　誰と疑うたがう余よ地ちも無い。

　その輝きを、瞳に宿る意志の色が更に磨き上げ。彼女は、そこに在った。

　さっきまでステージ上で輝いていた秋月マキシが。

　超アイドル作家の秋月マキシが。

　今、輝きを後光のように引き連れて、俺達の目の前に現れたのだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ＩＤＯＬ‐ＢＵＳＴＥＲ】……　秋月マキシのデビュー曲。秋月マキシの出演するライブやイベントにおいて、最後の一曲として歌われるのが通例となっている。その際、観客はマキシと一体となって振り付けを行い、合いの手を入れて楽しむ。サビ部分の盛り上がりは凄すさまじく、この曲の衝撃で地じ盤ばんごと傾かたむいたコンサート会場があるという伝説すら残っている。






『……で、だ』

　どうすんだよこの状況。

　部屋の時計を見ると、秋月マキシがこの部屋に現れてから、かれこれ五分が経過しようとしていた。

　この五分間に起きた事。

『秋月マキシが鏡に向かってポージングを決めていた』、それだけ。

　これだけだとあまりにも乱暴過ぎるので、もう少し詳細に語ってみるならば。


　五分前：秋月マキシ、登場　→　鏡に向かってポージングを決める　→　俺、秋月マキシのポージングに思わず見入る。

　四分前：秋月マキシ、鏡に向かってポージング　→　俺、その姿に見入る。

　三分前：秋月マキシ、鏡に向かってポージング　→　俺、そろそろ飽あきる。

　二分前：秋月マキシ、鏡に向かってポージング　→　俺、大和書店で秋山忍のサイン色紙を見ていないことを思い出す。

　一分前：秋月マキシ、鏡に向かってポージング　→　俺、そろそろ何か言った方がいいのかなあ、でも面めん倒どうだなあとか考える。

　今現在：秋月マキシ、鏡に向かってポージング　→　俺、どうでもいい。



　詳細に語っても、良く分からないままだった。

　開いたドアの向こう、部屋の外には、マキシに付いてきた黒服達が雁がん首くび揃えて立っている。しかし、彼らは無言でマキシのポージングを見ているだけ。サングラスのせいで表情が摑つかみづらいが、何人かは見とれているのだろうか。

「うん！　やっぱりあたし輝いてる！」

　そう叫んで、ようやく満足したのか。秋月マキシはポージングを解くと、視線を鏡から後ろに控えた黒服達に向けて、言葉を飛ばした。

「ちょっと、ピンスポットのタイミングが少しズレてたわよ。あれじゃ、サビ前の間かん奏そうがしまらないじゃない。あ、新しいポージング思いついた。あんなので来てくれたファンの皆が楽しんでくれると思っているの？　今日のスポットライトの責任者は高たか橋はしと寺てら田だね？　次こそはちゃんとやりなさい。あ、このポージングならこの角度の方が輝く！それまで練習を積んでおくのよ！」

「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」」

「鈴すず木き。あんたの照明のタイミング超良かったわよ。腕を上げたわね、おかげでかなり輝けたわ。よし、やっぱりこの角度が最高、あたし今超輝いてる！　次はもう少し大きなステージを経験させてあげる。いいわね、更に精しよう進じんを続けなさい！」

「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」

　秋月マキシは黒服一人一人に対し、今日のステージの反省点や今後の課題を身振り手振り交えて飛ばしていく。

『いや、でも』

　ところどころに入る、自分への賞賛っぽい言葉は俺の聞き間違いじゃないよね。指示を飛ばしながらも自分を褒ほめ称たたえるとか、どれだけ自分が好きなんだよ。そして周りは全員がイエスマンかよ。

「ふう、こんなところね。何か質問や分からないところは？」

「「「「ありません!!」」」」

　秋月マキシの問いかけに、黒服達は揃って返事をする。一糸乱れぬ、兵隊のように統率された動きで。

「それじゃあ各自、今日の経験を糧かてにして次に備そなえなさい。次も最高のステージにするわよ。ファンの皆が一生忘れられなくなるような奴にね!!」

「「「「ハイ!!」」」」

　怒ど号ごうとも聞こえる黒服達の声に、秋月マキシは満足そうに頷うなずきを返す。

「もっとあたしを輝かせなさい!!」

「「「「ハイ!!」」」」

「もっと、もっとよ！　もっとあたしを輝かせなさい!!」

「「「「ハイ!!」」」」

「秋月マキシは？」

「「「「輝いてます!!」」」」

「秋月マキシは？」

「「「「超輝いてます!!」」」」

「じゃあ解散!!」

「「「「ハイッ!!」」」」

　その言葉をきっかけに、黒服達は現れた時と同じ大きな足音を立ててそれぞれの持ち場へと戻っていった。あの頭の悪過ぎる掛け合いも終わった。凄いよね、ああいうのって小学校の卒業式以外で初めて見たよ。

　黒服達を見届けたマキシは、満足した様子で部屋の扉を閉める。もちろん扉にも鏡が張り付いていた。その鏡に向けて一度だけポージングと笑顔を向けると、部屋の中に一人だけ残った黒服、身長二メートルはある禿とく頭とうの黒服に話しかける。

「ねえ、このポーズどう？　輝いてる？」

「ああ、良いんじゃないか」

「『良い』か『悪いか』じゃない。輝いてるかどうかって聞いているの！」

「ああ、輝いているぞ」

「そうよね！　輝いてるわよね！」

　禿頭の黒服の答えに、マキシは、にへらとした笑みを返す。まるで頭の上に花が咲いたかのような、ユルい笑みだった。

「それで次の予定は？　ここで打ち合わせだったっけ？」

　マキシは、再度鏡に自分の姿を映しながら禿頭の黒服へ問いかける。

「ああ。今日は次で終わりだな。早朝からドラマの撮さつ影えい。午前中は歌番組の収録。このミニライブと続いていたから。これが終わったらゆっくり休むといい。何ならどこか休める場所を用意するか？」

「休む？　大だい門もんってば何言ってんの？」

　視線を鏡から外さないまま、禿頭の黒服の言葉に反論した。

「オフってのはアイドルの方がオフってだけでしょ。それなら本を書くだけよ。ファンの皆も待っているんだから。休める場所なんかじゃなくて、創作意欲がバリバリ浮かぶようなネタを用意してよね」

「ああ。だったら、良いネタを用意してある」

「ならばよし！　輝いているあたしに、休息の時など無いものね!!」

　マキシはようやく鏡から目を離し、一息つくと。

「それで、その打ち合わせの相手ってまだ来てないの？　約束は何時？　時間があるんなら先に着替えておこうかな」

「いや、一人は既に来ているようだが。と言うか、そこにいるが」

「ええ、ここにいるわよ」

「へ？」

「てい！」

　秋月マキシがこの部屋に入ってきて以来、ソファに座ったまま影のように沈黙を保っていた夏野が動いた。ソファからおもむろに立ち上がると、忍び足でマキシの背後へ回り、羽は交がい絞じめにする。

「え、何!?　何なの!?」

「ふうん、アナタが秋月マキシねえ。名前は聞くけど、直接会うのは初めてよね」

　夏野はその体勢のまま、マキシを持ち上げるようにして両腕を上げる。

「軽いわね。それに細いし。アナタ、ちゃんと食事をしているのかしら」

「誰？　何で、あたし浮いているの？　浮いてないわよ馴な染じんでるわよ！　って言うか不ふ思し議ぎなパワー!?　ああ、羽交い絞めにされてるあたしも輝いてる!!」

　床から離れたマキシの足がジタバタ暴れる様子が、部屋中の鏡に映し出される。

「あ、黒い、服が黒い！　分かった。新しい黒服志し願がん者しやね。そ、それなら先に、履り歴れき書しよを書いて」

「ペラペラとよく回る口ね。少しは黙れないのかしら」

「んぐ、んぐぐぐぐぐぐぐぐ」

　夏野は秋月マキシの両腕を拘こう束そくすると、そのまま右手を伸ばしマキシの口をつまむ。

そして、一つ悪そうな笑みを浮かべた後。

「そおれ」

「んぐっ!?」

　秋月マキシを抱え込んだまま、夏野は拘束したマキシの腕を支点に、服を摑んで、その体を思い切りぶん回した。容よう赦しやなく、コマのように。

　お代官様が腰元に行うような、高速回転。

　回転の度にマキシの金髪が、跳はねながら踊る。

　と言うか、その顔が何だか青くなっているような。

「～～♪」

「んぐっ！　んぐっ！」

　七回転。八回転。九回転。繰り返す度、次第に回転の速度が上がっていく。一〇回転。一一回転。一二回転。

「～～～～♪」

「んぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐっ！！！」

　次第に目で追う事すら難しくなってきた高速回転の中、夏野の鼻歌と、マキシの呻うめき声ごえだけが鏡張りの室内を満たし続けた。




「……ふぅ」

　何回転したのか数えるのも面倒になった頃、二人の回転が終わった。夏野はアイドルであるマキシのお株を奪うばうように、華か麗れいなポージングを決める。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」

　対してマキシはよろよろとソファにのしかかり、ぐったりとしている。さっきまでの威い勢せいの良さは微み塵じんも無い。

「ねえ駄犬、私の華麗なステップ、どうだったかしら」

『いや、お前は一体何をやってんだよ』

　突とつ如じよとして部屋に現れた秋月マキシ。珍ちん妙みようなポージングと珍妙な言動で自画自賛を繰り返したアイドルを襲おそったのは、人間暴風雨こと夏野霧姫さんの凶行であった。

「何って、ちょっと振り回しただけだけど？」

『全然ちょっとじゃねえだろ』

　軽くバターになるレベルの回転だった。そもそも何で回転したの？　お前は頭の上にメリーゴーランドが乗っている自動人形オートマータなの？

　つーか、そもそも振り回すのがおかしい。俺みたいな小さな犬にやるんならともかく、人間をこんな鏡張りの室内で振り回したら危ないのだ。別に犬ならばいいという訳では、もちろんありませんよ。

「きゅ、急に何なのよ!!」

　我を取り戻したマキシは、回転のせいで床に落ちた帽子をかぶり直し、ソファに手を付きながらよろよろと立ち上がる。

「あ、あんた何者!?　こ、こんなことしてただで済むと思ってるの？」

「あら、何だか鏡に映って随分とご満まん悦えつな様子だったから、より沢山の鏡に映るように手伝ってあげたんじゃないの。振り回されたおかげで部屋中の鏡にアナタの姿がバッチリ映っていたわよ。良かったじゃない」

「なっ!?」

「それよりアナタ、アイドルなんでしょ？　ステージの上で踊ったり歌ったりするのに、そんな貧弱な三半規管で大丈夫なの？　ちゃんと鍛きたえてないからこの程度の回転でへこたれるのよ」

　わーい、夏野さん絶好調。アイドル相手でもいつものキレ味は変わらないですね。でも三半規管って鍛えられるの？　狂きよう経けい脈みやくなの？

「ぐぬぬぬぬ」

　マキシは顔を真っ赤にして、反論することも出来ない。

「第一、何なのこの鏡に囲まれた部屋。よくこんな部屋にいられるわね。周りから監かん視しされているようで落ち着かないじゃない」

「はぁ？　『周りから監視されている』、それが良いんじゃない！」

　アイドルがおかしなことを言い始めた。

「いい？　鏡に囲まれているってことはつまり、周りの鏡全てにあたしが映っているってことよ。この超美しいあたし、秋月マキシ様が！　鏡が一枚あって、そこにあたしが映るのなら、どんな絵画よりも美しいの！　ほら、そこの鏡を見なさい、あたしが映ってる！　やだ、あたし輝いてる!!」

　秋月マキシは部屋の中心、恐らく、周囲の鏡に一番映る場所へと移動し、再度ポージングを決める。

「さあ、あんたもこの超輝いているあたしを崇あがめ奉たてまつりなさい。そうすれば、特別に同室する許可をあげるわよ！」

「ふーん、バカじゃないの」

「はぁ!?」

　秋月マキシの自画自賛をたった一言で切って捨てる夏野さん。

　基本的にはバリゾーゴンで意味不明な二人の応おう酬しゆうだが、お互いに言っていることが意味不明過ぎて、嚙み合っているように聞こえるのが不思議です。

　それにしてもこの人、秋月マキシ。テンションがやたらと高い。先程ステージで観客達を煽っていたのと、完全に同テンションですよ。まあ、芸風がブレないって素晴らしいことだけど。

　でも、『Ｃａｔ　ａｎｄ　ｒａｔ　ｇａｍｅ』なんかは、この秋月マキシが書いたんだよな。

　過去のトラウマから、作品から作者像を想像するのが無意味であるということは分かっていても。目の前に作者本人がいるとなると、どうしたって本と作者を結びつけて考えてしまう。とはいえ、秋月マキシはメディアへの露ろ出しゆつ自体が多く、本から想像していた作者像と、実際の姿にそこまで大きな差は感じられない。

　ちなみに過去のトラウマとは、どんな高こう潔けつで素晴らしい人間なのかと思っていたら、全方位暴力型のハサミ女だったり。さぞや落ち着いた老ろう紳しん士しかと思っていたら、おもらしドジっ子はわわ爺じいだったりした件である。そりゃ、あいつらよりはマシだよ。

「じゃあ、何でそんなに黒いのよ!?」

「アナタこそ、なんでそんなに白いのよ」

　読者の無情を嘆なげいている間にも、夏野とマキシの罵ののしり合あいキャッチボールは次第に速度を増している。つーか、いよいよ会話の収拾が付かなくなって来たんですけど、誰かどうにかして下さい。この二人、出会ってからまだ数分しか経たっていないはずなのに、何でこんな有様なんだよ。

「そんなの、白い方がより輝けるからに決まっているじゃん！　見なさい、この輝く金色の髪を！　美しいでしょ！　輝いているでしょ！」

「髪ねえ。どれどれ」

「ちょっと何するの。触らないでよ！」

「へぇ、確かに綺き麗れいな髪をしているわね。これ地毛？」

「あいたっ！　か、髪を引っ張るんじゃ、痛いってば!!」

　制止の声も聴かずに、夏野はマキシの長い金髪を弄もてあそぶ。悪い顔を一つ浮かべ、金髪を更に手た繰ぐり寄よせようとしたところで。

「ちょっ、いたっ、痛い！　放しなさいっての!!」

　室内にマキシの声が響く。常人とは違う、普段からトレーニングを欠かしていないだろうアイドルの大声量に、部屋中の鏡が揺れる。

　髪を摑まれた手を乱暴に払いのけると、マキシは顔の両側に垂れ下がった髪をさすりながら、距離を取った。

「不用意に女の髪を引っ張るなんて何を考えてんの!?　髪は女の命なのに!!」

「あら、ごめんなさいね。そんな見せびらかすから、ちょっと参考の為に触ってみたかっただけよ。別にいいじゃない、減るもんじゃないし」

「そういう問題じゃないでしょ！　この無神経女！」

　そして。

　必死になって反論をしているマキシは、次第にヒートアップして。

「そんな真っ平な胸でも、一応は女なんでしょ!!　女だったら、髪がどれだけ大事かちゃんと考えなさいよ!!」

　その言葉を、放ってしまった。

『……やばい』

　今、酷く不ま味ずい言葉が、マキシの口からさらっと放たれたような。

　天空の城を崩ほう壊かいさせかねないような禁句。久しぶりに帰ってきた甥おいっ子こがすぐに出て行くレベルのＮＧワードが、アイドルの口から放たれてしまった。マキシさん、駄目だ。それを言っちゃあおしまいよぉ。

『うっわぁ……』

　見上げた夏野の顔には、案あんの定じようＣＥＲＯ：Ｚな感じの表情が浮かんでいる。

「いくらそんなペッタンコだからって。さっき振り回されてる時に背中に当たる膨ふくらみが全く無かったからって、女なら少しは……」

　マキシの怒声に含まれるその単語に、夏野の肩が微かな反応を見せる。

「……って、あんた、まさか」

　マキシは、その微かな反応を見逃さなかった。黒衣に包まれた夏野の上半身に視線を向け、次に自分の身体を見下ろす。最後に夏野の顔を見て、ひとつ笑みを浮かべると。

　無言で、新たなポージングを決めてみせた。

　片腕を頭の後ろに回し、ジャージを脱いだ上半身をこちらに突き出す、存分に腰を入れたポージング。















『そ、そのポーズは駄目ぇ!!』

　いや、ポージング自体が悪いわけではありません。何しろ秋月マキシさんってばアイドルという、人から見られることを大前提としている職業なので、戦闘力はそれなりです。一見無いようでもそうやってポージングを決めると、結構強調されるんです。あのドＭとかに比べたらそりゃあ比べ物にならないぐらいに慎つつましやかな物ではありますが、全体のバランスとしては、大多数の女性陣は羨む物なのではないでしょうか。まあ、どんなに少なく見積もっても、夏野さんより大きいです。

「…………」

『冷静に事実を言っただけなので、ハサミを収めてくれると嬉うれしいな！』

　しかし、秋月マキシは更に煽る。

「全くなんて女なの！　そんなの全然輝いてないわ!!　これだから平たい胸族は!!」

　そのポージングのまま、なおも言葉を飛ばすマキシ。先ほどの怒声とは違い、今回のは何か笑いを堪こらえるかのようで。夏野も、いよいよ怒りを漲みなぎらせている。

「ちょっとそこの駄アイドル。そのポーズは一体どういうつもりなのかしら？」

「別に。ただ、ちょっと新しいポージングを試してみたくなっただけ。あぁ、このポーズも最高！　特に上半身の一部が！　バストが私にもっと輝けと囁ささやいている！　ポージングのタイトルは『持つ者と持たざる者』に決定ね!!」

　瞬間、夏野がホルスターからハサミを抜いた。

「成なる程ほどぉ、要するに、くたばりたいのね？」

　湧わき出でる怒りを抑え込むようにして告げられた、絶対零度の夏野の言葉。

　対して、ポージングを解きながら放たれる、高温灼熱のマキシの言葉。

「何よ、先にやってきたのはそっちでしょう？」

「面おも白しろいわ。その喧けん嘩か、買ってやろうじゃない、白いの」

「上等、かかって来なさいよ、黒いの」

「アナタの金髪、全部剃そり上あげてツルッツルにしてやるわ」

「あは、せっかくだからあんたの胸も磨き上げてもっとツルッツルにしてあ・げ・る」

　夏野霧姫と秋月マキシ。

　睨にらみあう黒と白。

　二者に挟まれた空間が、粘ねん度どを持ったかのようにグニャリと歪ゆがむ。

　ようやく禿頭の黒服が止めようと動くも、もう遅い感じが。

「おいマキシ、そこまでだ。そろそろ止めろ」

「うるさい大門！　あたしは今この黒いのと話しているの。大門は早く打ち合わせの相手を見つけて来なさいよ！」

『おい、夏野。落ち着けって』

「黙ってなさい黙犬。こいつの髪を全部剃り落としたら鈴菜を探しに行くわよ。色々言いたいことがあるんだから。すぐに出られるように準備しておきなさい」

　一触即発。どちらかが動き出せば、それで終わるだろう。お互いに銃口を突きつけたような緊張感。

　そんな状態を前にして、意思とは別に、俺の身体は後退を選択した。

『ッ!?』

　一歩下がると同時、背中に何かが当たる感触を得る。

　振り向けばそこにはガラステーブル。その上に置かれたプラスチックのペン立てが、机の上から落ちようとしていた。

　先程の黒服達の大挙と掛け声。そして、夏野とマキシの大暴れによって、机の端へと追いやられたペン立て。それが今、俺の最後の一押しによって落下し、床に散らばって硬質の音を立てた。

「チッ!!」

「くっ!!」

　その音が合図であったかのように、二人が動く。

　居い合あいの要よう領りようで夏野の銀色のハサミが引き抜かれる。

　それに反応したように、秋月マキシのブーツの蹴りが放たれた。

　二つの攻撃が、互いの中心点へと走る。

　惚ほれ惚ぼれするほど美しい二つの攻撃は、互いを撃うち貫つらぬこうと殺さつ到とうして。

「先生！　ここにいらっしゃったんですかぁ！」

　瞬間、部屋の扉が開き、変態が現れた。

「あ」

「あ」

　もちろん、二つの攻撃は止まることは無い。

　中央にいきなり出現した変態に対し、二つの攻撃は勢いを殺すことなく叩たたき込こまれた。

　クロス　→　鈴菜　←　カウンター。

　変態は防御態勢を取っていなかったため、左右からの攻撃をまともに受けた。ハサミで薙ながれ、蹴りを食らい、足を滑すべらせて、その勢いのまま壁に突っ込んで倒れる。もうこれ大だい惨さん事じじゃん、警けい察さつ二四時じゃん。

「ちょっ、ちょっと、大丈夫なの？」

「ようやく来たのね、この変態は」

　それぞれの攻撃の担い手は、倒れた鈴菜に近寄る。片方は慌てながら、もう片方は呆れながら。

『まあ、多分大丈夫なんだろうなぁ』

　二人の攻撃が当たり、鈴菜が倒れていく様は部屋中の鏡にハッキリと映りこんでいた。俺はその表情を見逃さなかった。

　あいつ、最期は笑っていたんだぜ……。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【大和書店】……　ムカデ屋登井店の八階に居を構える、全国でも類を見ないほどに大規模な書店。広大な店舗スペースに豊富な品揃えを売りにしており、わざわざ遠方からこの店まで買い物に来る客も多い。セールスコピーは『我が店内に揃えられぬ本無し』。

【Ｃａｔ　ａｎｄ　ｒａｔ　ｇａｍｅ】……　秋月マキシのデビュー作。架か空くう世界の芸能界を舞台に、未来から来た猫型アイドルと、アメリカから来たネズミ型アイドルの衝突から和解までを描いた、すこしふしぎなファンタジー小説。






　数分後。

　惨劇の舞台となった控室内。

　現在は表向き、平和な様子を取り戻している。部屋の中心に置かれたガラステーブル、それに向き合うようにして置かれたソファに、四人がそれぞれ腰を下ろしていた。

　こちら側のソファには、惨劇の加害者その一である夏野霧姫と。ついさっき意識を取り戻したばかりの被害者、柊ひいらぎ鈴菜。

　向こう側のソファには、惨劇の加害者その二である秋月マキシと。大門と呼ばれた、禿頭の黒服の男。

　俺は、夏野の膝の上でお座り状態である。さっきから秋月マキシがちょくちょく夏野を睨にらみつけてくるので、俺も何だか居心地が悪い。俺ってばただの犬だから、そんなに睨まなくても良いんですよ？

「で、大門。結局この黒いのは何者なの？」

「あら、私の事を知らないだなんて、とんだ無知ね白いの。ちゃんと義務教育は受けてるの？　ちゃんとビゴーの風ふう刺し画がを見てきたの？」

「受けて来ましたぁ。九年間給食食べ続けたし、プリンを取り合ってジャンケンもしましたぁ」

　また暴れそうだったので、それぞれ横にいる人間が必死で止める。

「いい加か減げんに落ち着け。おい柊、頼む」

　大門の言葉に鈴菜が頷く。

「秋月マキシ先生、はじめまして。あ、本当はパーティーの席で一度ご挨あい拶さつをさせていただいたことがあるので、はじめましてではないんですけれど。あの時は、沢山の方々とご挨拶されていて恐らく覚えていないと思いますので、改めてご挨拶させていただきますね。私、書しよ林りん社しやで編集者をやっております柊鈴菜と申します」

　マキシに名刺を差し出しながら、明らかによそ行きな笑顔を向ける鈴菜。

「覚えているわよ。去年の秋、帝てい愛あいホテルの星空賞の受賞パーティーで会ったわ。確かあの時はここら辺りに切り傷があったと思ったけど。ちゃんと治ったの？」

　マキシは、自分の胸のあたりを親指で指さしながら鈴菜に答える。

「は、はい、お陰様で。でも、そんなことまで、良く覚えておいでですね」

「ふふん、覚えているに決まっているじゃない！　あたしを誰だと思っているの？　超アイドル作家の秋月マキシ様よ。アイドルは人と会うのが仕事みたいなものなんだから。ああ、あたしってば超カッコいい。超輝いてる。オーラ出まくりね！」

「だから立つな。座ってろ」

　またも立ち上がってポーズを決めようとするのを、大門に諫いさめられるマキシ。その様子を呆あつ気けに取られたように見つめた後、鈴菜は隣の席を示す。

「そして、こちらが作家の秋山忍先生です。私が担当させていただいています。秋月先生はお会いしたこと……」

「あ、秋山忍!?」

　鈴菜の言葉を最後まで聞かずに、マキシはソファから立ち上がる。

「い、今、秋山忍って言った？　こいつが、あの!?」

「は、はい。秋山忍先生です」

「こ、こいつがあの『大罪シリーズ』や『夢ゆめ見みシリーズ』の秋山忍なの!?　この黒いのが!?」

　秋月マキシの瞳に、それまでとは異なった色が灯ともる。敵意とは違うが、しかし熱を失わない、好戦的な色。

「ふふん、道理でいけ好かない女だと思った。そう、あんたが秋山忍だったのね！　覚悟しなさい！　ここで会ったが百年目！　今すぐ決着を付けてやきゅう」

　両腕を胸の前で組み勝ち誇るようにして笑い始めたマキシの服の裾すそを、大門が引っ張る。マキシは可愛らしい悲鳴をあげながらソファへと腰を落とした。

「ちょ、まだ途中よ大門！　これからあたしの超光り輝く口こう上じようが始まるの！」

「だから、いちいち立ち上がるな。ライブの後だからってテンションが上がり過ぎだ」

「だ、だって、こいつとはちゃんと決着をつけなきゃ」

「いいから。ほら、鏡でも眺めて少し落ち着け。先に挨拶ぐらい済まさせろ」

「わ、分かったわよ……」

　大門の行動に不満そうに頰ほおを膨らませるマキシ。しかし、近くの鏡に映った自分を見ると二秒で、にへっとした笑みを浮かべる。『わー、機嫌悪そうな私も超輝いてるー』ってお前、どれだけ自分好きなんだよ。頭の上に花が咲いてるぞ。

　それにしてもマキシさんって、アイドルと言うよりも、何だかノリが若手お笑い芸人みたいなんですけど、イメージと違うな。

「仏ほとけ坂ざか大門です。平へい安あん堂どうの編集者で秋月マキシの担当編集者をしています。今は理由あって、アイドルのマネージャーみたいなこともやっていますが、本業はそちらの柊と同じく編集者です。秋山忍先生。お会いするのは初めてですね。よろしくお願いします」

「ええ、こちらこそ」

　マキシに話しかけるのとは違い、丁寧な口調と動作で名刺を渡してくる大門に、夏野も会釈を返す。

『この黒服、編集者なのか』

　差し出された名刺には【平安堂　文芸局　第一文芸部　　仏坂　大門】の文字。確かにこの男が編集者であるということを告げている。でも、何と言うか。

『こっちも、イメージ違うよな』

　着席した状態でもハッキリと分かる巨きよ軀くに、がっしりとした肉体。サングラスの威圧感を含めても迫力ある顔面と禿頭。その姿は、編集者と言うよりはＳＰやボディガードのような、何かを守る者をイメージさせる。

　対して、隣に座る秋月マキシは華きや奢しやな体軀に、まだあどけない顔立ちと、守られる対象というようなイメージを感じさせる。かなり対照的な二人だった。

　まあ、そういう意味では、こっちの陣営も負けていない。

　夏野と鈴菜。ドＳとドＭ。斬るものと、斬られるもの。わあ見事に対照的だね、人にはあんまりアピールしたくない関係性だけど！

　つーかどっちも、編集者として破天荒過ぎるんじゃないのか。

　まともな人間はいないのかよ、その業界に。

「そしてこちらが……」

　仏坂が顔を横に向けた瞬間。

「ふふふ、ようやくこの秋月マキシ様の番が来たようね」

　出番を得て、輝きながらマキシが立ち上がるも。

「まあそれは置いといて。鈴菜、こんなとこに集めて、どうするつもりなの？　下らない用事ならお仕置きするって言ったわよね？」

「喋　ら　せ　な　さ　い　よ　！」

　ガラスのテーブルを両手で叩きながら、身を乗り出してくる。

「あ　た　し　の　ば　ん　!!」

　ああ、やっぱり反応が若手芸人だよ。

「何よ、うるさいわねえ。言われなくても知っているわよ。露ろ出しゆつ狂きようなんでしょう？」

「ろ、露出狂!?」

　夏野は懐ふところから自分用携帯端末『霧きりペディア』を取り出し、手元で軽く操そう作さした後に、呼び出されたページを読み上げる。

「秋月マキシ、作家。三年前に『Ｃａｔ　ａｎｄ　ｒａｔ　ｇａｍｅ』で第一四回平安堂長編小説大賞最優秀賞を受賞、同作でデビュー。代表作は『Ｃｏｌｏｒ‐Ａｇｅ』等。若者向けの平へい易いな文章を好み、主に若年層を中心に読者が多い。作家デビューとほぼ同時期に、街中でスカウトされたことをきっかけに芸能活動を開始。その類まれなルックスと天性の運動神経を活いかして、歌って踊れるアイドルとして現在人気沸ふつ騰とう中ちゆう。愛称はマッキー。趣しゆ味みは帽子を集めることとカッコイイポーズの研究。特技はダンス。周囲には自分専用のスタッフ兼ボディガードとして複数人の黒服を引き連れている。ついでに、ナルシストが過ぎて担当編集者に叱しかられることもしばしば……ここまで自分の素す性じようを公開しているんだから、もう立派な露出狂じゃないの」

「ぐぬぬぬぬ」

　おい、そろそろ止めてやれよ。泣きそうだぞアイドル。

「つーか、結局あんた達、何しに来たっていうの？　まさかこの超美しくて超光り輝く秋月マキシ様に喧嘩を売りに来たって言うんじゃないでしょうね？」

　納なつ得とくいかない様子でソファに腰をかけ直すマキシ。夏野を睨み付ける視線が、膝の上に座っている俺にもチクチクと刺さる。

「そうね。鈴菜、そろそろ訊きいておかないと。こんなところに連れてきて、一体どういうつもり？　どうせ、また何か良からぬ事を企たくらんでいるんでしょう」

「そんな、先生。良からぬ事なんて酷いですねぇ」

「アナタが『先生の為』なんて言葉を使う時は、大体何か良からぬ事を企んでる時じゃない。長い付き合い、それくらい分かるわよ」

　確かに俺も、その前例に巻き込まれたから知っている。

「ええ、企んでいるのは否定出来ませんが、先生の為だってのは本当のことですよぉ。私の行動はいつだって、秋山先生の為なんですから」

　そう言いながら夏野に身を寄せてくる鈴菜。うざい。

「はいはい。で、ここに連れてきた理由は？　まさか、この露出狂に喧嘩を売らせるのが目的だなんて言わないわよね？」

「だ　か　ら、露出狂じゃないって、言ってるでしょ!!」

　ガラステーブルをバンバンと叩きながら反論するマキシ。そんな風にいちいち反応を返すから、夏野も弄いじらずにはいられないんだろうなあ。

「では、そろそろ発表といきましょう」

　鈴菜はその場でおもむろに立ち上がると、ソファに座る三人と一匹を見回して。

「皆様を本日この場にお招きしてみせたのは他でもありません！」

　辺りに聞かせるようにして声を上げる。

「それは、現在文壇を賑にぎわせている作家の皆様を集めて、あるイベントを執とり行おこなおうと思っているからです!!」

『イベント？』

　鈴菜は、勿もつ体たいぶるように数秒溜ためた後。

「はい、人気絶頂の若手作家が一堂に会して、史上最大のサイン会を開くんです!!」

　そう宣言した。




『サイン会!?』

　鈴菜の宣言に真っ先に反応を示したのは俺だった。

　今まで、秋山忍はその手の顔を出すようなイベントはやった事が無い。だからこそ覆ふく面めん作家だなんて呼ばれているのだ。サイン会を開くってことは、ついに秋山忍の謎なぞのベールが解かれる日が来るってことだ。

　やばい、ちょっとワクワクして来たぞ。




「ふーん、サイン会ね」

　秋月マキシは拍ひよう子し抜ぬけと言ったような様子で、隣に座った大門に話しかける。

「ねぇ、大門。さっき言っていた良いネタって、これのこと？　そんなんじゃ全然サプライズにならない、全然輝いてないわよ」

「では、参加を辞じ退たいするか？」

「冗談でしょ？　もちろん参加するわよ。あたし単独のサイン会じゃないのは少し気に入らないけど」

「だろうな」

　マキシの答えを予測していたというように、大門は微かすかに口の端を上げる。

「それで、場所はドーム？　それとも武道館？」

「あ、いえ、ここです。このビルのイベント会場。先ほど秋月先生がライブを行っていた場所が会場となる予定です」

「何よ、史上最大とか言う割には随分とこぢんまりしてるわね。まあいいわ、どんなイベントでも、どんな場所でも、秋月マキシは手は抜かない。あたしはいつだって全力全壊、太陽よりも輝いて見せる！」

　そう言って、マキシは金色の髪をかきあげながら立ち上がりポージングを決める。

　今度は、大門は止めることはしなかった。




「サイン会、ねぇ。その為にわざわざここまで連れて来たっていう訳ね」

　そして夏野の反応。

「は、はい先生！　サイン会ですよ、サイン会！　謎に包まれていた秋山忍の正体が、今こそ明かされるんですよ!!」

　ソファに腰を下ろし直した鈴菜は、夏野に向かって早口でまくしたてる。

「先生の美び貌ぼうが衆しゆう目もくに晒されて私だけの物では無くなるかと思うと、それはそれで寂しいような気がしますが、しかしサイン会です！　秋山忍の魅力を存分にアピールしていきましょう!!」

「まあ、却下ね」

「へ？」

　テンション高く振り上げられた鈴菜の拳こぶしは、夏野の言葉を受けて行き場を失い、ふらふらと下がった。

「サイン会なんて、やるならそこの露出狂一人でやればいいわ。私は参加しない」

「せ、先生？　えっ？」

　混乱したままの鈴菜に冷たく言い放ち、夏野はソファから立ち上がる。膝の上に乗っていた俺も床に降り立つ。

「これで話は終わりかしら。それじゃあ帰るわよ、バカ犬」

『え、何だよおい。サイン会やらないのかよ？』

「ちょ、ちょちょちょ、ちょっと待って下さい!!」

　そのまま、部屋を出ようとする夏野を、鈴菜が慌てて引き留める。

「何よ変態、私は忙しいのよ。帰ってサンドドッグをしなければいけないのだから」

『まだ諦めていなかった!?』

「何でですか？　何が却下なんですか？」

「サイン会を開く必要性を感じないからよ」

　夏野は鈴菜に向き直り、まっすぐに告げる。

「秋山忍は謎のベールに包まれた覆面作家で行くんじゃ無かったのかしら？　覆面作家が覆面脱ぐのは引いん退たいの時じゃないの？　秘密のままでいいじゃない」

「そ、それはデビュー当時、六年前のお話です。今は、あの時とは状況は違います！」

　鈴菜の言葉に、夏野は一つ息をついて答える。

「いいえ、違わないわ。私は作家なの。作家ならば、自分が書いた本だけで読者と向き合うべきよ。そうでしょう？」

「で、ですが！」

「まぁ、アナタが私の為に動いてくれたということは理解したわ。良からぬ事を企んでいるのだとばかり思っていたけど。色々と下準備なんかもしていたみたいね。その労を労ねぎらって、特別に『しばき倒し券』をあげるわ」

「しばき倒し券!?　あの伝説の!!」

「五枚つづりを六セットで三〇日分。何でも好きなように、しばき倒してあげる」

「…………えっと」

　いや悩むなよ。そんなことで説得を諦めるなよ。こいつの脳、一体どんな構造をしているんだ。脳みその代わりに肉まんでも詰まっているんじゃないだろうな。

「それじゃあ、私は帰るわ。後は好きにしなさい」

「ちょ、ま、待ってくださいって」

　動き出した夏野が止まることはない。鈴菜を軽く引きずりつつ、そのまま夏野は部屋を出て行こうとして。

「ふーん、逃げるの？」

　そんな、見下すような声が、夏野の背中に届いた。

　振り向いた視界の中、ソファに腰かけたままの秋月マキシが、蔑さげすむ視線を夏野の背中へと向けていたのだ。

「何、さっきからグダグダ御ご託たくを抜かしてはいるみたいだけど。要はファンの前に出るのが怖いってことじゃないの。覆面作家ってのも、どうせ自分に自信が無いからやってるんでしょ。この超美しいあたしを露出狂と言うんなら、あんたなんか引きこもりの閉じこもりじゃない」

　ドアノブに手をかけていた夏野は、振り返らずに言う。

「何か戯言が聞こえたような気がするんだけど。誰のことを言っているのかしら？」

「あら、聞こえちゃったのね。ご・め・ん・ね、つい本音が」

「作家なら、自分の書いた本のみで読者に訴えかけるべきでしょう。作家の本分は、本を書くことよ。それ以外のところで、自分の容姿やら歌やらでアピールするなんて、よっぽど自分の書いた本に自信が無いのね」

「……誰のこと、言ってんの？」

　夏野の言葉に、マキシもソファから立ち上がる。

　その姿には、夏野に責められている時に見せた弱々しさは欠片かけらもない。その顔に浮かんだ表情は、自分にとって大切な何かを侵されたことへの怒り。

「あら、聞こえたの？　ごめんなさい、つい本音が」

　そして夏野は振り返り、マキシの表情に真っ向から立ち向かう。

「一度、痛い目見ないと分からないんだ？　この引きこもりは」

「そっちこそ、さっきみたいに痛い目見ることになっても知らないわよ。この露出狂」

「やるって、言うんだ？」

　マキシはいつでも蹴りを放てるようにと軸足に力を込める。

「上等よ」

　夏野はホルスターに納められた銀色のハサミに手をかける。

「引きこもりだって言うなら。全身の骨を砕いて、二度と家から出られないようになればいいじゃない。このマキシ様直々に、二度と自分の足で立ち上がることなく、布団ふとんの中で一生を終えさせてあげるわ」

「そうね、露出狂だものね。ならひとまずその白い衣装を斬り裂いて、余すところなく露出させてあげようじゃないの。その後に、真っ赤なドレスを着せてあげるわ。アナタの血で染め上げられた深紅の衣装をね」

　冷たい笑みを浮かべながら睨み合う夏野とマキシ。お前ら、何でそんな身の毛もよだつような啖たん呵かがポンポン出て来るんだよ。マジ恐怖だよ。

　数分前と同じようにして、白と黒の二人が部屋の中央で向かい合う。

　今にも爆発しそうな緊張感が、再度室内に満ちる。

　接近した二人の間、静かに火花が散り、張りつめた殺意が暴れ回る。

　開始を告げる合図は無い。

　しかし、どちらかが動いた時点で、両者ともに攻撃を受け、放つことになるだろう。

　静止した緊張状態の中で。




「では、サイン会は行われないんですね」




　新たな声、二人の動きを許さないような冷静な声が、室内に響いた。


　　　　　　　　



「残念ですが、参加を辞退される方がいるというのなら、仕方がないですね」

　四人と一匹しかいなかったはずの室内に響いた声。合成音声のような、温度を感じさせないその声は、どこから来るのか。

『誰だ？』

　部屋の中を見渡すも、新しい声の主は見当たらない。

　いや、机の上に突如として現れた存在が、この声を発していた。それは人ではなく。

『何だ、これ？』

　ガラスのテーブルの上に置かれているのは、持ち運び出来るサイズのタブレットＰＣ。そのモニター画面には、どこかの部屋の様子が映し出されていた。

　殺風景な部屋、しかし高級そうな絨じゆう毯たんや壁紙の様子が、そこが尋常な場所ではないことを想像させる。部屋の中央には、椅い子す一つだけがぽつんと放置されており、それはまるで独房のようにも見える。

　いや、良く見れば。

　その椅子に座っている、誰かがいた。

『……幽霊？』

　一瞬身構えるも、すぐに違うと思い至る。ちゃんと足の先まで存在している、生きている人間だ。

　一目見た印象は、随分と影の薄い人間だな、というものだった。日本人形のように整った顔立ち。直線に切りそろえられた前髪。高級そうな着物。日に当たっていないような肌の青白さが、まるでＣＧの産物じゃないかと思うくらいに、人間味を欠いている。

　そこにいないのではないかと、そう錯さつ覚かくしてしまう程の存在の希き薄はくさ。目を凝こらしてみないと、認識出来ないほどの存在の儚はかなさ。しかし細かな動きを見れば、それが確かに生きている人間であると確認出来る。

「はじめまして、姫ひめ萩はぎ紅葉もみじと申します」

　画面の中の人物が口を開く。

　スピーカーを通して室内に響くのは、機械音声のような、この画面の人物が本当に自分で話しているのか疑わしい声。

　名乗った名は姫萩紅葉。その名を俺は知っている。いや、俺だけではない。この場にいる人間なら、誰もがその名を知っているだろう。皆の視線が画面へと集まる。

　それが見えていた訳でもないだろうに、モニターの中の姫萩紅葉が口を開いた。




「今日はそちらに伺うかがうことが出来ず、申し訳ありません」

「ですが、サイン会が行われないというのであれば、問題はありませんでしたね」

「では、ごきげんよう」




　そう告げて、通信は一方的に打ち切られた。

『それだけ？』

　驚きを感じながらタブレットＰＣを見つめるも、後には通信が切られたことを知らせるメッセージが黒い画面に映るのみだった。

「……相変わらずだな」

　黒い画面を見つめながら、大門は懐なつかしむように呟く。

「今日も、あいつは来ていないのか？」

「はい。姫萩紅葉先生との連絡は私に任せてもらったんです」

「九く郎ろうの奴、まだ体調は回復しないのか」

「……はい。まだしばらく復帰は難しそうです」

「そうか。くれぐれも養よう生じようするように言ってやってくれ」

「直接言ってあげて下さいよ。大門さんと九郎さん、学生時代からのご友人じゃないですか。何でも、昔は二人で色々悪さをしたって」

「昔の話だ」

　茶化すような鈴菜の言葉に、ぶっきらぼうに答える大門。サングラスをかけ直しながら、立っている二人、夏野とマキシに声をかける。

「……いい加減、座ったらどうだ？」

　大門の向けた言葉の先。夏野とマキシは唖然とした様子で、姫萩紅葉が映っていた画面を見つめていた。

　突然の姫萩紅葉の出現で、すっかり毒気が抜かれたのだろう。先程までの荒れた空気は完全に霧む散さんしている。

　二人はどちらからともなく、自分の座っていたソファへと腰を下ろす。夏野が膝をポンポンと叩くので、俺も夏野の膝の上に再度飛び乗る。

「今のが姫萩紅葉なの？　あの？」

「はい、あの姫萩紅葉先生です」

「姫萩紅葉って、あの『金色の火』や『水車の楯たて』の姫萩紅葉よね。去年、ギルドグラード芸術大賞を受賞した」

「ああ、その姫萩紅葉だ」

　姫萩紅葉。それは作家の名前。それも秋山忍、秋月マキシと並び、現在の文壇を賑わせている若手人気作家の名前である。

「それで、何であの芸術家気取りが出てくる訳？」

　夏野は訝しむように鈴菜に言葉を向ける。

「はい、実は姫萩先生にもサイン会に参加して頂こうと思っているんです」

「つまり、さっき柊が話したイベントとは、秋月マキシ、秋山忍、姫萩紅葉、現在第一線で活躍している三人の若手人気作家を集めて、合同サイン会を開こうという計画の話だったんだ」

『サイン会……しかも作家が三人も』

　姫萩紅葉。誌上のインタビューなどで顔写真や簡単なプロフィールが載のっていることもあり、秋山忍のように全てが隠された覆面作家ではない。しかし、その芸術ともいえる筆致や、ＣＧじゃないかと疑われる程の儚い姿から、謎の作家と言われている。

　秋山忍、秋月マキシが参加するというだけでも一大イベントなのに、そこに姫萩紅葉までも参戦するなんて。何だこれ凄いな、作家無双か？

「ちょっと、あいつ『サイン会は中止ですね』みたいなことを言っていたけど。こっちの話が全部向こうに聞こえていたってこと!?　映像も!?」

「もちろんです。その為にこれを持って来たんですから」

　鈴菜はタブレットＰＣをマキシに掲げて見せる。

「い、いつから？　いつから向こうに見えてたの？」

「えーと、秋月先生が『九年間給食食べ続けたし、プリンを取り合ってジャンケンもしましたぁ』とか言ったところからでしょうか」

　よりによってそこからかよ。

「な、何てこと!?」

　この世の終わりだと言わんばかりに、暗い顔でうなだれるマキシ。まあ、アイドルがあんな無様な姿を見られたら凹みもしますよね。

「カメラの存在にあたしが気付かなかったなんて!!　やだ、メイクも直してないし、衣装もしわになってるし、輝きが足りない!!　テイク２を早く!!」

　そこかよ。

　姫萩紅葉のことはどうでもいいのかよ。

　夏野が一つ咳せきをして、話を元に戻す。

「つまり、今日集められた目的っていうのは、その合同サイン会とやらの顔合わせだったってわけね」

「は、はい、そういう事です」

「顔合わせって、あんな画面越しでもよかったんじゃない。わざわざ連れて来られた私はなんなのよ。姫萩紅葉の担当編集者も来ていないじゃないの」

「だって秋山先生、正直に言ったら絶対来てくれないじゃないですかぁ」

「当たり前でしょ」

「そ、それに、姫萩先生のところは、ご本人も担当編集者も、ちょっと環境が特殊なんです。だから今回はこのような形を取らせていただきました」

「特殊さで言ったら、私なんて覆面作家よ」

「あたしなんてアイドル作家よ！」

　マキシさんが絡からんで来ましたけど、やっぱ芸人気質だよね。

「まあいいわ。どちらにしろサイン会なんかどうでもいいもの。用が終わったのなら私はさっさと帰らせてもらう」

　夏野はチラリとマキシを見て。

「こんなのと同じ空間に居続けたら露出狂が伝う染つるものね」

「なっ!?」

　そして予想通りに反応を返す秋月マキシ。よせばいいのに。

「こ、こっちこそ、あんたみたいな引きこもりと同じ空間に居続けたら、じめっとした空気がまとわりついてあたしの輝きも三〇パーセント減よ！　早くどっか行きなさいよ！」

「言われなくても出ていくわよ。じゃあね。サイン会せいぜい頑がん張ばりなさい」

「ちょっ、ちょっと先生。まだ話は終わっていませんよぉ！」

　鈴菜は急いでタブレットＰＣを鞄の中にしまい、扉へと向かう夏野を引き留めようと、立ち上がる。

　瞬間。ゴトリと、硬い物が床に落ちる音が室内に響いた。

『おい、何か落としたぞ』

　鈴菜の足元に近寄る。落としたのはタブレットＰＣ。鞄に入れ損ねたのだろうか。

　念の為に確認するも、液晶も割れていないし、何処かに傷が付いているわけでも無い。どうやら問題は無さそうだ。

「あ、ああ、ありがとうございます」

　鈴菜は落としたタブレットＰＣを拾い上げ、乱暴に鞄へと突っ込む。かなり慌てながら、既に部屋を出ようとしている夏野に追いつこうとして。

　また、何かが落下した。さっきと同じ音。

　そして再び、足元にはタブレットＰＣ。さっき鈴菜が拾い上げ、鞄にしまったはずの物が俺の目の前に落ちている。

『何だ？』

　不可思議な現象に顔を上げ。そして、それを発見した。

『えっと、鈴菜さん？　そのバッグ、底が抜けているぞ……って言うか斬られてる!?』

　鈴菜の持つ大型の鞄。底に、大きな穴が開けられていた。


　　　　　　　　



「うぅ……お気に入りのバッグだったのに」

　鞄のなれの果てを抱き締めながらソファに腰を下ろす鈴菜を、皆が囲んでいる。

「ほら、いつまでもメソメソしているんじゃないわよ。別に、貴き重ちよう品ひんは無事だったんでしょう？」

「この美しいあたしの推理に任せなさい！　巾きん着ちやく切きりにしては大げさだけど、財さい布ふが無事なのは妙ね。愉ゆ快かい犯はんかしら。大門、誰かビルの警備室に行かせなさい。不審な人物が近づかなかったか、防犯カメラか何かに記録が残っているはずよ」

「ああ、分かった」

　大門は携帯電話を取り出すと、どこかへ連絡をとる。

　夏野も珍めずらしく、意気消沈した鈴菜に優しい声をかけている。

「別に、バッグならまた買えばいいじゃないの」

「でも、でも色々と思い出の詰まったバッグなんですよぉ。入社して初めてのボーナスで買ったブランドものなんですからぁ」

　何か、たまにこういう普通のＯＬっぽいこと言うのが、違い和わ感かんバリバリだよね。変態のくせに。

「これで、このバッグで沢山の原稿を運んで来たんですよ……ぉ？」

　と、鈴菜の言葉が急に止まった。

「!?」

　それどころか、穴開き鞄を抱きかかえて突然立ち上がると、そのまま部屋の隅へと移動して、何かを隠すように、身体を丸めて腰を下ろす。

「!!」

　何度も何度も、鞄の中身を確かめている。

　開き、逆さにし、手を突っ込んで、顔を突っ込む、そしてその度に愕がく然ぜんとした顔をする。一度、こちらを涙目で見ながら、また鞄に目を落とす。えっと。

　何この、ザ・怪しい行動。

「「「…………」」」

　案の定、部屋にいる人間の目が鈴菜に集中している。その視線に気付いた本人はと言えば、顔面中だくだくと汗を流しながら、首が取れるんじゃないかというような勢いで猛もう烈れつに振り。

「な、なんでもないですにょ!?」

　そんな、この世で最も信用出来ないセリフを吐いた。嚙んでるし。

　もちろん、夏野の目はごまかせない。鋭い視線を更に細め、鈴菜へと詰め寄る。

「どうしたの？　何かあったの？」

「いえ先生、何も無いです。本当に、何も無いんです」

「ごまかさないで。一体何があったの？」

「ですから、無いんですよぉ」

「だから、何があったの？」

「無いんです！　原稿が、秋山先生の原稿が無いんです！」




　えっと、原稿が、無い？

　原稿が、無いって？

　何それ、どういう意味？

　いや意味は分かるけど、え？

「私は、先生から頂ちよう戴だいした原稿は全て茶色い原稿用封筒に入れて、このバッグで持ち運んでいたんです！　それが」

「それがバッグの底が斬られたせいで、封筒ごと無くなっているって訳ね」

「は、はい」

　鈴菜の言う原稿。当然それは、先程マンションを訪れた時に受け取った秋山忍の原稿であるに違いない。それが、無い。無いのだ。

「か、代わりにこんな物が、バッグの内側に、張り付けられていました」

　鈴菜が差し出したのは、一枚の封ふう筒とう。宛あて名ななども記されていない、ただの白い封筒だ。

「貸しなさい」

　夏野は鈴菜からそれを乱暴に奪い取ると、中から一枚の紙を取り出し、すぐに読み始める。

「……成程。やって、くれたわね」

　夏野が握った拍子に、紙がクシャリと折れ曲がる。

『おい、何だよ。何が書かれているんだ？』

「先生！　何て書いてあるんですか？」

　夏野は駆け寄る俺と鈴菜に、手に取った紙を俺達に向けて読み上げてみせる。




　──秋山忍の原稿は頂いた。




　聞いたのはシンプルな言葉。

　しかし、あまりにも刺激的なその一節が、俺の意識を塗り潰した。

　秋山忍の原稿は頂いたというその文言、それは誰かの手によって原稿が持ち去られたという事実を示している。この消失が、人為的なものであると。

「ちょっとあんた達、さっきから何をやってるの？」

「うるさいわね。今忙しいの。アナタは鏡でも見て喜んでいなさい、この露出狂が！」

「なっ!?」

　俺達の行動に疑問を持ち近寄って来たマキシを、夏野は言葉だけで制する。あまりの剣けん幕まくに、マキシといえど反論出来ない。

「これは犯人が残したものよね」

『だろうな。でも、何だってこんな』

「分からないけれど、ってことは、こいつが犯人ってことで、良いのよね？」

『こいつ？』

「ええ、ご丁寧に名前が書いてあるわよ。犯行声明文のつもりかしら」

　夏野は、手に取った紙をもう一度こちらへと向けてくる。そこには先ほど聞いた文言と、そして差出人と思われる名前が書かれている。

『姫萩、九郎？』

　初めて見る名前、しかしどこかで聞いたことがある名前。姫萩と、その名前の記憶を呼び起こそうとして。

「そんな、まさか……」

「九郎、だと」

　鈴菜と大門が揃って、呆ぼう然ぜんとした言葉を零こぼす。

「アナタ達、こいつのこと知っているみたいね。何者なの？　私の原稿を盗ぬすんだのは」

「はい、知っています。姫萩九郎、九郎さんは、私と同じく書林社の編集者です。それに、こちらの大門さんの古い友人でもあり、先ほど見えられていた姫萩紅葉先生の担当編集者であり、そして……」

「そして？」

　夏野の問いに、鈴菜は意を決したように言い放つ。

「そして、姫萩紅葉先生の、実のお兄さんです」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【仏坂大門】……　秋月マキシの担当編集者。新潟県Ｋ市出身。現在は東京都Ｎ区のマンションにて一人暮らし。平安堂第一文芸部編集九大天王の一人。スキンヘッドにサングラス、長身の巨軀と一見とっつきにくそうな容よう貌ぼうとは裏腹に、常に周囲への気配りを忘れない細やかさと優しさを併せもつ好青年。秋月マキシの他の黒服からは『黒服長』との扱いを受けている。たとえトラブルが起きようとも常に沈着冷静に対処を行う様子から、編集部内では『静かなる大門』の二つ名で呼ばれている。

【ギルドグラード芸術大賞】……　その年で最も優秀な芸術作品に対して贈られる権けん威いのある賞。彫刻や絵画、映像作品が受賞することが多く、小説という形態の作品が、この賞を受賞したのは実に数十年ぶりのことである。姫萩紅葉の作品が出版界だけで無く、他の業界からも注目を集めることとなった切っ掛けと言われている。

















　鈴すず菜なの鞄かばんの中、秋あき山やま忍しのぶの原稿の代わりに残されていた白い封ふう筒とう。

　その中には秋山忍の原稿を盗ぬすんだというメッセージと、差出人である『姫ひめ萩はぎ九く郎ろう』の名前が書かれていた。

『ど、どういうことだよ。何で編集者が秋山忍の原稿を盗むんだ？』

「わ、私だって分かりませんよぉ。九郎さんってば、一体何でこんなことを」

　混乱する俺と鈴菜の隣、鏡に囲まれた部屋の中で、夏なつ野のは九郎からの手紙をジッと見つめていた。

「ねぇ鈴菜、聞きたいことがあるんだけど」

「あ、あぁ、どうすればいいんでしょう？　まずは警けい察さつ？　いや、先に編集長に報告をしないと！」

「鈴菜？」

「でも、こんなことビッグファイア様に何て伝えればぁあああ」

「てい！」

「はぅ」

　一瞬で距きよ離りを詰め、ほとんど予備動作なしに放たれた夏野のローキック。骨を砕かんばかりの一いち撃げきが鈴菜の太ももを襲おそった。あれは痛い。

「うぅ先生、急に何を……もっと強くてもいいのにぃ」

　今一応緊きん急きゆう事じ態たいなので、そういうドＭ的な何かは後にしてくれませんか。

「姫萩九郎は書しよ林りん社しやの編集者。そう言ったわね。そいつは何者なの？」

「はい、姫萩九郎……九郎さんは書林社第三文芸部の編集者で、私の同どう僚りようです。とはいえ、私よりも先せん輩ぱいですが」

「姫萩紅葉もみじの兄っていうのは？」

「言葉通りです。九郎さんと姫萩紅葉先生は実のご兄妹。ちょっと珍めずらしいとは思いますが兄妹で、編集者と作家のコンビを組んでいるんですよ」

　鈴菜は問われるまま姫萩九郎の情報を語る。夏野はその、姫萩九郎の情報一つ一つに静かに耳を傾かたむける。

「他に、何か姫萩九郎の特とく徴ちようは？」

「そこまで特徴的ではないですけど。長身で細身なのでスーツが良く似に合あいます。虚きよ弱じやくで病弱な体質で、結構会社を休みがちだったりするのですが、その儚はかなげな雰ふん囲い気きから社内にも結構な数のファンがいます。『書林社内・執しつ事じ服ふくが似合いそうな男性社員ランキング』は今年で三さん連れん覇ぱ達成中です。ああ、でも九郎さんは私を全然苛いじめてくれないので、個人的にはマイナスですが」

「もういいわ」

　夏野は諦あきらめた。書林社の恥ち部ぶが明らかになっただけじゃねぇか。

「じゃあ、その姫萩九郎がこんなことをする理由に心当たりは？」

　夏野は、気を取り直して新たな質問を投げかけるが。

「ありません。本当に、九郎さんは何だってこんなことを」

　鈴菜は首を振って自らの困こん惑わくを見せるだけだった。

「じゃあ、最近の姫萩九郎の様子で何かおかしなことはなかったのかしら？」

「九郎さん、病欠することが多くて、あまり社内で見かけることが無いんですよね。最近というと、そうですね。ちょっと変だなと思ったのはサイン会のことでしょうか」

「サイン会って、さっき話していた合同サイン会のこと？」

「はい、そうです。そもそもこのサイン会の企画自体が九郎さん発案の物だったんです。いつもはそれほど自分から前に出てきて色々とやる人ではないんですが、この企画だけは、随ずい分ぶんと気合を入れていて。ちょっと珍しいなあとは思いましたねぇ」

　鈴菜は底の抜けた鞄を握りしめながら呟つぶやく。

「本当だったら、今日も姫萩先生の担当編集者としてここに来るはずだったのですが。今朝電話があって、『どうしても行けなくなったから、紅葉のことを頼む』と」

「それで、今日はアナタが姫萩九郎の代わりに、姫萩紅葉の世せ話わをしていたのね？」

「は、はい。世話と言っても、紅葉先生の部屋との通信を繋つないだだけです。九郎さんから、自分に何かあった時の為ためにと姫萩先生との連絡手段も教わっていたんです。でも、まさかこんなことになるなんて」

「ふうん、成なる程ほどね」

　納なつ得とくしたのか、鈴菜から視線を外して大だい門もんの方を見る。

「アナタも、姫萩九郎とは古い友人だと言ったわね。彼に関して、何か最近変わったことはあったのかしら？」

「いえ、私は……」

「ああ、敬語は使わなくていいわよ。なんか、アナタの容よう貌ぼうで敬語とか、一人称『私』とか使われると変な感じだもの。もっとフランクでいいわ」

「……分かった。いや、俺も最近はあまり九郎に会うことは無かったからな。ただ柊ひいらぎの言うとおり、今回のサイン会については随分と意い気き込ごんでいた。何せ一応はライバル社の俺にもマキシを参加させるよう強く依頼してきたくらいだからな」

「成程、じゃあこの舞ぶ台たいを作ったのも姫萩九郎ということね」

『…………』

「あらどうしたの愚犬。何か気になることでもあるの？　それとも急に臓ぞう物もつをぶちまけたくなったの？」

『ならねえよ！　どんなハイテンションでもそれは無理だよ!!』

「じゃあどうしたのよ。そんなメッセージ性のある顔しちゃって」

　どんな顔だよ。

『いやお前さ、何でそんなに冷静なんだよ。原稿が盗まれたんだぞ。お前が書いた、大事な原稿が！　もっと慌あわてて暴あばれろよ!!』

「別に、盗まれた物は盗まれたんだからしょうがないじゃない。今更慌てたってどうしようもないもの」

『いや、だからってさ』

「それに、今の聞き込みで分かったわ。姫萩九郎は盗んだ原稿を今すぐどうこうしようなんて思ってはいない。もしそうなら、こんな手紙は残さないものね」

　夏野は、九郎からの手紙を広げてみせる。そこに書かれている文言は。




　──原稿を取り戻したければ、次の紙に書いてある指示に従って行動しろ。




『いやいや、何で盗人ぬすつとの手紙に指示とかあるんだよ』

　姫萩九郎。書林社の編集者。姫萩紅葉の兄。

　しかし普通の編集者が、作家の原稿を盗んだりする訳がない。そもそも編集者という職に就ついているならば、作家が書いた原稿にどれだけの価値があるのか、それがどれだけ大切な物であるかは、身に染しみて分かっているはず。それを盗んで消えたその姿勢は、とても編集者のものではない。

　つまり、姫萩九郎はただの盗人だ。

　そんな盗人の敷しいたレールに従う必要はない。さっさと警察なり何なりに訴うつたえて、犯罪者としてとっ捕まえてもらえばいい。




　──ただし、指示に従わなかったり、警察や編集部などに協力を仰あおいだ場合、秋山忍の原稿は燃やす。




『よし！　従うぞ!!　皆そこに並べ!!』

　思わず飛び出た一ひと吠ほえに、部屋中の鏡が揺れる。

　紙かみ質じちが取られているだと！

　こいつには血も涙もインクも無いのか！

「うるさいわね。そんな大きな声で吠えなくても分かってるわよ。ほら大門。そんな訳だから、さっきビルの警けい備び室しつに行かせた奴らを戻しなさい」

「ああ、了解した」

　夏野の言葉に大門は頷うなずくと、携けい帯たい電話を取り出してどこかへと連絡を取る。

「ちょっ、ちょっと！　あんた何勝手に大門に命令してるのよ！」

　と、秋あき月づきマキシが口を挟はさんで来た。貪どん欲よくだなこの芸人、もといアイドル。

「大門はあたしの担当編集者なのよ！　命令していいのは超絶輝いてるあたしだけなんだから！　ちょっと、大門も何でこんな黒い女の言う事を聞いているのよ！」

「あら露ろ出しゆつ狂きよう、まだいたの……ってアナタ、何やっているの？」

　素すの疑問を零こぼす夏野。見れば、確かに秋月マキシは妙な状態だった。

「何その格好？　それも新手のポージング？」

　夏野が呆あきれたような視線を送った先、秋月マキシは部屋の奥の鏡に、背中をぴたりと張り付けていた。何なの、鏡の中に入る能力でも持っているの？

「ふ、ふん。どうやら高こう尚しよう過すぎてあんたには理解出来ないみたいね。この最高に聡そう明めいな秋月マキシが教えてあげるわ。いい？　このポーズの名は『自由』と言って」

「で、鈴菜、今回のサイン会の企画は姫萩九郎が計画したと言ったわね？」

「喋しやべ　ら　せ　な　さ　い　よ　!!」

　しばらく話の輪に入れていなかった分、テンション高く話し始めたマキシの言葉をあっさりとスルーする夏野さんである。もう完全にアイドルを手玉に取っている。

「それは姫萩九郎が一人でこのサイン会を企画したということなの？」

「は、はい。勿もち論ろん私や大門さんも、お手伝いする予定だったのですが。まだ、あまり詳しい内容は聞いていなくて……」

「そう、サイン会の企画をしながら、一体何を企画していたのやら。いいわ、面おも白しろいじゃない。何を企たくらんでいるのか分からないけど、盗まれた原稿、探し出してやろうじゃないの。売られた喧けん嘩かは買わないとね」

　姫萩九郎からの手紙を握りしめ、楽しそうな笑みを浮かべる夏野。

　ああ、この顔が出たら多分止められない。トラブルを正面から突破する、夏野ならではの挑ちよう戦せん的てきな顔だ。

『それで、その、「次の指示」ってのは何なんだ？』

　夏野は手紙の二枚目をこちらに見せてくる。それは今回の事件の首しゆ謀ぼう者しや。秋山忍の原稿を盗んだ犯人と思われる、姫萩九郎からのメッセージ。




　──秋山忍の原稿を取り戻したくば、新しん稲いな葉ばに向かえ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【書林社内・執事服が似合いそうな男性社員ランキング】……　書林社で頻ひん繁ぱんに行われる社内ランキングの一つ。ちなみに柊鈴菜は『床に倒れている姿が似合う女性社員』『屋おく上じようから飛び降りそうな雰囲気の女性社員』『よだれの量が多い女性社員』のランキングでぶっちぎりの一位を獲かく得とくし見事三冠王を達成した。社内でもそんな扱いらしい。

【紙質】……　『かみしつ』では無く『かみじち』。人によっては、人質よりも効果を発はつ揮きすることもある。






　駅前に集まる群衆の中の彼女。

　漆しつ黒こくを纏まとった姿は、ここからでもひどく目立って見える。

　しかし自分に気付く者は、誰もいない。

　見つけられる、はずもない。

　さて、役者は揃そろった。

　全すべては彼女の為にある。

　ためらうことなど何もない。

　既に手を汚した自分に、もはや人としての良識など無いのだから──。




　新稲葉駅南口、駅前ロータリー。

　ぽつぽつと停車するタクシー。足早に通り過ぎる人。三月の風も、そろそろ暖かさを運んでくる頃。雲一つ無い青空、暖かい日差しが降ふり注そそぐ中を、一匹のカラスが上空を飛んでいるのが見えた。

　駅前からアーケードの商店街が延びている北側とは違って、南側には書店や酒屋、スーパー等が店を構かまえているのみ。昼過ぎの中ちゆう途と半はん端ぱな時間には、ほとんど人通りが無くなるのが常である。

　そんな閑かん散さんとしたこの場所に、姫萩九郎の指示に従い、俺達は集合していた。

『ってか、何で新稲葉なんだろうな。ここって俺達超地元なんだけど良いのかなぁ』

「向こうが指定してるんだから良いんじゃないの？」

『何か、意味があるのかな？』

「それは分からないけど。どちらにしても気を付けなさいバカ犬。向こうが新稲葉を指定してきたという事は、確実に何かを仕し掛かけて来ているはずなんだから」

『ああ、そうだな』

　そう、気を付けなければならない。

　何しろ奪うばわれたのは秋山忍の、書き上がったばかりの原稿。この世の至し宝ほうなのだ。それが奪われることなんて決してあってはならない、世界中の読者と、一匹の犬が待ち望んでいる原稿なのだ。落ち着いて、出来るだけ急いで、しかし焦らずに行動しなければならない。盗人の指示に大人しく従うのは正直悔くやしいけど、秋山忍の原稿を取り戻すためだ。我が慢まんしよう。何、姫萩九郎を見つけたら存分に仕返ししてやればいいのだ。

『それで、これからどうするんだ？』

「そうね。次の指示を見てみましょう。鈴菜もこっち来なさい」

　夏野は白い封筒をヒラヒラと振りながら、側に立つ鈴菜へと声をかける。

「うぅ……九郎さん、何で電話に出ないんですか、放置プレイですかぁ」

　鈴菜は、俺達に背を向けるようにして携帯電話と格かく闘とうを繰くり広ひろげていた。先程から、何度も携帯電話のボタンを打ち込んでは耳に当てるという行動を繰り返している。しかし相手が出る様子はない。

「ほら鈴菜、電話はもういいわよ。いいからこっちに来なさい」

「先生……九郎さん、電話に出ませんよぉ」

「そりゃそうでしょ。こんなことを仕出かした奴がほいほい電話に出る方がおかしいわよ。それより、ほら」

　そう、あっさりと答えて夏野は白い封筒を差し出す。それは、姫萩九郎からのメッセージの入った封筒で。

「次の指示は封筒の中に入っているみたい。鈴菜、開けて中身を読みなさい」

「…………」

　しかし、鈴菜はその白い封筒を一いち瞥べつするも、無言のまま下を向くだけ。封筒を受け取ろうとはしない。

「どうしたの？　ほら、早く開けなさいよ」

「先生、やはりこんな事をしている場合ではないのでは？」

　鈴菜は顔を上げ、強く力を込めて夏野に言葉を返す。

「こんな、原稿を返してほしければ指示に従えなんてふざけた事。九郎さんが何を考えてこんな事をしたのかは分かりませんが、これはれっきとした犯罪行為です。九郎さんの妙な指示にわざわざ従う必要はありません」

「……そう。アナタ、私のことが信じられないというのね。私では、姫萩九郎に盗まれた原稿を取り戻せない、と」

「そ、そんなことは言っていません！　ただ、九郎さんのやった事は許される事ではありません。人としても、編集者としても、です。警察なり何なりに連絡して、しかるべき措そ置ちを取るべきです！」

「警察に連絡をしたら、原稿を燃やすと書いてあったわよ。そうしたら、それこそ原稿は失われる。秋山忍の書いた原稿は、二度と戻らない灰と煙になる」

「で、ですが……」

　夏野と鈴菜。二人は中心に白い封筒を置いて向かい合う。

　夏野は感情を押し殺したような声で白い封筒を差し出し。

　鈴菜は泣き出しそうな声で白い封筒を見下ろす。

　今の俺には、その二人の姿をジッと見つめることしか出来ない。この二人にしか立ち入れない場所というものが、きっとあるだろうから。

「これはね、姫萩九郎から私に対する挑戦状よ」

「九郎さんからの、挑戦状？」

「ちょっとそこ！　レフ板の角度曲がっているわよ！　それじゃあ光量が足りなくてあたしが全然輝かないじゃないの！」

「ええ、挑戦状よ。そうでも無ければこんなふざけたメッセージなんて残さないもの。姫萩九郎が何を考えて、こんな事をしたのかは分からないけど。盗まれたのなら自分で取り返してみせるわ」

「で、でもそれなら、盗まれたのは私です。私が命に代えてでも取り返して」

「違うわよ、照明はね、もっと間接的に使うの。そう、もっと自然光を演出するの。そうね、ポイントはその光であたしがどれだけ輝くかを想像するの！」

「分かってないわね。これはね、私に対する挑戦状なの。だったら勝負をするのは私。喧嘩を売られたのが私ならば、買うのも私なの。この喧嘩、この秋山忍が買ったわ」

「せ、先生」

「よし！　オッケー、その鏡の配置良いわよ！　来た、天から降り注ぐものがあたしを輝かせるの！　これで勝てる!!」

『……おい』

　ちょっと待て。

　何となく無視したまま進もうかと思っていたけど、やっぱり無理だね。

『さっきからちょくちょく挿そう入にゆうされる頭の悪い台詞せりふは、どうなんだよ』

　夏野と鈴菜のちょっと真ま面じ目めなやり取りが台無しになっているじゃないですか。

「あ、新しいポージング思いついた！　待たい機き！　皆その場でちょっと待機！」

　夏野と鈴菜から目を離し、声のした方向に視線を向ける。黒服達に囲まれながら、自信満々の様子でポージングを決めている白いアイドル。

　秋月マキシがそこにいた。




　マキシの衣い装しようは、先程とは変わっていた。

　ステージ上で着用していた、リボンやフリル等で飾かざられた派は手でな舞台衣装から着替えている。ファーのついた白いコートに、白いミニスカートという全身白一色の恰かつ好こう。特徴ある金きん髪ぱつは目ま深ぶかに被かぶった白い帽子によって、顔はサングラスで半分近く隠れており、放たれるオーラは大分薄らいでいる。いわゆる変へん装そうと言うやつなのだろうか。

「ああ、このポージング最高ね！　寂さびれた駅にすっごく目立っているし、もう今年はあたしのものよね!!」

　まあ、この人の場合は周囲へのアピールが過か剰じよう過ぎて、隠し切れていないけど。周りの黒服達が抱えた鏡に自分の姿を映し、恍こう惚こつの表情を浮かべる秋月マキシ。そこまでやるなら変装もするなよ。

　少し離れた場所では、秋月マキシの担当編集である禿とく頭とうの黒服、仏ほとけ坂ざか大門が頭痛を抑えるように額ひたいに片手を当てている。うん、気持ちは分かるよ。こういう輩やからの相手って大変だもんね。

「……アナタ、何をやっているの？」

　さすがに無視していられなくなったのか、夏野がマキシへと声をかける。

「見て分からないの？　秋月マキシのゲリラポージング大会に決まっているじゃない。本日はここ、新稲葉駅南口からお送りしています」

『どう考えても分からねえよ』

　今の光景から分かるのは『ああ、春なんだな』っていう季節の訪おとずれだけです。

「そう、じゃあそのふざけた大会はどこか別のとこでやってくれない？　こっちは今アナタの相手をしてあげられる程暇ひまじゃあないの」

　夏野の言葉に、マキシはニヤリという笑みを浮かべる。

「暇じゃない？　うっふっふ、そうよねえ」

「何気持ち悪い笑いを浮かべているのよ露出狂。ほら、この道をまっすぐ行くと大きな国道があるから、そこの中央分ぶん離り帯たいにでも行きなさい。沢山車が通るからいろんな人に見てもらえるわよ。そしてそのまま遭そう難なんすればいい」

「だから露出狂じゃ無いって言っているでしょ!!」

　ポージングの体勢から、大おお仰ぎように反応して見せるマキシさん。うん、そういうところが若手芸人っぽいんですよね。

「全く、随ずい分ぶんと偉えらそうな口を叩たたいてくれるじゃない。大事な原稿をどっかの誰かに奪われたくせに！」

　マキシが告げた言葉に、鈴菜の身体からだがかすかに震える。

「この全宇宙規模で光り輝くあたしには全てお見通しよ！　三千世界を照らすこのあたし、秋月マキシ様に、知らないことなんてないんだから！」

　天に向かって指を突き立て、高らかに吠える秋月マキシ。

「そう、だったら三千世界でも新世界でも、どこでもいいから輝いていればいいわ。私達は私達でやることがあるから」

「盗まれた原稿、取り戻すのを手伝ってあげるって言ったらどうする？」

　夏野の言葉を遮さえぎるようにして、マキシはドヤ顔でそう告げた。

「……はぁ？」

「大切な原稿を奪われるなんていうヘマをした引きこもり作家を、この超輝く秋月マキシ様が救ってあげようって言うのよ。いけない、衆しゆ生じように手を差し伸べるあたしって最高に眩まぶしいじゃない！　素敵!!」

　強者の笑みを浮かべながら告げられた言葉。帽子から漏もれた金髪を翻ひるがえしながら、マキシは夏野に向けて右手を差し出した。

　手伝う？　助ける？　共きよう闘とう？

　それは、考えてみれば、良いアイディアじゃあないか。

　姫萩九郎の指示は『警察や編集部に協力を仰がないこと』で、善意の協力者については言及していない。つまり、共闘は問題無いということで。

　マキシの側には、大勢の黒服達。こちらは夏野と鈴菜と俺だけ。単純に頭数のことを考えても、協力のメリットは大きい。

　目的は盗まれた秋山忍の原稿を取り戻すこと。大切なのは過か程ていではなく結果。原稿を取り戻すことこそが、一番の目的であるからして。この申し出には乗るべきだ。

　そのことを夏野に伝えようとして。

「はぁ？　何でアナタに手伝ってもらわなければならないのよ。これはうちの問題。露出狂はさっさと家に帰って、ハプニングで脱げやすい水着の研究でもしてれば？」

「アイドルを何だと思っているの!?」

「いいから、きわどい水着でポロリアハーンする練習でもしてなさいよ」

「あんたのアイドル観おかしいんじゃないの？　これだから年増は嫌なのよ！　すぐに過去の時代のことを引き合いに出してくるんだから！　この昭和女！」

「あぁ!?」

「何よ!!」

　罵ば声せいを浴びせる夏野さんと、顔を真っ赤にして言い返すマキシさん。

　まあ、薄々そうなるんじゃないかとは思っていたけどさあ。だってこの二人、共闘とかまず無理そうだもんね。

「手伝うとか何とか言って、どうせ何かろくでもないことを企んでいるんでしょう。何、今度は自分が奪ってやろうとでも企んでるの？」

「別にぃ、何も企んでなんかいないわよ。原稿を手に入れたら、ちゃんと返してあげるもん。まあ、無事な状態で返せるかどうかは、そっちの態度によるけどぉ？」

「……返してほしかったら土ど下げ座ざして懇こん願がんしろ、そういうことかしら？」

「まあ、無理にやれだなんて言わないけど、でも、大事な原稿を取り戻したらお礼の一つや二つ、土下座の一つや二つはあってしかるべきよね。大人として。丁度、あたしも土下座を見たい時期なのよね!!」

　うわぁ、こいつ最悪だ。どんな時期だよ。

「ふうん、面白いじゃないの」

『夏野？』

　マキシの言葉を聞きながら一つ微笑ほほえみを浮かべる夏野。その微笑みは、いつも俺に向けられているもので。俺は、この笑いを見た後に何度酷い目に遭あっただろうか。つまり、悪い予感しかしません。

「盗まれた原稿を、私よりも早く手に入れてみせると言うの？」

「ふん、当たり前じゃないの。暗くら闇やみでさえ光り輝く秋月マキシ様の手にかかれば、盗まれた原稿だって光の速さで奪だつ取しゆしてみせるわ!!」

「つまり、盗まれた原稿をどちらが先に手に入れるか、勝負をしようって事かしら？」

「そう、そうね、勝負よ！　あたしとあんた、どっちが先に盗まれた原稿を手に入れるか勝負ね!!」

　その言葉を聞いた瞬間、夏野は一ひと際きわ大きな微笑を見せた。

「そう、じゃあ勝負成立ね。勝利条件は先に原稿を手にした方が勝ち。アナタが勝ったら私は土下座。これでいい？」

「いい！　いいわよ！　皆、聞いたわね。この黒いのは、負けたら土下座するって言ったわよ！　このあたしに向かって、負けたら土下座するって！　生土下座って素敵ね、写真に撮とっておかないと!!」

　鬼の首をとったかのような大声で、周囲の黒服達に向けて言い放つマキシ。

　そうして高まりきった秋月マキシのテンションを。

「じゃあ、私が勝ったらアナタには何をしてもらおうかしら」

「………………はぇ？」

　夏野の言葉が打ち砕いた。

「そうねえ、私の方は土下座として、それに見合うことと言うと。全裸土下座で私の靴くつを舐なめてもらって、その姿をビデオ撮さつ影えいなんてのはどうかしら？」

「ちょっ、ちょっと待って！　何でそんなことになるの？　あたしは、あんたが盗まれた原稿を取り返すのと引ひき換かえにちょっと痛い目を見せてあげようって」

「あら、さっきアナタは自分で言ったじゃないの。『どっちが先に盗まれた原稿を手に入れるか勝負』ってね。つまり、そこに原稿を返すだの、誰の原稿だの、なんてことは関係ないわ。勝負は、どちらが原稿を手にするかの一点だけよ。あぁ、楽しみ。現役アイドルが恥ち辱じよくに歪ゆがんだ顔で全裸土下座とか、ゾクゾクするわねぇ」

「き、決めつけるんじゃないわよ！　よし分かった、その条件で良いわ!!　その代わり、あんたも負けたらちゃんと土下座するのよ!!」

　マキシは人差し指を夏野に突き出し宣言する。

「どうせ勝つのはあたし、勝利の女神よりも光り輝く秋月マキシ様よ！　土下座するのはそっちだもん。何も変わらないもん!!」

　こうして、本来の原稿捜そう索さくとはまったく別のところで。

　秋月マキシと秋山忍の間に、原稿争そう奪だつ対決が成立したのだった。




『あるぇー？』

　この人達、本当に協力する気が、無いの？

　大切な原稿を取り戻すための、同志だよね？　俺がさっき言おうとした共闘関係なんか全く守られてないじゃないかよ。何で好んで敵対関係を選ぶんだよ。しかも片方は完全にドツボ入っているじゃねえか。

「そういう事よ。ほら鈴菜、次の指示を読みなさい」

　夏野は、鈴菜へと白い封筒を差し出す。

「あ、あの、先生？　どういう事ですか？」

　まあ、そりゃ分からないよね。俺も分からないよ。

「私達は勝負をしようっていうのよ。お互いのプライドをかけた勝負。何があっても、原稿を取り戻すという勝負をね」

「先生ぇ、やっぱりやるんですかぁ」

「アナタがそれを読まないと、勝負が始まらないでしょ」

　涙目で夏野を見つめる鈴菜を、夏野は優しく諭さとすように告げる。

「だから、早く読みなさい」

「そうよ！　早く読みなさいよ！」

「……はい」

　二人の作家の言葉に押されるようにして、鈴菜は白い封筒を受け取り、読み始める。




　──秋山忍の原稿は新稲葉のとある場所に隠した。そこへは、新稲葉の各地に設置されたチェックポイントを通過することで辿たどり着つける。各チェックポイントを通過し、原稿の隠し場所まで辿り着けば秋山忍の原稿は返そう。




「何それ、どっかのＴＶで見たような企画ね。もっと派手でもいいのに」

　いち早く駄だ目め出だししたのは秋月マキシ。確かに、妙にＴＶ的な企画だった。新稲葉中にチェックポイントを配置するだなんて、随分と手間がかかっている。

「とある場所、ねえ。じゃあ、犯人の姫萩九郎はそこに居るってことかしら？」

「どうでしょう、ここには原稿を返すとしか書いてありません。九郎さん本人がいるかどうかは分かりませんね」

　夏野のハサミは既にロックオンされた。姫萩九郎よ、下へ手たなことをして逃げない方が良い。逃げたりしても狙ねらい打うたれるに決まっている。狙い打たれたら死んじゃうよ。死んじゃう前に出て来いよ。死んだら人間、終わりなんだ。犬になる可能性は、ちょっとあるけども。

「それで、その最初のチェックポイントとやらはどこ？　その紙には書いてないの？」

「ああ、はい。書いてあります……ってこれは!?」

　鈴菜は、一瞬辺りを見回すと、その場にいた全員に見えるように九郎からの指示を見せる。

　全員が一斉に覗のぞき込こんだ、そこには。




　──次のチェックポイントへの指示はそこにある。


　　　　　　　たたたたたたたたたた　らーめんや　たたたたたた




ヒント：たぬき






『……………………うわぁ』

　ど、どうしよう。こういう時どんな顔していいか分からない。

　少なくともこれ、二一世紀に出していい問題じゃないよね。小学校低学年向けのクイズ本じゃねえんだから。最低でも、もうちょっと『た』をまんべんなく散らすとか努力しろよ。手抜きにも程がある。姫萩九郎、お前本当に何を考えているんだ。

『こんなんで悩む奴なんかいないよ、なぁ？』

「たぬき……一体どんな深しん遠えんな意味が隠されているというの？」

『ここにおられた!!』

「たぬき……それはひょっとしてあの伝説の恥辱プレイ？」

『お前もなの!?』

　二人とも何をそんなに真剣に暗号を見つめていらっしゃるんですか。答えはいっそ堂々と書いてあるじゃないですか。犬の俺ですら二秒で分かったのに、お前達は一体何を悩んでるんだ。

「ひょっとして、ユニバーサルメルカトル図法を使うのかしら」

「いえ先生。おもむろにＭｙＳＱＬを立ち上げるのかもしれません」

　どっちも使わねえよ！　普通に日本語で解決ですよ！

　夏野さん、この前何だかすげえ難しいテスト問題とか作って、普通に回答していたのに、何で分からないの？

「それとも、一旦数字に置き換えて、小数点以下の九桁けた目と一〇桁目を……」

　ブツブツと呟きながら辺りを歩き回る夏野さんですが、その行動も完全に無意味です。だって答え書いてあるもの。

　いつもの俺ならここらで『バッカでぇー!!　お前、乳に行くはずだった栄養が頭に行ってる系の人間のくせしてこんな問題も解けないのかよ!!　そんなんじゃ貧乳の意味ねえじゃねえか!!』くらいのことは言うのだけれど、藪やぶを突いてスネーク登場なことなので、余計な事を言うのは止めよう。と言うか蛇へびじゃなくて鬼だし、そもそもこんなことを考えているのがバレたら普通に俺が斬られて死にます。

『……あいつらも、もう行っちゃったしなぁ』

　秋月マキシ御一行の姿はもうここには無い。

　暗号を見た二秒後に秋月マキシは駆け出して行ったのだ。

　黒服達も、大門も、ため息を吐きながらマキシの後を追いかけていた。そりゃそうだ、誰だってそうする、俺だってそうする。

　ああ、もうこんなところで時間を食ってる場合じゃないのに。

『おい、答えはラーメン屋だよ』

「!?」

「!?」

　瞬間、電流が走ったかのような反応を見せる夏野と鈴菜。

『ヒントのたぬきは「た抜き」。暗号から「た」の文字を抜けばいいんだよ。そうすれば浮かび上がってくるのは「らーめんや」、つまり「ラーメン屋」だ。多分次の指示は新稲葉にあるラーメン屋にあるんだろうよ。ラーメン屋、いくつかあるけどどこだろう、多分「三さん銃じゆう士し」辺りかな。商店街の方に行ってみようぜ、って言うか俺にこんな説明をさせるなよ、お前らは』

「よし、分かったわよ鈴菜！　この暗号の答えはラーメン屋よ！」

「わ、私も分かりましたよぉ。解答理由は以下略です！」

『あ、ズルい。せっかくの俺の手柄を』

「こんなの、コンマ一秒で分かったわよね」

「そうですよ、余裕です。♪～」

『ごまかしているよね、完全に。口笛なんか吹いちゃってさ』

「じゃあ、次のチェックポイントの場所も分かったことだし、さっさと行くわよ。あの白いのに負けてられないわ」

「はい!!」

『何だよ偉そうに。暗号解けなかったくせに……って、夏野さんってばそのハサミは一体何!?　どうしてそれを俺に向けているの!?』

「ねえ、貧犬。貧乳がどうとか、考えていなかったかしら？」

『き、聞こえてらっしゃったの!?』

　何か凄すごい真剣に考えていたから、聞こえてないと思っていたのに！

「私、簡単な暗号も解けないようなおバカさんだから、貧乳の意味なんて難しいこと分からないの。教えてくれるかしら、ねぇ？」

　そうして、俺の目の前に突き出されるハサミ。

　涅ね槃はんで会おう。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【たぬきの暗号】……　多くの子供が人生において一番初めに遭そう遇ぐうするであろう暗号クイズの一つ。ここから派は生せいする他の暗号もあり、子供達はこういったクイズを通して暗号の大切さを学ぶのである。

【貧乳の意味】……　閲えつ覧らん禁止。これを読むには、まだ勇気が足りない。






　新稲葉駅北口前から伸びる新稲葉商店街。

　その中を、夏野を先せん導どうして全速力で走る。

　別に全速力で走る必要性も無いんだけど。後ろから夏野さんが追いかけてくると思うと、無意識に速度が上がってしまうのは仕方がない。

　別に、逃げてるわけじゃ無いんだけど。だって俺何も悪いことなんかしてないし、人畜無害な犬だもんね。

「今は勝負中だから後でにしてあげるけど、覚悟しておきなさいよ」

『あーあー聞こえなーい』

　夏野さんが何を言っているのか俺にはさっぱりです。




　すいすいと買い物客を避よけながら商店街を進む。

　途と中ちゆうでいつものペットショップ『ＩＧＧＹ』の前を通った時、悲鳴と、何か物が落ちる音が聞こえて来た。アフロの奴、何か良くないものの来らい襲しゆうでも感じ取ったのだろうか。それとも、夏野が剣けん呑のんな視線を店に向けたのと何か関係が？　多分両方だね。

　アフロの悲鳴をバックに、とにかく先を急ぐ。

『おい、そういやあの変態がいないぞ。どこ行ったんだ？』

「鈴菜なら一度編集部に戻らせたわ」

『ふーん、っておい。そんなことしたら原稿が大変なことに！』

「大丈夫よ。助けを求めるだの何だのってことは言ってないわ。ただちょっと、姫萩九郎のことで調べておいて欲しい情報があったから」

『情報？』

「まあ、大したことじゃないわ。私達が先に姫萩九郎に辿り着いてしまえば問題ないんだけど、ちょっと念の為にね」

『そうか、お前が言うなら、そうなんだろうな』

「とにかく、今はあの変態の屍しかばねを乗り越えて先に進むわよ！」

『そうだな！　俺達は変態の死を無む駄だにしてはいけないんだ！』

　途中で道を折れ、商店街の脇道を走る。

　遠くの空に、鈴菜の顔が浮かんでいるような気がした。




　商店街の喧けん騒そうから外れた細い道。その並びに佇たたずむ、古びた店てん舗ぽ。

　軒先に掲かかげられた赤い暖の簾れんには『ラーメン』という大きな白い文字と『三銃士』という黒い小さな文字が書かれている。

『ラーメン屋　三銃士』。

　新稲葉住民御ご用よう達たしの、知る人ぞ知る名店だ。

　俺も生前には何度かオッチャンや住すみ谷やに連れられて来たことがある。今まで食べて来たラーメンの美お味いしさランクがそれぞれ一つ下がるぐらい美味しかった。犬の姿になった今でも、その味は鮮明に思い出せる。

「確かに、新稲葉の街まち角かど掲けい示じ板ばんでも何度か名前を見かけたことがあるわね」

『ああ、新稲葉でラーメン屋といえば多分ここだよ』

　軒先に近づくと、中からスープの良い香りが漂ただよってくる。

「あの白いの……いないわね」

『他の場所を探しているんじゃないのか？　ラーメン屋もここだけじゃないんだし』

「とにかく、中に入りましょう」

　ガラスの引き戸を開けて、店の中に踏ふみ込こんで。

『な、に!?』

　黒かった。

　店内は、黒に埋うめ尽つくされていた。

　混こんでいる、というレベルを明らかに超えた、満員電車ばりの人口密度。

　テーブルとカウンター席が埋まっているのはもちろんのこと、入り口から奥の通路に至るまで、人で溢あふれている。文字通りに、黒山の人だかり。

　どんな雑誌に紹介されれば、どんなテレビ番組に取り上げられれば、こんなことになるのだろうか。あれか、新稲葉始まったのか。

「成程、外に誰もいないと思ったらこういう事だったのね」

『へ？』

　夏野の向けた視線の先、店内を埋め尽くす黒の奥。自己を誇こ示じするかのように、一か所だけ白く浮いている。

『……あいつか』

　白いコートにサングラスをかけ、白い帽子からわずかに金髪を覗かせた秋月マキシがラーメン屋のメニューを片手にポージングを決めていた。

　何かもう慣れ始めて来たよ。何でこいつ、出て来るたびにポージングを決めるんだよ。何なの、生存戦略でも始めるつもりなの。それとも光魔法の使い手なの？

「ふふふ、遅かったわね、黒いの」

　マキシはポージングをとったまま、勝かち誇ほこった笑みを見せる。

「何だ、あの暗号解けたのね。随分モタモタしていたから、てっきりここに辿り着くこと無く脱落かと心配したわよ」

「バカね、楽勝だったわよ」

『解けなかったくせにな』

「でも残念。今更来たってもう遅い。もう勝負は決まっているのよ。見なさい!!」

　そう言って、マキシは両手を広げ、黒服達に埋め尽くされた店内を示す。

「このお店、さっきまでは一組しかお客はいなかったけど、今はご覧らんの通りよ。純金よりも光り輝く秋月マキシ様が来たものだから、皆、誘われて来ちゃったのよね、仕方がないけど！　人気者は辛つらいわね!!」

　いや、全員お前の身内だよね。

「あたしってば誘ゆう蛾が灯とうみたい！　超輝いてる！」

『黒服の奴ら、全員蛾かよ』

　夜道でバチバチ言ってろよ。つーか輝きとか美しさとかは関係なく、確実にお前の仕込みじゃないか。お前のせいで混んでいるんだよ、この店。

「でも、こんなに混んでいたら、中には入れないわよね！」

『うわ汚ねぇ！』

　白々しいぞこいつ、黒服達を使って、店全部の座席を埋めやがった。

　夏野にラーメン屋に入らせない為にそこまでするか。料理漫画の悪役みたいな真ま似ねをしやがる。

「まあ混んでいるのはしょうがないわね、せいぜい空席が出来るまで、外で待っていればいいわ。それとも、あたしの輝く食事風景でも黙って見ている？　あ、注文ですか。えっと、この特製味み噌そラーメンとチャーハンセットを一つ」

『しかもがっつり食う気だ!!』

　ってか、輝く食事風景って何？　シャイニングチャーハンなの？

「皆も、同じ物でいいかしら!?」

「「「「ＹＥＳ、マキシ様の言う通り！！！！」」」」

「今日はお昼抜きでライブの準備頑がん張ばったから、皆沢山食べなさい！　追加で注文したいものがあったら遠えん慮りよなく言うのよ!!」

「「「「ハイ！！！！」」」」

　黒服達の声が店内を揺らす。店に迷めい惑わくなんじゃないかとも思ったけど、結果的に店の売り上げに貢こう献けんしているからいいのかなあ。

『でも、地味に効果的な嫌がらせだよな、これって』

　これだけの人数がいれば、席が空くまでどれ程の時間が掛かることか。少なくとも夏野が店内に入り、調査を開始するのは随分と先になる。その間に、マキシは次のチェックポイントへの手がかりを手に入れて、先に進むことだろう。

　下手したら、俺達がモタモタしている間に、マキシは原稿まで辿り着いてしまうかもしれない。このまま手をこまねいて見ている訳にはいかない。

『おい夏野。どうする!?』

「……ここに居る全員を斬きり刻きざめば、席は空くわよね？」

『絶対に駄目だよ!?』

　何を言い出すんですかこの人は。全国紙に載のるクラスの惨さん劇げき引き起こしちゃ駄目！ラーメン屋の客全ぜん滅めつとか、それもう虐ぎやく殺さつの歴史がまた一ページな感じになっちゃう！

「だって、このままじゃあアイドルに後おくれを取ることになるじゃないの」

『だ、だからってさ』

「夏野霧きり姫ひめに敗北は似合わないのよ」

『その先にあるのは敗北じゃなくて牢ろう獄ごくだよ!!』

「そうね、だったらいっそ、あそこのアイドルを斬ってみましょうか。本体を潰つぶせば、周りの黒服達もいなくなるわよね。それならどう？」

『何も変わってないから！　どっちにしろ犯罪だから！』

　何が『どう？』だよ。

　それでこの場で勝ちを拾ったところで、その先に待っているのは確実な敗北だ。ポリスが来たらその時点でゲームオーバーなんだよ、人生というゲームの。

　でも、どうすりゃいいんだ。夏野は真剣な感じでハサミに手をかけようとしている。

　このままじゃマズイ、何か対策を考えないと。

「あれ、夏野さん？　それに、クロも」

　黒服で埋まった客席の奥、ポッカリと空いた空間から。

　そんな、救いの声が聞こえてきたのだった。




　店内奥の四人掛けテーブル。そこに座っていたのは、俺達が良く見知った顔。

「こんにちは、夏野さんもご飯食べに来たんですか？」

　桜色のフレームの眼鏡にポニーテールの本ほん田だ家長女、本田桜さくらと。

「あっ、クロ！　クロだ！　こっちおいで！」

　短い髪かみを頭頂部付近で二つにくくった本田家次女、本田弥生やよいだった。

『いつの間に店内に？』

　いや、秋月マキシは『さっきまで一組しかお客がいなかった』と言っていた。つまり桜と弥生は、マキシ達よりも先にここに来ていたってことだ。

　そもそも、この店を俺に教えてくれたのは本田書店の店長であるオッチャンなのだ。本田家の人間がここを愛用していてもおかしくはない。

　何にしろ助かった。おかげで惨劇の幕は開きませんでした。今は桜の穏やかな顔が、まるで女神の微笑みのように見えます。

「こんにちは、桜、弥生ちゃん。お昼ご飯？」

「はい、今日はお昼が遅くなっちゃったから弥生と二人で食べに来たんです。ほら、弥生もちゃんと挨あい拶さつして」

「夏野お姉さん、こんにちはー」

「こんにちは弥生ちゃん。ここには良く来るの？」

「はい、ご飯が遅くなっちゃった時は良く来るんです。ここ美味しいんですよ」

「へぇ、そんなに美味しいの？　私は、今日初めて来たんだけど」

「それはもう、お父さんもお母さんも家族みんながここのラーメンの大ファンなんです！　えっと、今日は急に混んで来たんですけど、何かあったのでしょうか？」

　確かに、黒服達に占せん拠きよされた店内では二人の少女の存在はひどく浮いている。

「そうね、随分と混んでいるみたいで難なん儀ぎしているのよね。席も埋まっちゃってて」

「あ、それなら、ここに座ればいいですよ」

　桜は、テーブルの空いた席をポンポンと叩いてみせる。確かに桜と弥生は四人掛けのテーブルを二人で使っている。席は二つ空いているのだ。

「私の隣で良ければ、どうぞ」

「そうね、そうさせてもらおうかしら」

　桜は自分の隣の椅い子すを引いて、夏野に着席を促うながす。

「あっ！　クロはこっち！　こっちだよ！」

『ゲファ!!』

　弥生は、俺の背中を無理矢理引ひっ摑つかんで自分の膝ひざの上に乗せる。

　こうして、俺達は無事、座席を確保することが出来た。

　自分の身内の人間で店内を占拠し、夏野の入店を妨害するマキシの作戦。それは間違っていない。マキシの失点は、俺達の側に救いの神がいたこと。

　救いの神はここにいた！

　桜ナイス!!

　桜超女神!!

　そんな風にして、無事このピンチをどうにか乗り切れそうなんだけど。それは喜ばしいことの筈はずなんだけど。だから夏野さんもキャッホキャッホと喜べばいいんだけど。

「何だか、私と桜に対する態度に大きく差があるような気がするんだけど？」

　夏野さんが超絶怒っていらっしゃるのは気のせいだと良いな。

「しかも、何をあっさりと幼女の膝の上に陣取ったりしているのかしら、この淫犬は」

　テーブルの下、桜と弥生からは見えない位置から、俺にハサミが向けられているのが見える。これは俗に言う生命の危機じゃないだろうか。ひょっとして桜を褒ほめたのが悪かったのか？　それとも、弥生の膝の上にいるのがいけないのか？

　でも褒めるじゃないか、だって桜のおかげで助かったんだもの！

「その通りだけど、アナタの態度が気に食わない」

　あっれぇ、そりゃ詰みですね。俺の人生、至る所に落とし穴があるんだけど、モンスターハウスなのかな？

「夏野さん、何を頼まれますか？」

　俺がテーブルの下で地じ獄ごくを味わっているのにも気付かず、桜はメニューを夏野に渡す。

『おい、本当に食べるのか？』

　姫萩九郎の指示は確かにラーメン屋だったけど、わざわざラーメンを食べなくても。この店のどこかにある次の指示を探した方が。

　しかし、夏野は俺に黙れと言うような視線を向けて、桜へと向き直る。

「実はお昼食べてなくて、お腹なかペコペコなのよね。どれが一番早く来るのかしら？」

「あ、それなら醬油ラーメンがおススメです。ここの一番人気のメニューで、まずはそれを食べるべきだってお父さんが言っていました」

「そう、ちなみに味噌ラーメンはどうなの？」

「あ、はい。味噌ラーメンも美味しいですよ。ただ、ちょっと時間が掛かるかもですね。ここのおじさん、最近うちで『ザ・味噌』って本を買って以来、何だか味噌には凄いこだわりを見せているらしくて。味噌ラーメン一つ作る間にも試し行こう錯さく誤ごを繰り返すから、凄い時間が掛かるんです。噂うわさでは、この前ラーメン作っている途中に味噌の妖よう精せいが話しかけて来たとか」

「そう。じゃあ、私は醬油ラーメンにしようかしら」

　夏野は薄く笑みを浮かべながら、メニューをテーブルに置く。

「はい！　おじさーん、こっち醬油ラーメン一つ急ぎでお願いします！」

「あいよ！」

　威い勢せいの良い店長の声が店内に響ひびき渡わたった。




「へいお待ち！」

「早っ!?」

　一分を待たずして現れた醬油ラーメンに、さすがの夏野も驚おどろく。カップラーメンよりも早いとか凄いなおい。

「ほ、本当に早いのね」

「はい、これがこのお店の売りの一つですから」

　鳥ガラ出だ汁しの、良い香りが鼻び腔こうをくすぐる。懐なつかしい匂いだ、俺も食べたくなる。夏野、今度俺でも食べられるラーメンとか作ってくれないかなあ。

「じゃあ、さっそく頂くわね」

「はいどうぞ」

「いただきます」

　夏野は髪の毛をゴムでまとめると、真剣な面おも持もちでラーメンと向かい合い。

　ズルズルと豪ごう快かいに音を立てて麺めんを一口すすったかと思うと。

「ほう」

　驚きの表情を見せる。

「これはいいラーメンね」

　そう言って一気に麺をたいらげ、スープも飲み干した。

「……ふう、ごちそう様」

　最後に、コップに注いだ水も一気に飲み干す。

『早っ!?』

　まさに来た、見た、喰くった。

　横で眼鏡を曇くもらせながらチュルチュルと麺を啜すすっていた桜も、ラーメンそっちのけで俺の腹の毛をモフり続けている弥生も、夏野の食べる早さに目を丸くしている。

「す、凄いですね、夏野さん」

「夏野お姉さん、凄い」

「ふん、本気出せばこんなものよ。早さなら負けないわ！」

　どんな本気だよ。争うところおかしいだろ。

「……と、あったわ」

　夏野はラーメンの器うつわの中を覗き込んで呟く。

「姫萩九郎からの次の指示よ。やっぱり、器の底に書いてあった」

『……やっぱりって、そこに書いてあるって最初から分かっていたのか、お前』

「ええ、だって指示に書いてあったじゃない。『次のチェックポイントへの指示はそこにある』って、つまり『底にある』ってことでしょ。ラーメン屋で底って言ったら、器の底。だから頼んだのよ」

　そうか、あの一文にはそんな意味が。お前、たぬきは分からなかったくせにそっちは分かるのかよ。

　夏野は器の底に書いてあるメッセージを懐から取り出した携帯端末に打ち込むと、弥生の膝の上に座った俺の背中を引っ摑む。

「それじゃあ、次に行くわよエロ犬」

『あ、あぁ』

「じゃあお先に。またね、桜、弥生ちゃん」

「あ、はい、またお店に来てくださいね。クロと一緒に」

「またねクロ！」

「次に会うのは、アナタ達の知っているクロじゃないかもしれないけど……」

『ぼそっと何を言ったの!?』




　手を振る桜と弥生に見送られ、会計を済ませる。

「ぐぬぬぬぬぬ」

　そんな時に背後から聞こえた、奇怪な声。黒服達に囲まれてカウンターについている秋月マキシが、俺達を睨にらみ付つけていた。

「あ、あんた。何で店内に！　しかも何でお会計まで済ませているの!?」

「そんなの食べ終わったからに決まっているでしょう。ごちそう様」

「食べ終わった!?　何で!?　こっちは今やっと味噌ラーメンが来たばかりなのに！　っていうか、そもそも店内に入れなかったんじゃなかったの!?」

　余裕のあまり、俺達から目を離して完全に食事モードに移行していたマキシ。桜に招かれて醬油ラーメンを瞬殺した夏野を見逃していたらしい。まあ、こちらに桜がいることを見抜けなかったのが敗因だ。

「次のチェックポイントの手がかりも手に入れたから、先に行くわ。アナタは食事を楽しんでからゆっくりと、亀かめみたいに来ればいいわ。この亀アイドルが！」

　若干アウトっぽい言葉でマキシを罵ののしる夏野。ああ、やっぱりそういう顔が一番似合いますね。対して、秋月マキシは悔しそうに地じ団だん駄だを踏む。

「ま、待ちなさいよ!!　私も早く食べないと！　熱ッ!!　この味噌ラーメン、熱いよ!!この脂分の多いスープ、成程これは冷めにくく、いつまでも熱いままのスープが楽しめるという趣しゆ向こうなのね！　実に濃のう厚こうで、それでいて甘みを感じさせるこの味噌、太麺に良く絡んで口いっぱいに広がるし、チャーシューも厚くて嚙かめば嚙むほど味が出る！　小こ癪しやくな、このマキシを試そうというのか！　ああ熱くて飲めない！　でも美味しい！　でも飲めない！　でも手は止まらない！　超美味しい!!」

　何か勝手に悪あく戦せん苦く闘とうしているけど。食べながらも隣の黒服が持っている鏡に映った自分を見ているのはどういうつもりなんだろうか。あれか、熱々おでんを必死で食べる昔ながらの芸人のノリか。

「熱い、スープ飲めない、一向に冷めないとか凄いスープ！　でも飲まなきゃ次の指示が分からないし。この器の底にヒントがあるってのは分かっているんだから。頑張って飲まないと、このスープさえ飲み干せば……ってチャーハン頼んだの忘れてたぁ!!」

　しかもセットで頼んじゃったもんだから、余計に時間が掛かりそうだった。策に溺おぼれるというか、勝手に自じ滅めつしていった感じだけど。

「このチャーハンも美味しい！　どんな風に作っているんだろう。後で作り方教えてもらえないかな。ウチでも作れるかな？　ヒナとコタも喜ぶぞ！」

　まあ、何だかんだで残したりしないで必死に食べている所を見ると、マナーはしっかりしているみたいだ。

　そんな秋月マキシを尻しり目めに、ひらひらと手を振りながら店を出る夏野。

　これも、ある意味お約束な結末だった。




『それで、さっきの器の底には何が書いてあったんだ？　次のチェックポイントは？』

「……これね」

　夏野が見せてくれた電子端末には、ただ一言。




　──次のチェックポイントへの指示はその中にある。


動物達に囲まれたアフロ。






　まあね、出て来るだろうとは思っていたよ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ラーメン屋　三銃士】……　新稲葉最古のラーメン屋。定番メニューの醬油ラーメンはシンプルながら味わい深く、いくら食べても飽あきのこない味で、長年新稲葉住民達の胃袋を満たし続けている。店長、乃の木ぎ実さね康やすの挑戦は続く。

【ザ・味噌】……　平安堂刊行。編集九大天王の一人、葛くず原はら祥さち子この編集による味噌図ず鑑かん。古今東西、ありとあらゆる地方の味噌が、各テーマ、ジャンル毎ごとに細かく解説されている。味噌マイスターを目指す人間にとっては必読の書。

















　商店街の中程にあるペットショップ『ＩＧＧＹ』。

　ガラス越しに愛くるしい動物達がくつろいでいる、このペットショップ。ここは俺、春はる海み和かず人ひとが犬の姿になって再さい誕たんした場所である。

　そう、俺の今の生しよう涯がい、犬生は、この店の犬用ケージの中から始まったのだ。

「それじゃあ、さっさと済ませちゃいましょうかね」

『お手柔らかにお願いしますね。マジで』

　まあ、そんなメモリアルな場所が、これから夏なつ野のさんの手によって真っ赤に染まるんですけどね。

「大丈夫、向こうが暴れたりしなければ、私だって何もしないわよ」

　何もしない夏野さんとか、それはもう虹色のバラ並に非現実的なものですけどね。

『暴力的でグロテスクなことが起きませんように。起きませんように』

　そんな淡い期待を口に出しながら、夏野と共に店の入り口のガラス扉に手をかけようとした瞬間。

　店内から、大きな音が聞こえて来た。

『な、何だ!?』

　どたんばたんと何かを蹴け倒たおすような音。店中の動物達の狼ろう狽ばいしているかのような鳴き声、何かが走り回っているような乱暴な足音が扉のすき間から漏もれて来る。

「愚犬、そこ危ないわよ」

『へ？』

　そして、店内の騒々しさに後押しをされたかのように、入り口のシャッターが俺の鼻先をかすめて降りて来た。

『あっぶねぇ!?』

　突とつ如じよとして目の前に立ちはだかった灰色の障しよう壁へき。そこには『ＩＧＧＹ』の大きなロゴと『本日の営業は終了しました』の文字。

『……なあ、さっきまで、ちゃんと営業していたよな？』

「そうね。さっき通った時、あの男はペットショップの前を掃はき掃そう除じしていたもの」

『要するに、入店拒否されたんだね？』

　目の前の灰色のシャッターが示す、明確な拒絶の意思。

「随ずい分ぶんと嫌われたものねえ、一体私が何をしたと言うのかしら」

『そうだね、きっちりかっちり思い出してみればいいんじゃないかな』

　これまでのアフロへの所しよ行ぎようは酷ひどいものだった。見ているだけの俺ですら背筋を冷やす程の、めくるめくワンダー暴力に襲おそわれ続けて来たのだ。その主犯格であるところの、シザーウーマンご本人がいらっしゃったら、そりゃ拒絶しますよ。

「私、この店でそれなりに買い物しているのよね」

　しかし、拒絶される形になった夏野は当然ながら不ふ機き嫌げんな様子で。

「アナタの身の回りの品も、ここで買っているのよ。さっきの犬用ケージとか、トイレとか、日用品なんかもね」

『大変お世せ話わになっております』

「つまり、このお店にとってはかなりの上客であるところの私が、拒絶されたことを遺い憾かんに思って、ここでほんのり襲しゆう撃げきしたり、ちょいと押し入ったりしても、別に何も問題は無いと思うのよねデストロイ」

『何その不ふ穏おんな語尾!?　駄だ目めだよ、超えちゃいけないライン考えて!?』

　つーか、ラーメン屋の時と展開が同じじゃねえか。どうしてこいつは、すぐにパワープレイを選択しちゃうんだろう。文明社会に生きる現代人とは思えませんよ。何なの、パブリックエネミーなの？

　このまま放ほうっておいたら、本気で力で解決しようとするに違いない。ただの犬には荷が重い仕事だけど、無事原稿捜そう索さくを続ける為ために、ここは何とか穏おん便びんに済ませるべき。

『そうだ、良いこと考えた。まず俺が裏口から入ってアフロの注意をひくから、お前はその後からこっそりと』

「そんな悠ゆう長ちようなことしないでも、出て来たわよ」

『へ？』

　夏野の視線を追う。ペットショップの脇、路ろ地じに通じた裏口から、今まさに逃走しようとしているアフロが見えた。大きな鞄かばんを抱えているその姿は、まるで夜逃げ。

「あら、まさか逃げるつもりなのかしらね」

　その夏野の呟つぶやきが届いたのか、アフロは電撃に打たれたかのように直立不動。次いで、首だけを動かして夏野の姿を目にして。

「ひぃ、悪魔!!」

　端たん的てきに事実を叫び、逃げた。

　アフロよ、夏野が現れた瞬間に逃走を選んだその判断は正しい。しかし残念ながら相手が悪過ぎる。何故なら、お前が悪魔と呼んだ相手は、まさにその悪魔なのだから。

　瞬間、風が吹く。

　地を舐なめるような風が吹き、路地を駆け抜けた。

　置かれたポリバケツ、梱こん包ぽうされた段ボールの束が揺れる。と、同時に向こうにいるアフロの身体からだがぐらりと揺れ、そのまま路地へと倒れこんだ。

『……はぁ？』

「うん、こんなところかしら」

　満足げに頷うなずく夏野。その手には、銀色のハサミがしっかりと握られている。

『いや、え……お前、何したの？　何かアフロ倒れちゃったんだけど』

　つーか、ここからアフロ結構離れていますよ。なのに今アフロの背中に、袈け裟さ斬ぎりされたかのような痕あとが残っているんだけど、一体お前は何をしたの？　バギとかザンとか、そんな類たぐいの呪じゆ文もんでも使ったの？

「そんな大層なものじゃ無いわよ、ただちょっとハサミの斬ざん撃げきを飛ばしただけで」

『よっぽど大したことだよ!!　何で飛ばせるの!?』

「あら、前に言わなかったかしら。私が通っていた小学校では傘かさで飛とび飯い綱づなをやるのが流は行やっていたって」

『何で出来るんだよ!?』

　いや、確かにそんなことは言っていたけど。小学生の時のほほえましいエピソードがこんな、殺人剣の習得の伏線だなんて思うかよ。伏線に謝れ！

「出来ないのはやろうとしないから。やってみれば結構出来るものよ。人は皆自分の持つ無限の可能性に気付いていないのよね。無意識でリミッターをかけてしまっている。出来ないと思う心こそが、最大の壁かべなのよ」

『だから何!?』

　良い話っぽくまとめたところ悪いけど、実行していることが明らかに人斬り的な何かなので、全く賛さん同どう出来ません。

「さて、と」

　夏野は倒れたアフロの元へと近づくと、そのまま両足を持ち上げてペットショップの中へと引きずって行く。その姿は、もう死体運びにしか見えない。

　そして地面との摩ま擦さつで、アフロが煙を上げているけどいいのか。そのアフロ、スチールウールみたいな材質で出来ているの？　熱と光を出して静かに燃えちゃうの？

「邪じや魔ま者ものも消えたし、話は中でゆっくりと聞きましょうか」

『いや、お前の言う邪魔者その人に、話を聞かないといけないんじゃないのか』

　当事者がまさに今やられましたけど、続けるんですか？

「まあ、いざとなったら意識が無くても話を聞き出す手段は用意してあるわ」

『俺、お前が真剣に怖い』

「素直に吐けば、すぐに終わるわよ」

『怖い』

　アフロを引きずったまま店へと消えて行く夏野の姿が、俺には鎌かまを構かまえた死神にしか見えなかった。

『ど、どうしよう』

　夏野とアフロが消えて行った裏口。暗黒オーラが店内から漂ただよっているのが分かる。俺の思い出の土地が、今ではすっかり魔王の城だ。本来の主あるじを受け入れたことで、ペットショップが真の姿を現したのだろうか。

『入りたくねぇなあ』

　出来ればこのまま逃げ出して、遙はるか地平線の彼方かなたへと旅立ちたい。すべて忘れて、本の世界へと没ぼつ頭とうしたい。

　しかし、貴き重ちようなアフロが失われるのを、黙って見逃すわけにもいかない。アフロは、俺を救ってくれた命の恩人だ。その借りはきちんと返さなくてはならない。今度は俺がアフロを救う番だ。

『……行こう』

　勇気を出して、裏口に足を掛ける。

　大丈夫。まさか夏野だって、命まで奪うばうことはしないだろう。




　電気も点ついていない、暗い屋おく内ないへと踏ふみ込こんで行く。入り口にシャッターが降りているせいか、昼間にもかかわらず店内は暗くら闇やみに包まれている。

　立てかけてあるモップにつまずいて悲鳴を上げてみたり、突然聞こえて来た鳥の鳴き声に驚おどろいたり、鏡に映った自分に泣きそうになったりと、ホラー的イベントをクリアしながら、嫌な予感を振り切りつつ、人の気け配はいのする方へと進んで。

　それを見た。

　出来れば見たくなかった、その惨さん劇げきを。

　表おもて沙ざ汰たに出来ない、その地じ獄ごくを。




　アフロが、檻おりの中にいる。




『……ごめんよ、アフロ』

　初めてアフロと出会った時は、俺が檻の中にいた。それが今は、アフロが檻の中に入っている。

『何も出来なかった俺を、どうか許してくれ』

　檻に入った人間って、こんなにかわいそうな感じになるのか。

　駄目だ、泣きそう。人間の尊そん厳げんが一セントよりも安くなっているこの場に、俺は来たくなかった。

「あら、遅かったわね犬。何やってたの」

　そして檻の前、地獄の看かん守しゆよろしく立っているのが、僕らの夏野さんです。

　暗い店内で銀色のハサミを片手に立っている姿は、もう言い訳のしようがない程の悪人。とっても良く似に合あっています。震えが止まらないくらいに素敵です。

「客から逃げようだなんて接客態度がなってないわね。二度と逃げ出さないよう、檻に閉じ込めておかないと」

『お前、人間は犬じゃないんだぞ』

　俺が言うのも何だけど。

「この男が目を覚ましたら、チェックポイントについて聞けばいいわね」

　暗い店内、周りにはケージの中に入った動物達の気配を感じる。夏野の存在におびえているのか、動物達は皆大人しくしているようだ。

　姫ひめ萩はぎ九く郎ろうの示した次のチェックポイントの場所『動物達に囲まれたアフロ』。ここで間違いはないだろう。ってか、アフロって言っちゃっているもんね。

「う、うーん」

　と、アフロのうめき声が聞こえてきた。そのまま寝ていた方が絶対に幸せなのに、あえて過か酷こくな旅路を選ぶのかアフロよ。

「く、暗い……ここは？」

　アフロはその目をこすりながら起き上がり、手探りで辺りを窺うかがう。伸ばしたその手が、鉄てつ格ごう子しに当たった。

「え、これは、大型犬用の鉄格子？　まさか」

　さすがにペットショップ店長のアフロである。今、自分が触れた物の正体が何なのかを即座に理解したのだろう。そして、自分を襲った災害の正体にも思い至ったのだろう。

　その時アフロが取った行動とは!?

「…………ぐう」

『寝たふりかー』

　アフロは数秒前と同じように床に突っ伏す。さっきまでと違うのは額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべている事と、カタカタと全身が小こ刻きざみに震えている事だけです。

　まあ確かに、普通は対象が目覚めなければ尋じん問もんも拷ごう問もんも始まりません。寝たふりを続けていれば、最悪のことは回かい避ひ可能です。そういう意味では良い選択です。

　あくまで普通の場合は、だけど。

　暗闇の室内を、またも微かすかに風が吹き抜けた。

「あら、寝たふりはいけないわよ」

「ひいいいいいいいいいいい!!」

　と、同時に巻き起こるアフロの悲鳴。夏野の放った斬撃が、周囲を囲む鉄格子に傷をつけることなく、アフロのアフロだけを斬きり裂さいたのだ。

　普通ではない夏野さんには、寝たふりなど通用しないのだ。

「それじゃあ、早速吐いて貰もらおうかしら」

「いやああああああああああああああああ!!」

　斬られたのは、僅わずか数本の髪の毛だったが。しかしアフロに対しては、あまりにも効果的な攻撃だ。鉄格子によって守られている筈はずの自分が、惨劇の矢や面おもてに晒さらされているという混乱。

「ほらほら、早く吐きなさい」

「おええええええええええええええ!!」

　繰くり返かえされる夏野の斬撃と、店内に響き渡るアフロの悲鳴。

　夏野が振るったハサミが、鉄格子ごしにアフロのアフロを削けずり取とって行く。

　いや、さっきはうっかり流しちゃったけれど、それどうやってんの？　物理法則が乱れまくっている気がするんですけど。

「さっさとしないと、アフロがリーゼントに変わることになるわよ」

「うわああああああああああああああああああああああ!!」

　悲鳴をあげながら、アフロのアフロがみるみる小さくなっていく。このままでは、アフロのアフロはアフロを維い持じ出来なくなってしまい、アフロはアフロではなくなってしまう。どうするアフロ!?

「わ、分かりました！　吐きます！　吐きますから止めてください！」

　アフロの叫び声に、夏野の斬撃が止まった。

「ご……」

「ご？」

「ごめんなさい!!」

　アフロは狭せまい檻の中、うまく身体を折りたたみながら土ど下げ座ざを決める。まるで謝る為に生まれてきた男、見事な土下座っぷりだった。

「何を言っているの？　別に、謝ってほしいわけじゃあないわよ。ただ私は、次のチェックポイントの手がかりを知りたいだけで」

「実はあの犬用ケージはＮＡＳＡ製では無かったんです!!」

『……はぁ？』

「あのケージ、良く見たらＮＡＳＡ製では無く、ＮＡ＄Ａ製だったんです！　申し訳ありません。本当はすぐにでもお宅にお伺うかがいして回収させて頂くべきだったのですが。あの、何と言うか、なかなか時間が取れませんで」

　アフロの言う犬用ケージとは、俺が入っていたエメラルドグリーンの犬用ケージのことだろう。夏野が定期的に膝ひざをかましてくるせいでボコボコになってしまったアレだ。やっぱりＮＡＳＡ製じゃあ無かったんだ。

「すいません、別に怖くてお家うちに行けなかったとか。行ったらもう戻って来れないんじゃないかとか決して思っていません。ただ、ただ、日々の激務にかまけて、どうしても後回しになってしまっただけで！　いつか、いつか行こうとは思っていたんです!!」

　土下座の体勢のまま叫び続けるアフロ。あれだね、言い訳が要よう領りようの悪い新入社員みたいになって来ているね。

「じゃあ、アナタは姫萩九郎の指示については何も知らないというの？　チェックポイントの事も？」

「姫萩、九郎？」

　夏野の言葉に、アフロは顔を上げてキョトンとした様子で答える。

「誰ですか、姫萩九郎って？　それに、チェックポイント？」

　何のことだか全く分からないと言う様子で、夏野を見返すアフロ。これは、何も知らないという顔。たとえ汗を舐なめたとしても噓うそをついている味がしない感じだ。

「そう。なら、いいわ」

「へ？」

　一いつ閃せん。夏野が振るったハサミが、鉄格子を超えてアフロのアフロを斬り裂く。今までの外縁部への攻撃とは異なる、アフロを中心部から真っ二つにせんばかりの強烈な一いち撃げき。

「きゅう」

　狭い鉄格子の檻の中、アフロは再び意識を失った。

　ごめんよアフロ、やっぱり俺はお前を守れなかった。せめて安らかに眠って欲しい。

　夏野は、すっかり静かになった鉄の檻から離れ、俺の側へと来る。

「ねえ、犬。ちょっとだけお使いに行ってきて貰いたいんだけど」

『お使い？　何だよ急に。今はそんなことしている場合じゃないだろ』

「いいから、ほら」

　夏野は両手で俺の身体をやさしく包むと、顔の高さまで持ち上げる。

「次のチェックポイントの場所、覚えているわよね？」

『ああ、アフロだろ』

　しかし、アフロは知らないと言う。まさか、チェックポイントはここじゃないのか。第二第三のアフロが新しん稲いな葉ばに存在しているというのか。

「じゃあ、その前に書かれていた文章は覚えているかしら」

『確か「その中にある」って……まさか!?』

「その中……つまり、次の指示はあのアフロの中にあるってことになるわね」

『ちょっと待て、だったらアフロ自身に取らせればいいだろ。簡単じゃないか、ちょっと自分の頭に手を突っ込ませればいいだけだ』

「駄目よ、あの男気絶しているじゃない。起きるまで待っていられないわ」

『じゃあ何でトドメを刺しちゃったの!?』

「お使いよ黒犬。ちょっとあのアフロの中に入って、次のチェックポイントの手がかりを取ってきなさい」

『分かったよ。取ってくるから……って何で、俺を摑つかんで振りかぶっているの!?』

「あら、アフロの中を捜索しやすいように、協力してあげようとしているのよ？」

『止やめて、離して、普通に歩いて行くから!!』

「黙らないと、舌嚙かむわよ」

『ちょ、ま』

「穿うがちなさい！　犬キャノン二式!!」

『やっぱりかああああ!!』

　その叫びと共に、宙に投げられた俺の身体。

　いい勢いを保ったままで、アフロのアフロに突き刺さったのだった。


　　　　　　　　



「ほら、やっぱりあの中にあったわね」

『そうだなアフロ』

「私の推理は正しかったわね」

『そうですねアフロ』

「ちゃんと聞いてるのかしら、この毬犬は」

『聞いてますアフロ』

「何その語尾」

『何でも無いアフロ』

　ミニチュアダックスフンド　ＶＳ　アフロ。

　いやはや恐ろしい闘たたかいだった。思わず語尾がアフロになってしまうほどの死し闘とう。

　正直、もう帰って来れないと思ったけど、何とか無事生せい還かんすることが出来た。どうなってるのこのアフロ。

「まあいいわ。さて、これで二つ目のチェックポイントも無事に終わったわね」

　そう言って、夏野は俺が命からがら回収してきた次のチェックポイントへの手がかり、姫萩九郎からのメッセージの内容を携帯端末に打ち込む。

『さて、で済ませるなよ。無事に終わっていないことが色々あっただろ』

　主にアフロが。後始末とか、アフターケアとか、そういう感じの何かをちゃんとしてやれよな。アフロが一生ハサミを持てない体になったらどうするつもりだよ。自分でアフロのお手入れも出来なくなるんだぞ。

「さすが先生、容よう赦しやがなくて素晴らしいですねぇ」

『うわぁ!?』

　突如、変態が現れた。

『お、お前どうしてここに』

「気持ち良い事の予感がしたからですよ？」

『いや、そんな当然みたいに言われても』

　そんな予感を頼りに急に現れるなよ、ビックリするだろ。ってかお前、夏野の言いつけで姫萩九郎の事を探っていたんじゃなかったのか。

　俺の嘆なげきも届かず、変態は檻の中で気を失っているアフロを見て一言。

「あら、いいですね」

『ちょいと素敵な春物のカーディガンを見つけました、みたいなテンションで言うなよ。人が檻に入っているんだぞ』

「でも、これは私達の業界ではご褒ほう美びですよ？　それもＡ＋＋クラスの」

　すぐに滅ほろびろその業界。この世界から無くなれ。

「それで鈴すず菜な。何か姫萩九郎の計画について分かったの？」

　夏野は、鈴菜が急に現れたことは気にも留とめず、姫萩九郎の情報を要求する。

「いえ、それが……」

　しかし、鈴菜は答えを言いい淀よどむ。

「分からなかったのね、何も？」

「はい……。何も、分かりませんでした」

「……そう」

「編集長や、他の十じつ傑けつ集しゆう達なら何か知っている者もいるかもしれませんが。下へ手たに探って、今回の事件が編集部に知られてしまっては最悪の事態にもなりかねません。申し訳ありません、私の力が足らずに」

　最悪の事態。姫萩九郎は、警けい察さつや編集部に知らせたら秋あき山やま忍しのぶの原稿を燃やすと言っていたのだ。確かにこれでは、表立った情報収集は出来ない。

「別にいいわよ。知りたいことは分かったもの」

　しゅんとうな垂れる鈴菜の肩に手をやり、夏野は声をかける。

「知りたい、こと？」

「鈴菜、アナタですら何も分からなかったという事は、姫萩九郎はそれだけ念入りに隠蔽工作を図っていたという事よね。少なくとも、今回の計画に関して、何か痕こん跡せきを残すような事は無かったようね」

「は、はい。九郎さんは、何の痕跡も残していませんでした。まるで、最初から何も無かったかのように、何も」

「じゃあ、やっぱり本人に訊きくしかなさそうね。こんなことをした、理由は」

「……はい、そうですね」

　俯うつむきながら鈴菜は告げる。

「でも先生。九郎さんの情報は全然ですが、秋あき月づきマキシ先生の情報は摑みましたよ」

「あの白いのの、情報？」

「はい。秋月先生は現在新稲葉駅南口を抜けて、国道一四号線にかかった新稲葉大だい陸りつ橋きように向かっているとの情報です」

『新稲葉大陸橋？　何で秋月マキシはそんなとこにいるんだよ。「ラーメン屋」の次のチェックポイントは「アフロ」のはずだろ。てっきり、あいつらもここに来るんだと思ってたんだけど』

「さあ、そこまでは分かりません。何でも『次は陸橋！　陸橋よ！　陸橋の欄らん干かんの上で光り輝いているあたしを、下の道路からロングで撮とるの。大丈夫、あたしの輝きはどこからでも映るもん、たとえ衛星軌道上からでも!!』なんて言っていたとか」

　相変わらずですねマキシさん。

「……ひょっとしたら、姫萩九郎のチェックポイントのルートは一通りじゃないのかもしれないわね」

『ルート？』

「ええ。私達は『ラーメン屋』から『アフロ』だけど、あの白いのは『ラーメン屋』から『陸橋』にでも進んだのかもしれない」

『成なる程ほど、途と中ちゆうで行いき詰づまっても、スタートのラーメン屋に戻れば、別のルートが用意されているということだな』

「つまり、このアフロの役割はこれで終わりってことよね。じゃあ……」

『止めて!!』

　檻の中のアフロを見下ろしながら冷たく告げられた夏野の言葉。半分以上本気なのが恐ろしい。まあ、既に半分以上亡き者になっていますけど。

「まあいいわ。依然として姫萩九郎の意図は分からない。それに、あの白いのも張り切っているみたいだし、私達も次のチェックポイントを目指しましょう」

『あくまで、姫萩九郎のゲームに乗ってみせるってことだな』

「ええ、売られた喧けん嘩かは買ってみせるわ。鈴菜も、もう情報収集はいいから。ここからは私達に付いてきなさい」

「はい。お供します」

「あの白いのに負けてられないわ。絶対に全裸で土下座させてやりましょう！」

　黒いコートの裾すそを翻ひるがえしながら、颯さつ爽そうとペットショップを出ていく夏野と鈴菜と俺の、二人と一匹。軽く笑みを浮かべた夏野の顔は、何かを決意したかのようにも見えた。




　暗闇の店内。後には、檻の中のアフロと、動物達だけが残された。

　あれ、アフロってずっとこのままなの？






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ＮＡ＄Ａ】……　ＮＡＳＡ製ではなく良く見るとＮＡ＄Ａ製だった。材質が安っぽいのも、ちょっと膝蹴りしただけでボコボコになるのもＮＡ＄Ａ製だからしょうがない。

【犬キャノン二式】……　発射時に大きな隙すきが生まれるという『犬キャノン』の弱点を改良した新技。犬を所定位置に設置するまでの時間が〇・三秒ほど短たん縮しゆくされており、それにより安全精せい密みつな攻こう撃げきが可能となっている。ただし犬側の負担は二倍に増えた。






　街中を走り回る彼女の姿を、この位置から静かに見守る。

　いくつかの不確定要素はあったものの。ここまでの流れに問題はない。

　計画は順調に進んでいる。

　新たなメッセージが彼女の手に渡る度、全身から気が抜けるのを感じる。

　誰にも見られることは無かっただろうか。

　全すべてが終わるまで、気を抜いてはならない。

　予想外の出来事と言うものは、

　予想を超えることは、必ずあるのだから。

　神のように全てを見下ろせる、この身であっても──。




　アフロの中から手に入れた姫萩九郎の指示に従い、俺達は次のチェックポイントを目指した。




　──次のチェックポイントへの指示はその上にある。


一九〇・二五メートル。






『また、えらく具体的な数字が来たな。何の数字だこれ？』

「これは、うちのマンションね」

『へ？』

「知らないんですかぁ。先生のマンション『イマキュレット新稲葉』の屋おく上じようにあるヘリポート。あそこは丁ちよう度ど高さ一九〇・二五にあるんですよぉ。先生、行きましょう」

『何で知っているんだよ、そんなこと』

「上ったことありますから」

『……侵入する為に？』

「はい、侵入する為です」

　今更だけど、それって犯罪だよね。

　何でそんなにドヤ顔で言うの？




　──次のチェックポイントへの指示はその奥にある。


　　　　　　　せんせんせんせん　えきまえのスーパー　せんせんせんせんせん




ヒント：せんぬき






「…………」

「…………」

『スーパーだよ、スーパー』

「!?」

「!?」

『だから何で驚くんだよ。さっきやったじゃん！　「たぬき」が「せんぬき」に変わっただけじゃん！　ほら、文章から「せん」を抜いてみろよ。駅前のスーパーだよ、スーパー。ほら、さっさと行くぞ！　全く、あんな珍ちん妙みような問題は簡単に解とく癖くせに、何でこの程度の問題が……って、何で答えを当てた俺にハサミが向けられてるの!?　暴力反対!!ってお前も、そんな羨うらやましそうな目で見るんじゃねえ!!』

　いつもこうだよ！


　　　　　　　　



　こうして、途中で俺の尻尾しつぽがまた一段階短くなるという危機的状況などがあったものの、俺達は順調にチェックポイントを通過していった。

　駅前スーパーの食しよく玩がんコーナーの隅に置かれていた指示に従って辿たどり着ついたのは、新稲葉商店街の脇に存在する丘の上公園。

　数台の遊具とベンチだけが置かれた小さい公園の中心にある、ピンクの象ぞうのすべり台、ここが次のチェックポイントだった。

『ああ、あるな。すべり台の裏側に何か紙が張り付いているぞ』

　犬の小さな身体を活いかして、すべり台を裏側から見上げると、姫萩九郎の指示と思われる白い封筒が張り付けられていた。

『ふう、これで何箇所目だ？』

「えーと、ラーメン屋。アフロ。マンション。スーパー。公園と来たから、五箇所目ね。これ、いつまで続くのかしら」

　確かに、こんなに新稲葉中を走り回らせて何の意味が。

『あれ、鈴菜はどこに行ったんだ？』

「編集長から電話がかかってきたとかで、向こうで電話しているわよ。ほら、あっち。上手いことごまかしていればいいけど」

　夏野が指した先、公園の隅で土下座しながら電話している鈴菜の姿が見える。勤め人も大変ですね。

「はい、取れた……って、な、何でこれを!?」

　すべり台の裏側に張り付けられた封筒の中身を見て、夏野は驚きの反応を見せた。その表情もわずかに曇くもる。

『何だ、また暗号か？　それとも次はそんなに変な場所なのか？』

「……場所、だったら良かったんだけどね」

　珍めずらしく苦い顔で、夏野が見せた紙に書いてあったのは。




　──次のチェックポイントへの指示はその後に来る。


　　　　　　　おとうさん、おかあさんに、でんわできんきょうをほうこくしよう。




■■■‐○○○‐××××






『何じゃそりゃあ』

　紙に書かれていたのは、小学校低学年に配られるプリントに書いてあるような、平仮名だけの文言と、どこかの電話番号。

『何、この番号に電話しろってことか？　つーか、これどこの番号だよ。携けい帯たい電話のじゃあないし、都内のでも、岡おか山やまのでもないよな？』

　俺の疑問に、夏野は一瞬だけ迷って答える。

「……これは、うちの電話番号ね」

『うち？　でも、お前の家の番号なら市外局番が違うだろ。都内なんだからさ』

「うちは、うちよ。私の実家の番号ね」

『実家？』

「そう、私の両親が住んでいる宮みや城ぎ県Ｓ市の実家の電話番号」

　夏野霧きり姫ひめ。そう言えば一応生物学的には人間の女性に入る存在なので、そりゃ父親と母親がいるということは当然である。まあ、この人の暴ぼう虐ぎやくさ的には悪魔同士とか、モンスター同士が合体して顕けん現げんしたという可能性も捨てきれませんけどね。はい、凄すごい目で睨にらまれたのでこれ以上は止めます。

『ってことはこの指示って、そのまんま書かれた通りってことか？』

「そうね。実家に電話して、両親に近況を報告しろってことじゃないかしら」

『それはまた、何て言うか、普通だな』

　でも普通というのはいいことだ。丁度新稲葉中を走り回って、ちょっと疲れてきたところです。何も問題がないのなら。

『じゃあ、さっさと電話しようぜ』

「え、電話？」

　夏野は驚いた顔を見せた。余りにも予想外な発言を突然されたような、呆ほうけた表情。いや、何をそんなに驚く要素があるんだよ。

『何だよ。別に絶ぜつ縁えんしているとか、勘かん当どうされたとか、そんなことはないんだろ？　何か電話しづらい事情でもあるのか？』

「そ、そんなことはないけど。ええ、我が家は良好な関係よ」

　じゃあ何を戸と惑まどっているんだろう。俺みたいに言葉が通じないわけでもあるまいし。

『さっさと電話して、近況でも時じ候こうの挨あい拶さつでも何でも言って、それで終わりじゃないか。早く済ませようぜ。何なら俺が電話して挨拶の一言でもしてやろうか』

「あ、挨拶!?」

『そう、挨拶』

　何なら電話番号を押してやってもいい。俺の手じゃ押せないかもしれないけど。

「両親に……挨拶……？」

　何やら呆けたような様子で俺の言葉を繰り返す夏野。

「ア、アナタ……。まさか、うちの両親に挨拶をしたいことがあるの？　まさか、お宅の娘さんを僕に、って奴？　夏野霧姫を、春海霧姫に……」

『はぁ？』

　夏野さんってば顔が真っ赤になっているけど、本当に大丈夫なんですか。自分の名前も間違えちゃってますよ。

「で、でも、そういう大切なことは電話でなくて、直接言った方が良いと思うのよね。そうよ。電話、電話なんかじゃ駄目よ。直接言いましょう。直接言った方が早いわ。今は何時？　よし、今からなら急げば夜には着くわね。そうだ。お姉ちゃん、お姉ちゃんにも連絡しといた方がいいのかしら、何しろ新しい家族が……」

『……お前は一体何を言っているんだ？』

「へ？」

『今は秋山忍の原稿を探しているんだぞ、新稲葉を離れられるわけないだろ』

「げ、原稿？」

『そうだ。原稿だよ。その為に、お前が両親に電話をするって言うんだろ。ほら、早く電話しろよ。次のチェックポイントに進まなきゃいけないんだ』

「じゃ、じゃあ両親に電話っていうのも。ただ原稿を探す為だって言うの？」

『はぁ？　当たり前だろ。原稿を探す為以外に何の意味があるって言うんだよ。それ以外に意味なんて無ねえよ』

　全く。さっきからこいつには緊きん張ちよう感かんが足りない。原稿が無くなった事について危機感がないのだろうか。あのドＭもそうだ、ちょいちょいどこかに消えるし。二人とも真ま面じ目めに探す気があるのか、ここは俺が秋山忍の読者代表として、ガツンと言ってやらないと！

　そう決意して一歩前に踏み出そうとして。

『って、あれ？』

　俺の脚が、意思に反して一歩下がった。

『何で？』

　疑問を感じる中、また一歩後退する。

　脚が言うことを聞かない。ずりずりと、俺の意思とは裏うら腹はらに、俺の肉体は後退を選択する。どうした俺の肉体。まさか反抗期なのか。何か欲しいものがあるのか。全身が急に不ふ随ずい意い筋きんに変化したわけでもあるまいに。

『って、うわぁ!?』

　殺意の波は動どうを感じて顔を上げた先。夏野が、鬼のような形ぎよう相そうでこちらを睨んでいた。右手にハサミ、左手に携帯電話を握りしめている姿はまるで新時代の仁王像のようで。

『え、何で何で？』

　どうしたの？　何があったの？

『なななな夏野さん、何で怒ってるの？』

「別に怒ってないわよ。そうよねぇ、原稿を探さなければいけないわよねぇ」

　顔には笑みを浮かべ、しかし声音は絶対零度。向けられる視線は即死レベルの鋭するどさ。

　そのギャップが恐ろし過ぎて正直チビりそうです。俺の脚が勝手に下がったのもこの悪あつ鬼き羅ら刹せつから逃げる為、獣の本能が働いたからだ。凄いなマイマッスル。

「ねえ犬。私、今から原稿を取り戻す為に、実家に電話をするわ。だから、アナタはどこか遠くに行っていなさい」

『な、何でだよ、俺も側にいるよ。どうせ電話なんてすぐに終わるだろ』

「ええ、そんなに時間はかからないわよ。早く原稿を取り返さなければいけないしねぇ」

『だ、だったら』

「でも、近くにいたら危険よ。ほら、こういう風に」

　刹せつ那な。俺の目の前、すべり台の周りに生えていた草が刈かられた。

『………………はぁ？』

　夏野を中心とした半径二メートルの円の中、俺のいる場所を除いて、ミステリーサークルのように、根こそぎ失われたのだ。びっくりするほど超常現象。

「言ったでしょ。危険って」

『いや、危険ってお前、何をやったの？』

「次は誰が、どの犬が、巻き込まれるのかしら。私が、自分の殺意を抑えているうちに、早く離れなさい。それとも、ハサ次郎のサビになりたい？」

『……速すみやかに離れます』

　冗じよう談だんなんか、何一つ言ってない顔。俺は逃げるように、その場を立ち去るしかなかった。




　公園の出入り口に辿り着いたところで振り返ると、夏野が携帯電話でどこかに通話しているのが見えた。

　結局電話するのか。あんなミステリーサークル作ってまでして、親との会話を聞かれるのが嫌なのかよ。そりゃ、親との会話なんてプライベートなことだし、他人に聞かせたくないタイプのものではあるけどさ。

「あ、母さん。うん、私、霧姫だけど……えっと、その」

　ここからでも、ギリギリ夏野の声が聞こえる。随分と緊張した様子で、たどたどしく電話に向かって話し始めた。

「あのね、今度、会ってもらいたい、犬が……いるんだけど」

　その言葉を聞いて、夏野の母親は電話の向こうでどんな顔をしたんだろうか。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ピンクの象のすべり台】……　新稲葉商店街の脇、丘の上公園に設置されているすべり台。最近、このすべり台付近の草が円状に刈り取られるという不ふ思し議ぎな事態が発生。世のミステリーサークル研究家達がこぞってこの公園を訪おとずれるようになった。






　新稲葉商店街の路地。

　気付けば、随分離れた場所まで来てしまっていた。

『どうするかなあ』

　公園から逃げ出してみたものの、犬一匹の身では、正直何も出来ることは無い。

　下手に公園に戻って、夏野の逆げき鱗りんに触れれば、その瞬間に俺の二度目の生涯も幕を閉じてしまう可能性がある。どうすることも出来ないのだ。いつ爆発するか分からない爆弾に、触れる阿あ呆ほうがいるものか。

『まあ、どうせ夏野が動き出せばすぐ分かるだろうし。本でも読んでよっかな』

　本を求めて足を踏み出そうとして、ふと、路地の暗がりに隠れるようにして立っている人影を発見した。携帯電話を手にしているその姿に、すわ夏野が追ってきたのかと身構えてしまう。どこか、雰ふん囲い気きが似ているような気がしたのだ。

　しかし良く見てみれば、全く違った。路地裏に佇たたずみ、辺りに声が聞こえないように気を遣つかいながら携帯電話で会話をしていたのは。

『秋月、マキシじゃないか』

　白いコートの襟えりを立て、白い帽ぼう子し、白いミニスカートに身を包み、白い携帯電話を手にしている秋月マキシが立っていた。サングラスは外し、素顔を見せている。

「お母さん。うん、あたし。どう、そっちは皆元気にしてる？　あ、別に、何か用事があるって訳じゃないんだけど。うん、ちょっと、声を聴きたくなってね」

　笑顔。テレビで見たことがある表情とは違う。夏野と対たい峙じしていた時の表情ともまた違う。普段より、少し気の抜けた、柔らかい笑顔。

　マキシの手には、姫萩九郎からのメッセージと思おぼしき白い封筒が握られている。先程、電話の相手を『お母さん』と呼んでいたところを見ると、秋月マキシも夏野と同様に姫萩九郎の指示に従って家族へと電話をしているということか。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、ちゃんと食べてるから」

　その口調は、家族相手だからなのか、先程聞いた尊大で傲ごう慢まんなものではない。自分の近くの存在に対する遠えん慮りよのない口調で。

「あ、あれ見てくれたの？　そうそう、輝いてたでしょ。あたしの顔芸」

『顔芸!?』

「何言ってるの。顔芸なんかで戸惑っていられないよ。あたしはもっともっともっと輝くんだから。そう、先せん輩ぱいは顔芸だけで二時間持たせたって言ってたもん」

『二時間!?』

　顔を売るのがアイドルの仕事の一つだとは思うけれど、しかし文字通り顔で芸をするのはアイドルの仕事なのか。しかも二時間って、どんなコンセプトで番組やったんだよ。どれだけ顔が面おも白しろくても二時間はキツイかな……画面が持たない。

「あたしはそれ以上、顔芸だけで三時間は持たせられる様にならないと、全然輝いたことにならないわ。ナンバーワンにならなきゃ！」

『だから無理だよね!?』

　二時間ですら前人未到なのに三時間とか、ゴールデンタイム丸々顔芸とか、それもう軽く放送事故レベルですよ。

　アイドル業界、実は俺の予想もつかない程深しん遠えんということなのか。見えないところで色々あるんだろうな。俺、アイドルを目指さなくて本当に良かった。犬で良かった。

「あれ。コタとヒナもいるの？　代わって代わって」

　数拍置いて、秋月マキシの口調が変わる。

「二人とも元気？　うん、マキ姉も元気だよ。今日ね、凄い美お味いしいチャーハンを食べたの。もう超美味しかったんだから、思わず光り輝いちゃうくらいね」

　相手は妹か弟だろうか。子供に話しかけるような、砕けた口調。

「作り方を教えてもらったから、今度帰った時に作ってあげるね。うん、二人が選んでくれた帽子も使ってるよ。ありがとね。そう、あの帽子のおかげであたしのＢＭ粒りゆう子しがより出力を増して、今までよりも二〇パーセント輝きを増すことができたんだよ!!」

『ＢＭ粒子？』

　子供相手に何の話をしているんだ。つーか、マキシさんって家族相手でも自じ画が自じ賛さんは変わらないんですね。

「あ、爺じいちゃんも起きてるの？　代わって代わって。その次は婆ばあちゃんね！」

　そうして電話の相手が代わりマキシが話す。また相手が代わり、マキシが話す。

　そんなやり取りが何度か続いた。それだけの数の家族がいるということなのか。だとしたら結構な大家族ということになる。

「うん、お母さん。別に無理なんかしてないよ。確かに、忙いそがしいけど、楽しいし。それに大だい門もんや、皆もいるから……」

　声を落として告げられたマキシの言葉。

　それは、ＴＶで見る秋月マキシの姿とはかけ離れた姿。多分、それは普段周りには決して見せることのない一面。ひょっとしたら黒服達にすら見せていない一面なのかもしれない。

　そんな姿を覗のぞき見みてしまったことに、僅かな罪悪感を覚える。

『……行こう』

　これ以上ここにいてもしょうがない。偶然とはいえ、プライベートを垣かい間ま見みてしまったという後ろめたさ。そして『家族』という単語に対する寂しさから、そっとその場を立ち去ろうとして。

　背後。携帯電話が地面に落ちる乾いた音を聴く。

「な、何で、ここに犬がいるの!?」

　振り返った先。通話を終えたマキシが、ひどく驚いた顔でこちらを見ていた。




　アイドルである、秋月マキシの視線。初めて見た時にも印象的だった、こちらの全てを射抜くような力強い視線が俺に向けられている。

「な、何で、犬が……」

『何だよ。いちゃ悪いのかよ』

　もう開き直るしかないじゃないか。どうせ聞こえないし。

　見つかってしまったからにはしょうがない。はいはい、私は犬ですよっと。大丈夫、ぼくはきれいな犬。今聞いたことや見たことは別に誰にも言いませんとも。何なら犬らしくじゃれて見せようじゃないか。くらえ、これが俺の服ふく従じゆうのポーズだ！

「きゃあ!?」

『へ？』

　悲鳴。俺が腹を上にして服従の意思を見せようと動いた瞬間、秋月マキシの口から小さな悲鳴が上がった。

『いや、そこまで驚くことないじゃないか』

　一歩近づくと、秋月マキシは悲鳴を上げた体勢のまま一歩下がった。その顔は驚きと言うよりも、恐怖。

「ちょっ、来ないでよ！」

　一歩近づく。

「こ、来ないでって、言ってるのに！」

　一歩近づく。

「こ、来ないでぇ」

『どうするんだ、これ？』

　一歩ずつ近寄った結果、俺はマキシを路地の壁に追い詰める形になってしまった。少しでも離れようとしているのか、路地の壁に張り付いている。

『知らなかった。秋月マキシって、犬嫌いだったのか』

　考えてみれば、控ひかえ室しつで俺が吠ほえた時も思いっきり鏡に逃げていたし、さっき駅前に集まった時も俺に近寄ろうとしなかった。夏野の膝の上の俺を睨んでいたのも、とばっちりでは無く、単に犬が苦手で、目が離せなかっただけだったのだろうか。

「おい、どうした？　何かあったのか？」

　と、路地の向こうから声が聞こえる。禿とく頭とうの黒服、大門の声だ。

　その声を聴いて、秋月マキシは後退を止めた。

　浮かんでいた涙を、服の袖でグイとぬぐい、顔を上げる。

　そこに見えるは、怒りの表情。

「……よし、決めたわ」

　この状況の何が、マキシを刺激したのか。顔を怒りに染めて、恐れの震えも怒りに変えて。俺に向けられた強い光はそのままに、決意を宿した瞳ひとみで。

「あたし、犬嫌いなの止める！」

『急に何を言い出すの!?』

　つーか、止められるものなの!?

　それが出来るんなら人類は苦労しないな!!

「犬を嫌いなあたしなんて美しくない！　苦手な物があるあたしなんて、そんなの全然輝いてない！　秋月マキシを舐めないで、あたしは輝く為ならどんな苦手な物だって乗り越えて見せる！　だから、犬好きな秋月マキシに、あたしはなる!!」

　高らかに告げられるマキシの声。

　それはほとんど、自己催さい眠みんのような必死さだったけど。

「大門、来なくていいわよ。電話は終わったけど、新しく緊急の用事が出来たから、そこで待ってなさい。皆も、くれぐれも不ふ審しん者しやが近寄らないようによろしくね」

「「「「ハイ！！！！」」」」

　秋月マキシの声に応こたえるようにして、黒服達の怒ど号ごうが路地に響ひびく。

「そ、そもそも、な、何であたしが犬なんか怖がらなきゃいけないのよ！」

『俺に聞くなよ。知りませんよ』

「い、いくら五歳の頃に隣の伊い佐さ坂さかさん家のハチに咬かまれて、高熱で三日間犬耳の妖怪の夢にうなされたからって。そんなの犬を怖がる理由になんかならないんだから！」

　疑うたがう余よ地ちの無いほどそれが原因です。トラウマにも程がある。

「大体、犬が怖いとか、どこのオバケだってのよ」

　言葉を重ね、自分を鼓こ舞ぶして行動を開始するマキシ。

「そんなの、この太陽よりも光り輝くあたしには似合わないし」

　ゆっくりと近づいて、俺の目の前に腰を下ろす。

「何より、こんなビビッてるあたし自身が一番格かつ好こう悪わるい！」

　そして、俺に向けておっかなびっくり手を伸ばす。

「だから、越えてみせる！　犬なんか怖がっていたら、アイドルの名折れだもん!!」

　その両手が、俺の身体を乱らん暴ぼうに摑んだ。

「こ、怖くない、怖くない、怖くない、怖くない！　怖くなんかないんだから！」

　鼓舞する声と共に、俺の身体が宙に浮いた。言葉とは裏腹に、秋月マキシの体の震えが止まらない。瞑つむった両目の端からは、涙がにじみ出ている。それなのに、そっと自分の方へと、俺を引き寄せる。

「大丈夫、あたしは犬が好き。あたしは犬が好き!!」

　そうして、少なくとも誰かさんよりかはボリュームがあるだろう胸が目の前五センチにまで至ったところで。

「やっぱり怖い!!」

　そのまま放り投げられた。




『やっぱりかぁあああ！！！』

　嫌な予感はしていたんだ!!

　ぐるぐると視界が回転して、そのまま重力に従って落下しようとする。猫じゃあるまいし、ここから無事な着地とか無理な話です。

　今、そこにある死。

「……何をやってるんだ」

　と、俺の身体が空中でキャッチされた。

「おい無事か。生きているか？」

『あ、あああああアブねえ！　何だよ今の高さ！　おかしいだろ、何でちょっと放り投げただけであんな高さになるんだよ!!』

　秋月マキシ、細い手足にもかかわらず実はパワーキャラなのか。そう言えば、徒と手しゆで夏野とやり合おうとしていたっけ。

「だ、大門。何で来たのよ。向こうで待ってろって言ったでしょ！」

「あんな悲鳴なんか上げておいて、来ない訳ないだろう」

「何よ、邪魔しないでよ。せっかく今犬嫌いが克こく服ふくできるかと思っていたのに！」

「結局、出来なかったんだろう？」

「ぐぬぬぬぬぬ」

　大門の手で地面に下ろされ、二人の喧けん々けん諤がく々がくのやり取りを聞く。

『何とか助かったけど、でも……』

　秋月マキシの犬に対するトラウマ克服。

　最後は失敗したけれど、秋月マキシは確かに俺を持ち上げてみせた。自分の力で強ごう引いんに、過去のトラウマを乗り越えようとしたのだ。

『こいつ、一体何なんだ』

　普通、そんなことが出来るのだろうか。ドラマチックな舞ぶ台たいや契けい機きも無い。ただ偶然俺を見つけ、そこから芽め生ばえた『犬が怖い自分が許せない』という想おもいだけで、トラウマを乗り越えようとした。

　それは意志が固いとか、信念があるとか、そんな次元で片づけられる問題では無い。克服ではなく、ほとんど破壊に近いやりかたでの突破。人間離れした精神力、それが秋月マキシの強さの根こん幹かんなのだろうか。

「ってその犬、あの黒いのが連れていた犬じゃないの？」

　少し離れて、しかし出会った時よりも近い距きよ離りで、秋月マキシは俺を見つめる。

「そうだな、確かに秋山忍が連れていたミニチュアダックスフンドだ。どうしてここにいるんだ」

「さあ、気付いたらそこにいたわよ」

「秋山忍からはぐれたのか」

「おおかた、飼い主の横おう暴ぼうさに耐えかねて、逃げ出して来たんじゃないの？　全く、心まで真っ黒って感じよね」

『正解!!』

　何と言う慧けい眼がん。あの貧乳ハサミの本質をたちどころに見抜くとは、さすがだな。貧乳とは器うつわが違うよ。

『ゴブゥ!!』

　と、俺の背中を衝しよう撃げきが襲った。しまった本人がいたのか!?

『ごごごごめんなさい夏野さん。夏野さんは貧乳ではありません。ただ、他の人よりちょっと胸部の脂肪が不自由なだけで……って、あれ？』

　俺の身体を襲った衝撃。それは夏野の一撃では無く、重りの付いた白い紙で。

「何だ？　空から降ってきたぞ」

「大門、それを拾いなさい。恐らく、それが次のチェックポイントの指示よ。前の指示には『その後に来る』って書いてあった。どうするのかと思っていたけど、まさか落ちて来るとは思わなかったわね」

　確かに『電話』のチェックポイントの前文には『その後に来る』と書いてあった。これは、秋月マキシがチェックポイントを達たつ成せいしたことの結果だ。

　でも、何で空から？

　大門は、俺に激突した白い紙を拾い、その内容をマキシに見せる。




　──原稿は最上階にある。


　　　　　　　新稲葉タワー。






　それは、今までとは明らかに異なる文面、原稿の隠し場所を記した文章だった。

『これ、は』

　姫萩九郎は『原稿は新稲葉のどこかに隠した』、『その場所に辿り着けば原稿を返す』と言っていた。つまり次が、最後のチェックポイントということか？

「どうやら、このふざけたレースも次で終わりみたいね。最後は新稲葉タワーか、あの黒いのはもう着いているのかしら」

「どうだろうな」

「まあ、行けば分かるでしょ。はい、じゃあ全員集合!!」

「「「「ハイ！！！！」」」」

　マキシの一声に、一瞬で目の前に整列する黒服の皆さん。この人達の動きも大たい概がい、人間離れしている。しかも駅前で見た時より人数増えてないか。

「最後の目的地は新稲葉タワーよ!!」

「「「「ハイ！！！！」」」」

「皆、忘れ物は無いわね」

「「「「ハイ！！！！」」」」

「よし、じゃあポージングを決めるわよ。皆、鏡とライトの準備は良い？」

「「「「ハイ！！！！」」」」

『いや、行けよ』

　忘れていた。マキシさんてば、そういえばこんな残念系の人だった。出て来たらポージングを決めなきゃいけないような決まりでもあるの？

　と、大門が俺を持ち上げる。

「おいマキシ。秋山忍の犬はどうする？」

「そうね、連れて行きましょう。新稲葉タワーに行けばどうせあの黒いのもいるでしょ。そこで直接返してやればいいわ」

　マキシはポージングを決めながら、大門の手の中にいる俺を一目見ると、再度サングラスをかける。

「じゃあ佐さ藤とう、そこの犬を運びなさい！」

「ＹＥＳ！　マキシ様の言うとおり!!」

　マキシの言葉に、集団の中から『佐藤』と呼ばれた、額の中央にホクロのある黒服が出てきて俺を抱え上げる。

「それじゃあ、行くわよ!!」

「「「「ハイ！！！！」」」」

　怒号と共に歩き出す秋月マキシ。

　強固に結びついた黒服の大軍を引き連れて、秋月マキシの進軍が始まった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ＢＭ粒子】……　ブリリアントマキシ粒子。秋月マキシの放つ輝きの正体であり、金髪の輪っかの部分から放出される。放出量は、その時秋月マキシが着ている衣い装しようとテンション、ポージング等により大きく左右されることが近年の研究によって判明した。

【新稲葉タワー】……　新稲葉駅から南下し国道一四号線を越えた先、新稲葉港近くにそびえ立つ円柱状の建造物。最上階にある展てん望ぼう台だいからは新稲葉中を見渡すことが出来る。入り口前の広場では、月初めにフリーマーケットが開かい催さいされる等、新稲葉住民の憩いこいの場ともなっている。外壁は全面ガラス張りである為、昼間にはピカピカと光って眩まぶしい。たまに巨大な人形が降ってくるとか。




















　彼女を欺あざむき続けていることに痛みを覚え。

　しかし自分の見込みが、正せい鵠こくを射ていたということに僅わずかな悦よろこびを覚える。

　全すべての試練を潜くぐり抜ぬけ、彼女達がここに到達した。

　後はただ、答えが出ることを望もう。

　彼女達の、才能と、力を信じよう。

　自分さえも失いそうな焦しよう燥そうの中。

　それだけが希望の光で、頼れるものだった──。




　新しん稲いな葉ばタワー。

　今日一日、秋あき山やま忍しのぶの原稿を探して新稲葉を駆け回った、その最終地点。

　日中ならば観光客で賑にぎわうであろうこの場所も、夜の帳とばりが降りはじめている今は人影も無く、ただ寒風のみが吹き荒んでいる。上空にカラスらしき黒い鳥の影が垣かい間ま見みえるだけの、ひどく寂しい場所。

　二人の作家が、その場所に到着したのは同時であった。

　黒いコートをなびかせて、ただ一人颯さつ爽そうと現れたのが、秋山忍。

　白い衣い装しように身を包み、背後に多くの黒服を引き連れ現れたのは、秋あき月づきマキシ。

　共に規格外の二人の作家。

　秋山忍と、秋月マキシが、新稲葉タワー入り口前の広場にて向かい合う。

「よく来たわね、黒いの」

「こっちの台詞せりふよ、白いの」

　一つやりとりを交わした後、夏なつ野のの視線がマキシから外れ、更に後方に向けられる。

「そう、どこに行ったのかと思っていたら、そんな所にいたのね」

『……俺？』

　夏野の冷たい視線が、俺に注そそがれている。

「ああ、このミニチュアダックスが気になるの？」

　夏野の視線にマキシも気がついたのか、ホクロの黒服が肩に乗せた俺を振り返る。

「感謝しなさいよね。商店街の路ろ地じ裏うらで迷子になっていたから連れてきてあげたの。ほら、あっちに戻りなさい、あたしってば犬に対してもなんて優しいの!!」

　自らの身体からだを抱くようなポージングをしながら放たれたマキシの言葉に、ホクロの黒服は俺を地面へと降り立たせる。

『っと』

　しばらくぶりの地面。促うながされるまま、夏野の下へと歩き出す。二人の距きよ離りは数メートル程、すぐに到着しそうで。

『……ちょっと待てよ』

　俺は果たしてこのまま戻っていいのだろうか。

　さっきの夏野の怒り、あれは既に収まっているのか。まずは確認が必要。もしも収まっていないのなら。

『うわぁ』

　視線を向けた先、夏野は、とても良い顔で笑っていた。

　笑顔。見るもの皆を微笑ほほえませるような温かい笑みとは違う、見た人間全員を凍いてつき殺すような笑みが、刺し殺すような視線と共に俺に向けられていた。

『あれ、これやばいんじゃないの。戻ったらゲームオーバーじゃないの？』

　確かに、夏野からしてみればチェックポイントの途と中ちゆうでいなくなった俺が、最終目的地に着いたら敵の秋月マキシ側から登場したことになる。それに怒りを覚えたのかもしれないけど。でも俺がマキシの所にいたのは偶然だし、そもそも夏野の下を離れたのも、あいつがどっか行けって言ったからだし。

『駄だ目めだ、そんな言い訳が通用する気がしない!!』

　このまま戻ったら大変な事になる。どうする、どうすれば、俺の五体は満足のままでいられる。考えろ。考えないと死ぬぞ。

「あと一秒で戻ってこないと右足が無くなる」

『……はい』

　考えても死ぬらしかった。夏野大明神様の命令には逆らえませんね。

　すでにハサミを構かまえているのが凄すごい怖いです。




『た、ただいま戻りまし……た』

　無事足元まで辿たどり着ついた俺を、夏野は冷たい視線で迎え、そのまま俺を摑つかんで顔の前まで引き上げる。

「おかえりなさいバカ犬。どこへ行ったのかと思えば、まさかあのアイドルの所に身を寄せているなんてね。へぇ」

『えっと、夏野さんこれには訳が。マリアナ海かい溝こうよりも深い訳が、ある、よ？』

　何を言っても、怒りは収まる気がしない。

『つまりですね、偶然と成り行きと、神の見えざる手のせい、なの』

「成り行き、ねえ。その割には戻ってくるのに随ずい分ぶんと時間がかかったみたいだけど。あの白いのに未み練れんでもあるのかしら、この浮犬は」

『いや、その』

「無意識のうちにアイドルに惹ひかれたと言うの？　確かに、さっきのライブでも随分と褒ほめ称たたえていたものねえ。もうちょっと見ていたいなんて、言っていたものねえ」

『だから、それは』

「そんなにあの白いのが好きなら、あいつの家の犬になっちゃえば良いじゃない！」

　どこぞのお母さんみたいな台詞。いや、よその家の犬になる前に、天国の住人になりそうです。

　そんな冥めい途ど一歩手前の俺を救ったのは、背後からの声。

「……そこの黒いの、ミニチュアダックス相手に何やってんの。そんなことしてるから逃げられるんじゃないの？」

　周りの黒服達の持つライトと鏡に囲まれて、まっとうでないポージングを決めている秋月マキシの、まっとうな言葉だった。

　そしてまっとうではない夏野さんが反応する。

「あ？　何ですって？」

「そんな反応をするということは図星？　ちょっと、右側の鏡が影になっているわよ。飼い犬を苛いじめるなんて、随分と輝かないことをするわね。違う、そっちは左。あたしから見て右よ。この引きこもり作家は。ああもう、今度はライトの角度が違う！」

　周囲の黒服達に指示を飛ばしながら、マキシは夏野に向けて話し続ける。

「それとも、このあたしに敵わないとみて、飼い犬に八つ当たり？　そう、その角度よ、素晴らしいわ。うん、あたしってば超輝いてる!!」

　いや、俺を救うのか、夏野に暴言を吐くのか、それとも自分がポーズを取るのか、一つずつやってくれませんかね。出来たら俺を助けることを最優先にすると吉。

「あ、このポーズは使える。ちょっと、写真、写真を撮とって！」

『そっち優先しちゃったかー』

　もうこの人に期待とかしない方がいい。

「あらあらこの露ろ出しゆつ狂きようったら、私よりもここに来るの遅かったくせに、よくもまあそんな大きな口が叩たたけるものね。もう勝負ついてるから、この負け犬！」

「はぁ？　あたしの方がここに着くの早かったじゃない！　それに、露出狂じゃ無いって言ってるでしょ！　ああ、怒ってるあたしも美しい！」

　今日ずっと同じことの繰くり返かえし。顔を合わせる度たびに喧けん嘩か腰ごしのこの二人。

　前世で何かあったのか。エイリアンとプレデターとか、そんな殺し殺され合う関係性だったに違いないよ。一度きりの人生なのだから、もっと仲良くしようよ。どうして人間同士、仲良く出来ないの？　どうして人は、争いを繰り返す負ふの連れん鎖さを断ち切れないの？

『……っと』

　夏野の意識が秋月マキシに向いた隙すきをついて、夏野の手の中から逃げ出す。

　地面に降りた俺の頭上で繰り広げられているのは。

「私はアナタよりも五秒早く来てたわよ」

「あ、あたしの方が更に四秒早く来てたもんね！」

「三秒！」

「二秒！」

「一秒！」

「〇・四秒！」

　小学生か。

「おい、そこまでにしろマキシ」

「何よ大だい門もん、邪じや魔ましないで。あと少しであたしの勝利が!!」

「見ろ。扉が、開いている」

　大門が示した先。夏野とマキシ、二人が睨にらみ合あっているその奥、新稲葉タワーの正面入り口が、いつの間にか開いていた。

「あの扉、さっきは閉まっていたわよね？」

『ああ、確かに閉まっていた』

　新稲葉タワーの入り口は、ガラス製の分厚い扉だ。風で勝手に開くような扉ではない。ならば、中にいる誰かが開けたのか。

　この勝負の参加者が、ここに揃そろったことを確認した誰かが。

「ふん、中で決着を付けてやる。皆、付いて来なさい」

「「「「ハイ！！！！」」」」

「面おも白しろい。中で吠ほえ面づらかかせてあげる。行くわよ犬」

『えっと……俺一匹で黒服と渡り合うの？』

　睨み合っていた二人は視線を外し、それぞれ新稲葉タワーへと向かって歩く。それは、闘とう技ぎ場じようへ向かう闘とう士し達たちの歩みのよう。




　新稲葉タワーの内部。

　外観とは違い、割と地じ味みな内ない装そう。観葉植物によって仕切られたロビーには休きゆう憩けい出来るようにソファとテーブルが置かれている。ソファの近くには自動販売機。向かって左側にはチケットを販売する受付とお土産みやげ売り場。右側には展望台へと直通するエレベーター。そして正面一番奥には、上の階へと登る階段。

　そこに、人が立っていた。

『……誰だ？』

　まるで階段への侵入を防ぐ番人のように階段の前に立つ人影。

　ロビーの電気が消されているせいで、その顔は見えない。

　しかし今、ここで姿を見せるべき人物は、一人しかいない。

　秋山忍の原稿を奪うばい、新稲葉の各地にチェックポイントを配置し、そして俺達をここに導みちびいた張本人。この事件の黒幕。全ての元凶。何故、こんな事件を起こしたのか、得え体たいの知れないその人物を前に、沈黙が降りる。

　人影が動きを見せた。右手を上げ、何かのスイッチを押す。

　その動きに夏野とマキシが身構えると同時、ロビーの電気が付いた。

　明りの中であらわになった謎なぞの人影の顔。

　自分の正体がさらされたことを何とも思わないかのように口を開く。粘るようなその声が、ロビーに響き渡る。




「良くぞ、ここまで来ましたねぇ」




　柊ひいらぎ鈴すず菜なだった。

　つまり、良く見慣れた変態でした。

　夏野さんが全力で殴なぐりに行ったので、しばらくお待ち下さい。




　ボコスカタイム終了。

「……ふう」

　夏野は息を吐き、気持ち良さそうに汗を拭ぬぐう。そして変態は床に倒れ伏したまま、エヘエヘと嬉うれしそうに笑っている。もうやだこいつら。

「電話の後に急にいなくなったと思ったら、こんなところで何をしているの？」

　そういや、さっき外にいた時いなかったね。特に必要が無いので、いなくなっても気が付きませんでした。

「あああ、すいません先生。実は、編集長との電話の後、私にも九く郎ろうさんからメッセージが届きまして」

「アナタ宛あてに、メッセージ？」

「はい、これなんですが」

　鈴菜は、申し訳なさそうな様子で懐ふところから白い紙を取り出すと、俺達に向かって見せる。




　──柊さんへ。新稲葉タワーのロビーのソファの上に指示を置いておくので今後はそちらの指示に従って行動して下さい。もちろん、この指示に従わない場合も秋山先生の原稿は失われることになりますので、お気を付け下さいね。




「ふうん。つまりアナタも、姫ひめ萩はぎ九郎からの指示に従って行動したという事ね」

「はい、公園で先生と別れてから、私は九郎さんの指示に従ってこの新稲葉タワーに来たんです。さっき、そこの扉を開けたのも、私です」

『指示されたら何でもするのかお前は』

「だって、断ったら原稿がどうなるか分からないじゃないですか。まあ、先生にしばいてもらえるのを期待しなかったかと言われれば、勿もち論ろんゼロではありませんが」

『そこはゼロにしておけよ』

　肝かん心じんな場面で、どうしてこいつはこうなんだ。ドＭだからか。ドＭがいかんのか。今更言いたくないけど、そもそもこいつが管理をしっかりしていれば、原稿は奪われなかったんじゃないのか。

「それで、そのソファに置かれていた指示の、続きは？」

『続き？』

「あるんでしょ、続き。まさか、扉を開けるだけの指示って訳じゃないでしょうに」

「あ、あります。ですが、それは」

「いいのよ鈴菜。アナタはその姫萩九郎の指示に従って行動すればいい」

「先生……」

「それで、私達はこの新稲葉タワーで、何をすればいいの？」

　夏野の言葉に、鈴菜は意表を突かれたかのような表情を見せる。夏野が言ったのは、この期ごに及んでも、まだ姫萩九郎の指示に従い続けるという意味で。

『いや、だから、原稿はこの新稲葉タワーの中にあるんだろ？』

　さっきのチェックポイントで手に入れた姫萩九郎からの指示。そこには盗まれた原稿のある場所が書かれていた。『最上階にある』という指示通り、秋山忍の原稿は新稲葉タワーの最上階、展てん望ぼう台だいにあるに違いない。だったら、もうわざわざ姫萩九郎の指示なんかに従わなくても。

「おめでたい犬ねえ、その指示が噓うそじゃないと言う証拠は無いじゃないの」

『だ、だからってさ』

「いいのよ。そんなことはもうどうでもいいの。最初に言ったでしょ、これは姫萩九郎が私に叩きつけた挑ちよう戦せん状じようで、喧けん嘩かだって。売られた喧嘩なら買ってみせる。最後まで付き合ってやろうじゃないの」

　そう、力強く宣言した。

「だから鈴菜。さっさと始めなさい。姫萩九郎は、この新稲葉タワーで一体何をやらせようと言うの」

　鈴菜は、一瞬俯うつむいて。

「……分かり、ました」

　しかし、すぐに顔を上げ、ロビーの中にいる全員に向かって言い放つ。

「私が、九郎さんから受けた指示は、この新稲葉タワーで行われる闘たたかいの進行役を務めることです」

「闘い？」

「はい、お二人にはこちらにて闘って頂きます」

　大きく手を広げながら、鈴菜は秋山忍と秋月マキシに向かって宣言する。何故かノリノリな感じで、朗々と言葉を紡ぐ。

「ここが阻そ止し限界点、最後の決戦の舞ぶ台たい。最高の作家同士が戦うのなら、その舞台も最高でなければならない。一説ではバベルの塔とうが崩ほう壊かいしたのも、サグラダ・ファミリアが完成しないのも、この戦いの激しさが原因だとされているとか。日本でも京都の九く重じゆう楼ろうにて行われたという、最高難度の執筆戦の一つ」

　秋月マキシに感化されたのか、そこで一度ターンを決めて。

「その名も『九連訪塔執筆戦ナインストーリーズ』です!!」

　そう、堂々と告げた。




『ま　た　か　よ　!!』

　ちょっと想像はしていたけども！

　途中から雲行き怪しいなとは思っていたけども！

　また、そういう訳分かんない戦い方するのかよ！

　ってかバベルの塔とか言う時点でどうかしているし！

　何がバベルだよお前の頭が倒壊しろよ!!

「九連訪塔執筆戦!?　……まさか、ここでその名前を聞くなんてね!!」

「そう、あの伝説の執筆戦で勝負というわけね。面白い」

『お　前　ら　も　か　!!』

　何で、何でそんな当たり前のように受け入れるの？　作家しか知らない裏の歴史とか存在するの？　作家の業界はそんなに不ふ穏おんなの!?

「秋山先生、秋月先生はもちろんご存知かとは思いますが、念の為ため『九連訪塔執筆戦』のルール説明をさせて頂きますね」

『ご存知な方がおかしいんだからな？』

　俺のツッコミを華か麗れいに無視して、鈴菜の説明が始まる。

「これからお二方には九作の短編小説を書いて頂きます」

『きゅ、九作も？』

「はい、この新稲葉タワーは、最上階の展望台を含めて全部で一〇のフロアが存在します。二階から最上階まで、各階に一人ずつ審しん査さ員いんを用意しておりますので、それぞれの階で審査員相手に即そつ興きようで短編小説を書いて頂きます。それを読んで審査員が満足すれば上の階へと進んで頂き、審査員が満足いかなければ、更にもう一作短編小説を書いて頂くことになります。つまり、審査員が納なつ得とくしない限り、ずっと短編小説を書き続けることになるのです」

　執筆戦という、その名の通りに。作家としての本分を問われる戦い。それは何よりも作家らしい勝負の付け方。ここまでのチェックポイントが一切作家に関係なかったので、余計にそう思える。

「原稿用紙や筆記用具はそれぞれのフロアに用意してありますので、ご自由に使ってください。ただ、それだけです。審査員を満足させるような短編小説を、全力で、書き上げ、最終的に、最上階の展望台まで辿り着いて下さい。そう、これこそが九人の審査員と九作の短編小説がぶつかり合う、『九連訪塔執筆戦』なのです!!」

「九作ね。楽勝よ！　役満よりも光り輝くあたしには物足りない数字ね」

「九作でいいの？　何なら九〇作でも書いてみせるわ」

　説明に対し、二人の作家は自信に溢あふれた言葉で返す。

「ちなみに、審査員は新稲葉の住人の中からランダムで選出した九人の方々がスタンバイしている……予定だったのですが」

　と、さっきまで、堂々と宣言していた鈴菜の言葉と表情が曇くもる。

『おい何だよ。何かトラブルでもあったのか』

「ついさっき、審査員の内の半分が突然、原因不明の腹痛や頭痛やらを発症してダウンしちゃったんですよねぇ」

『軽く言うなよ、大問題じゃねえか』

「恐らく、お二人が外で睨み合った時に発生した覇は気きにあてられて、体調を崩くずしてしまったのだと思います」

　いやおかしいだろ。どっかの海賊達じゃあるまいし。作家って、そんな覇気とか出せるものなの？　そういうところはスルーしていいの？

「なので審査員は残った五人となりました。ちょっと予定と違いますけど、気にせず行きましょう。審査員の皆さんは二階から六階の、五フロアに一人ずつ待っていますので、ルールは変わりませんよ」

『じゃあ九連じゃねえじゃん』

　審査員五人しかいないなら、最初から五階建てくらいの建物でやれよ。新稲葉タワーの持もち腐ぐされだろうに。

「五戦となると、『五連謝意執筆戦フアイブリスペクト』になるんですけど、あれはちょっと形式が違ってくるんですよね。あっちは標高八〇〇〇メートル以上の領りよう域いきが必要になりますし」

『他にもあるの!?』

　標高八〇〇〇メートル以上って、それ考えた人間どうかしている。インクも凍るわ。

「何よ。それじゃあ、全部で五戦。短編小説も五作ということ？」

「はい、そうなります」

　鈴菜の説明を全て聞き終え、夏野はもう一度確認をした後、マキシの方を向く。

「聞いたわね、白いの。というわけで、三勝した方が勝ちよ」

「オーケーよ、黒いの。覚悟してなさい。この雪景色よりも光り輝く秋月マキシ様がギッタンギッタンにしてあげるんだから！」

「今のうちにキャンキャン吠えてればいいわ。私が勝ったら全裸で土ど下げ座ざの上、靴くつを舐なめてもらうわ。もちろんＨＤ画質で録画よ」

「そ、そっちこそ、あ、あたしが勝ったら土下座よ！　忘れないでよね！」

『おい』

　ちょっと待て。

「何よ、うるさいわね騒犬」

『お前達一体何の話をしてるんだ。三勝ってまさか……』

「三勝は三勝よ。五戦勝負なんだから三勝した方が勝ちに決まってるでしょ」

『やっぱりかよ!!』

　あれ、さっきのルール説明聞いていたよね。ちゃんと『分かった』って言ってたよね。それじゃあ何でそんなことになるの。俺とは違う世界線のルールを聞いていたの？

「ちゃんと聞いていたわよ。でも、私達。新稲葉中のチェックポイントを回って、ここに辿り着いたのはほぼ同時。つまり決着はつかなかったのよ。だったら、この『九連訪塔執筆戦』で白黒つけるのが一番じゃない」

　いや、そんな当たり前のように言われても。何でこの期に及んで勝負なの。何なの、戦う事を強しいられているの？

「あ、あの秋山先生。いつの間にそんなルールに」

　ほら、進行役の変態も困っているし。変態を困らせるなんて大したもんですよ。

「別に『九連訪塔執筆戦』のルールを変えろ、って話ではないの。ただ、審査の項目に一個追加してもらいたいのよ」

「追加、ですか？」

「ええ。『どっちが書いた短編小説が気に入ったか？』なんて項目をね。そしてそれを各審査後に審査員から発表させなさい。それなら、姫萩九郎の指示にも抵触しないでしょう？　白いの、アナタもそれでいいわね？」

「いいわよ！　ケチョンケチョンにしてあげるわ！」

　夏野の呼びかけに、マキシもポージングを決めながら言葉を返す。外で着けていたサングラスは外し、強い視線をこちらに向けてくる。

「と、いうことよ。鈴菜、いいわね？」

「そ、それぐらいなら構わないとは思いますが……」

「よろしい」

　結局、夏野とマキシの要望した通りにルールは改定された。

　姫萩九郎の手によって用意された勝負を、まるで原稿用紙の上の物語を書かき換かえるかのように自分達の勝負としてしまった夏野。姫萩九郎の手に踊おどらされてもなお、自分の道を曲げないように。傍はた迷めい惑わくで破は天てん荒こうだけど、自らの力で、自らの道を示した。

　準備は済んだ。

　ペンを構えインク散らし紙踊る、そんな戦い。

　作家の意い地じと意地が衝しよう突とつする、本気の決闘。執筆戦。

　バカらしくも華々しい、作家だけの戦いが、ここから始まる。

「では、準備はよろしいですか？」

「オーケー。大門と、他の皆はエレベーターで先に上に行ってなさい」

「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言うとおり!!」」」」

「問題無いわ。犬、アナタは後から付いてきなさい」

『おう』

　それぞれの仲間に言葉をかけ。二人共に鈴菜へと、準備完了の視線を送る。

「それでは『九連訪塔執筆戦』を開始します。いざ尋じん常じように」

　鈴菜が合図の手を上げる。一瞬、静せい寂じやくがタワーを支配して。

「始め!!」

　二人の作家は、戦いの場を目指してスタートを切ったのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【九連訪塔執筆戦】……　ナインストーリーズ。本来なら一日に一回か二回行うのが体力の限界とされている執筆戦を九回連続で行うという、数ある執筆戦の中でも最高難なん易い度どを誇ほこる。『創世の執筆戦』の一つでもあり、この執筆戦を経験すること自体が作家の中でも一つのステータスであるとされている。但ただし、前述の通りに非常に過か酷こくな戦いを強いられる為、過去この執筆戦で命を落とした作家も存在するとか。

【五連謝意執筆戦】……　ファイブリスペクト。標高八〇〇〇メートル以上の高地でのみ行われるという高難易度の執筆戦。参加者はその五体を地面に投げ出し、大いなる本の神へと祈りを捧ささげた後で、五連戦へと突入する。しかし準備の段階でリタイアする参加者が全体の八割に及ぶという。






『早っ!?』

　スタートの合図と同時。夏野とマキシは爆発的な速度で階段を上っていった。ちなみに鈴菜はスタートの余よ波はに巻き込まれて、床で伸びている。

　進行方向にわざわざ陣取っていたので、絶対にわざとだと思うけど、まあ放置する。この状況で変態なんかに構っちゃいられない。

　二人を追いかけ、俺も急いで階段を駆け上がる。

　新稲葉タワーはフロア毎の高低差もかなりのものがあり、階段も長々と続いている。犬の肉体ではきついけれど、どうにか全身を動かして階段をクリア。苦労しながらようやく、二階へと到着した。




　フロアの中央、長机に向かっている夏野とマキシ。

　二人の作家は俺の到着を待たず、早速執筆に取り掛かっている。原稿用紙に向かい、万年筆を振るっていた。

『もう書いてるのか……って、速過ぎて見えない!?』

　二人の手元が、まるで見えない。執筆を行っているのは間違いないのだが、しかしその手の動きが目にも映らない速さなのだ。

　夏野の超人的な執筆速度に関しては何度も見ているから、今更驚おどろくことではない。原稿用紙が燃えるかのような勢いで、ひたすらに万年筆を走らせ、文字を連つらねている。

　問題はもう一人、秋月マキシも同様の速度を維持しているということだ。

『秋月マキシも、同じ速度が出せるのか……！』

　以前行われた執筆戦において。夏野の対戦相手の藤ふじ巻まき蛍ほたるは、夏野の速度に付いていくことが出来なかった。摩ま訶か不ふ思し議ぎな執筆術など、手て管くだを尽くしてもなお、秋山忍の超人的な執筆速度には届かなかった。それだけ、夏野の執筆速度は並外れているのだ。

　しかし、秋月マキシは負けていない。純粋な速度で、夏野に匹ひつ敵てきしている。

　二人の執筆は続く。猛たけり狂くるう勢いで原稿用紙に万年筆を振るい、しかし眼は真剣な様子で原稿用紙を見据えている。

　万年筆が原稿を削けずる音が、一定のリズムで絶やされることなく。まるで賛美歌のように神々しい音色が、フロア中に奏かなでられる。

　そんな二人の姿に、思わず目を奪われる。高レベルの作家同士の織りなす戦い。それは、ここまで観客を魅み了りようさせるものなのか。

『……いやいやいやいや』

　落ち着け。我に返ろう。

　基本ニッチな戦いだよねこれ。

　つーか、執筆戦なる珍ちん妙みよう奇き天て烈れつなものを認めちゃっている現実が怖い。

　ぶっちゃけた話、単に短編小説書いているだけだよね。それがどうして、こんなに凄すさまじい光景を生み出しちゃっているんだろうか。

「……終わったわよ」

「あたしも、書き終わった！」

　と、俺が現実に対して悩んでいるうちに、二人の万年筆が止まった。

　速度も同じなら、書き終わった時間も同じ。執筆時間は、十数分程度。

　それ程の短時間で、二人は第一の短編小説を書き上げたのだ。上気した両者の顔に、自信が満ち溢れているのがありありと見て取れた。




　そして、審査に入る。

　肝心の一人目の審査員は、というと。

　フロアの中央、執筆用の長机の向かいに置かれた審査員用の机。そこに腰かけている人物は、尖とがった眼鏡に鋭い眼光、ヒステリックな雰ふん囲い気きをまとった中年女性。

『……ん？』

　誰だっけ？　どこかで見たことがあるような。

「ちょっと！　話が違うじゃないの！」

　記憶を探ろうとしたところで、中年女性の叫び声がフロアの中に響いた。

「私はただ、ここに来た人間が書いた短編小説を読んで通すか通さないか、それだけ判定しろって言われたから来たのよ！　何で、勝敗を決めるだなんて、面めん倒どうなことをしなきゃならないのよ!!　そんなの、今貰もらってる報ほう酬しゆうだけじゃ全然足りない！　上乗せしてもらわないと割に合わないわ！　死ぬほど報酬を用意しなさいよ!!」

　そのヒステリックな声を聞いて思い出した。

『あぁ、本ほん田だ書店に現れたクレーマーじゃないか』

　そう、俺が新稲葉に初めて来た時、そしてついこの前も本田書店でクレームを喚わめき散ちらしていたザーマス眼鏡だ。鈴菜の奴、新稲葉の住民からランダムに選んだとか言っていたけど、いきなり知っている人間を引き当てちゃっているし。

　胸につけられたネームプレートには『呉くれ　繭まゆ子こ　職業：クレーマー』の文字。いやそれ職業なのかよ。

　良く見ればザーマス眼鏡の横に置かれているハンドバッグには、高級化け粧しよう品ひんの類たぐいがこれでもかと詰め込まれている。成なる程ほど、それで買収して審査員になってもらったのか。

「何なの！　私聞いてないわよ!!」

　止まることなく喚いているザーマス眼鏡を、作家二人が説得に入る。

「おば様、難しいことなんて何一つありません。この二つの短編小説を読んで、どちらが気に入ったのかを決めて下さるだけで良いんです。そう、それだけ済めば報酬は、もちろんこちらから上乗せ致しますわ」

　丁てい寧ねいな言葉で行われるマキシの説得。

「そこのヒステリック眼鏡、ちょっとこの二つの原稿を読んで、どちらが気に入ったか審査してくれるだけで良いのよ？　しなかったら斬きる。審査するのなら、まあ斬らないこともない」

　凶器を用いた夏野の脅きよう迫はく。

「わ、分かった！　やる、やるわよ！」

　二人の説得によって、片方は脅迫だけど、無事に審査は行われることになった。




「それじゃあ、あたしからね！」

　秋月マキシの原稿用紙がザーマス眼鏡の手に渡る。

　マキシの顔に浮かぶは自信満々の表情。既に完全な勝利を確信しているかのような、そんな溢れ出す自信がそこにはある。

「まあ、読むだけは読んであげるわよ」

　受け取った原稿用紙を、面倒くさそうにめくるザーマス眼鏡。その顔は、最初の方こそ、つまらなそうでやる気のなさそうな様子であったが。

「こ、これは!?」

　読む勢いが変わった。

「何よ！　面白いじゃないの！」

　ザーマス眼鏡は、ペラペラペラペラと、快調に読み進めていく。

　少し前までの気だるげな態度が噓の様な勢い。真剣な、いかにものめりこんでいるという顔で、ただひたすらに読みふけっている。

　その様子を見て、秋月マキシが、またもポージングを決める。自信に溢れた顔と自信に溢れたポージングで、夏野に向かって言葉を放つ。

「聞きなさい黒いの。この秋月マキシの一作目の短編！　それは、三角関係四角関係、ドロドロ恋愛ストリーム、そして死に別れ生き別れの波は乱らん万ばん丈じよう！　流転の人生を描いた超大作、女の一生そのものよ!!」

『た、短編なのに!?』

「人生はバラ色、しかし時には涙色！　山あり谷あり、どん底から天上まで、あらゆる艱かん難なん辛しん苦くが主人公に襲い掛かるの！　けれどそれを、愛の力で乗り越えて行くのよ、ああ素晴らしきこの人生！　素晴らしきあたしの短編小説!!」

『た、短編なのに!!』

「そんな物をこんな短時間で書き上げてしまうなんて、さすがはこの秋月マキシ！　ああ、超輝いているわあたし！　シャイニング!!」

　秋月マキシの書いた短編小説。それは、海外のトレンディドラマの要素をふんだんに盛り込んだものだった。

　現在テレビ等で広く放映され、大きな反響を呼んでいる海外のトレンディドラマ。三〇代から四〇代、ザーマス眼鏡のような年代の女性を中心に爆発的な人気を博はくしている代しろ物もので。恋愛に出会いに別れと、ありがちな要素をしかし情感たっぷりに描いている。『チャン・コーハン』や『チョイ・ボンゲ』など、そのドラマに出演している海外のイケメンスター達も爆発的な人気を生んでいる。

　また全体として平へい易いな、読みやすい文体を使用し、読書に慣れていない人間にもすぐに読めるようにと工夫がされている。読むだけで、そのドラマを実際に視聴しているかのように感じられる。まるで違い和わ感かんのない文章がそこにはあった。

「どう？　凄いでしょ。ああ、この勝負形式的に対戦相手にいまいち凄さが伝わらないからって、特別にちゃんと解説してあげるあたしってば何て優しいの！　超輝いてる！」

　以上、秋月マキシ先生による自じ画が自じ賛さんのコメントより抜粋。

『凄いな、まさか内容を全部語るとは思わなかったよ』

　よくもまあそこまで、自分が書いた作品を褒められるものだ。まあ、俺は完成した原稿しか読めないからありがたいけれど。

　でも、秋月マキシの珍妙な行動は別にしてもだ。

『こいつ、そんなものも書けるのか』

　秋月マキシの読者は主に十代の若者達、若年層が中心だと言われている。

　アイドルとしての彼女をテレビやネットで見聞きしている若者が、メインの読者であり。その世代に受け入れられやすい若者向けの小説、それがメインの作風だと思っていた。実際、俺が過去に手に取った秋月マキシの著作も、大半がそういったものだった。

　しかし秋月マキシは、そんな印象を真まっ向こうから覆くつがえすような、普段とは異なるジャンル、中高年の女性向けの作品を今この場で書き上げた。

　審査員であるザーマス眼鏡。読者の好みにぴったりと合わせた、まるでその読者の為に書かれたかのような作品を書き上げて来たのだ。

「何よ何よ、面白かったわよ！」

　最初の頃の嫌々な感じはどこへ行ったのか。勢いを崩すことなく、ザーマス眼鏡は秋月マキシの書いた短編小説をあっという間に読み終わった。

　読書をしている姿を見れば、その人がどんな思いでいるのか、大体は分かるというもの。良い顔をしている。普段から熱心に読書をするタイプではないザーマス眼鏡が、本気で読書を楽しんでいたのだ。

　良かった、と。

　勝負とは別にしても、そう思った。




「それじゃあ、次は私の番ね」

　次いで夏野の作品を読み始めるザーマス眼鏡。今度は嫌々という態度ではない。秋月マキシの短編小説がお気に召したのか、機嫌が良い。これは審査にも期待が持てそうだ。

「何よ、さっきのよりも長いじゃない!!　こんなの無理よ！」

　おいいきなり挫ざ折せつしたぞ。

「こんなの無理よ！　こんな長いの、たったこれだけの報酬じゃあ読めないわ！　報酬よ、報酬を積みなさい！　もっと、もっとだ！」

　さすがは職業的クレーマー。小さなことからコツコツと。

　結局、人間って簡単には変われないのかもしれないね。

「いいから、読みなさい」

「ひぃ……わ、分かったわよ！」

　しかし恐怖によって人間は変わるらしい。夏野さんがハサミをちらつかせながら鋭く睨み付けると、文句を言いながらも読み始めた。

　眼鏡を指で動かしながら、少しずつ夏野の短編小説を読んでいる。何だ、秋山忍の文章もちゃんと読めるんじゃないか。本田書店に来た時は、読みもせずに『つまらない、よろしいクレームだ』みたいなことを言っていたのに。

　ザーマス眼鏡は顔を真っ赤にしながらも読んでいる。

　息を荒くしながらも読んでいる。

　ゆっくりと、しかし確実に読んでいる。

　そして、泡を吹きながら、読み終わった。

『……泡？』

「ぶくぶくぶくぶく」

『おいィ!?』

　いやいやいやいやいや。何、何が起きたの？

　夏野が書いた短編小説を読み終わったと同時にザーマス眼鏡を襲った大だい惨さん事じ。原因として考えられるのは、もちろん今までザーマス眼鏡が読んでいた原稿で。

『って何を書いたんだよお前は!?』

「別に、いつも通りの私の作品を書いただけよ」

　心外だと言うかのように答える夏野。

「書いたのは料理もの。最近創作料理に凝こっているから、それを題材にして書いてみたのよね。暗黒料理界と神聖料理界の真剣勝負を描いた一大スペクタクル。暗黒料理界の放つ、食べた者の精神を暗黒破壊してしまう暗黒フルコースの暗黒おぞましい有様を、出来るだけ読者に伝わるように、リアルに暗黒描写した会かい心しんの一作よ」

『短編なのに!?』

「暗黒料理によって主人公の魂たましいが終わりなき暗黒無限地獄に囚とらわれ、死んだ方がマシと思うような永遠の暗黒責め苦を受け続ける様も、しっかりくっきり克こく明めいに書いてみせたわ。まるで読者自身がその暗黒責め苦を受けていると感じるほどにね」

『良く分かった。原因はそれだ』

　それこそが秋山忍の真しん骨こつ頂ちよう。

　読者を圧倒するような展開の数々に、密度の高い文章。本人の実じつ践せんから生まれるリアルな描写は、確かに秋山忍の大きな魅力ではあるけれど。

　それは読者にとって劇げき薬やくにもなる。あまりに強力な文章は、時として人体に物理的な影響を及ぼしてしまうことすらあるのだ。特に、普段から読書に慣れていない、文に対して免めん疫えきを持っていない者にとっては尚なお更さら。

『おい、どうするんだよ、これ』

　とりあえず泡を吹くのは治まったものの。目の前のザーマス眼鏡はうつろな目つき、人間として大切な部分が破壊されているみたいな様子になっていた。

『と、とりあえず鈴菜に連絡するなりなんなりして、病院にでも運んでもらった方がいいんじゃないのか』

　さすがに、このまま放って置くわけにはいかない。

「もちろん連絡はするけど。それより先にやることがあるんじゃないかしら。ほら白いの、こっちに来なさい」

　少し離れた場所、持じ参さんした手鏡を見ながら笑みを浮かべているマキシに声をかける。

「何よ、別に審査なんかしなくてもどうせあたしの勝ちに……って、何でその審査員、泡吹いて倒れてるのよ!?」

　こちらの様子に気づき、声をあげるマキシ。まあ異常事態だもんね。

「ちょっと！　反則じゃないの？　っていうか犯罪じゃない！　執筆戦で人命を奪うのはご法はつ度とじゃなかったの!?」

　うん、執筆戦じゃなくても、ご法度だけどね。

「静かにしなさい。ほら、動くわ」

　夏野の言葉と同時。ザーマス眼鏡の手が、倒れた状態のまま伸ばされる。

『何これ、ホラー映像？』

「ホラーじゃないわ。これは審査よ」

『審査？』

「そう、審査。このザーマス眼鏡は、私達二人の書いた短編小説を読んだ。だから、後は審査でしょう」

　確かにザーマス眼鏡の手は、机の上に並べられた二人の原稿用紙に向かって伸びる。言われた通り、どちらかの短編小説を選ぼうとしているらしい。動きはゾンビだが。

『それは、そうかもだけどさ』

　こんな状態で審査なんて出来るのかよ。そう疑問を感じた瞬間、俺達の目の前、ザーマス眼鏡の腕が大きく伸びる。

　机の上に置かれた原稿用紙、その片方を摑みとった。

「まずは、一勝ね」

　それは、秋山忍の原稿用紙だった。

『やった！　…………やった？』

　いや、ちょっと待て。ザーマス眼鏡の奴。表情がやばいというか、完全に自分が何をやってるのか分かっていない感じだ。そもそも、本当に審査なんてしているつもりなのか？　助けを求めているだけじゃないのか？

『おい、やっぱりこの審査って』

「無効！　こんなの無効よ！」

　案あんの定じよう、マキシが異を唱える。まあそうだよね。

　しかし夏野は、余裕の態度を崩さない。

「あら。勝負が決まってからごねるだなんて、なんて情けないことをするの、この白いのは。相手の不正を追及するよりも、まずは自分の実力不足を恨むべきじゃないの？」

「ぐぬぬぬぬ」

『いや、その理屈はおかしい』

　しかしマキシは、何やら自己完結したようで。

「ふ、ふん。あたしは後で逆転勝利する為に、一戦目はあえてあんたに譲ゆずってあげたのよ。何しろそっちの方が美しいから！　輝くから！　次の勝負を見てなさい！」

　そう捨て台詞を吐きながら、奥の階段へ走り去っていく。そして残された夏野は、無意味に勝ち誇っていた。

「全く、見苦しいったらないわね」

『うん、もう、ノーコメントでいいや』

　口を挟はさむのも疲れるもんね。

「それじゃあ、鈴菜に連絡してさっさとそこのザーマス眼鏡を回収してもらいましょう。まあ、命には別状はないだろうけど。今後、料理番組を見る目が少し変わるかもしれないわね」

　不穏な事を言いながら、携けい帯たい電話を手に取る夏野。

　まさか、残り四戦も全部こんな調子で進むんじゃないだろうな。




九連訪塔執筆戦　第一戦　　勝者　秋山忍




　階段を登り、三階へと到着。

　フロアの様子は先程の二階と変わらない。中央には執筆用の長机、その向かいには審査用の机。

　今、その机の上に立ち上がり、まるで悠ゆう然ぜんと下界を見下ろす神のようなポージングを決めている人物がいた。

　そんなことする人間は一人しかいない。秋月マキシである。

『もうそろそろツッコむのも面倒くさくなってきたんだけど、何やってるんだあいつ』

「さあ、多分宗教上の理由とかあるんじゃないの。それとも地球上の元気を集めているとか」

　夏野はマキシを無視して机につくと、そのまま万年筆を構え。

「何を考えているかは分からないけど。わざわざ待つ義理は無いわ。先に始めさせてもらうわよ」

　原稿用紙に向かい執筆を開始する。

　ただ何もかもを顧かえりみずに、己の作品と向き合い続ける。読者の予想を乗り越える、そんな作品の為に、目の前の原稿用紙に没ぼつ頭とうする。

　カリカリカリカリカリカリと。

　夏野の執筆音がフロア中に満ちていく中、マキシはまだ動かない。

　机の上でポージングを決めたまま、目の前に座る審査員を観察している。頭頂部から、足のつま先まで、服装、髪かみ型がた、肉付き、肌の感じ、息使い、見つめられたことへの反応に至るまで、全てを舐め回すように見つめていた。

　マキシが見つめるのは、第二戦の審査員を務める人物。

『……オッチャンじゃないか』

　新稲葉駅南口前に居を構える本田書店店主、本田文ふみ夫おである。さっきラーメン屋で会った桜さくらと弥生やよいの父親で、またもや知り合いだ。新稲葉の住民の中からランダムで選ぶという話はどこに行ったんだ。

　オッチャンは、座った姿し勢せいのままで、かすかに震えている。

　マキシに見つめられていることに緊きん張ちようしているのだろうか。まあ、いきなり何だか良く分からない勝負に巻き込まれた挙あげ句くに、目の前でポージング決めたアイドルからジッと見つめられれば、そりゃ震えるよね。だって意味分からないものね。蛇へびに睨まれた蛙かえる状態とはこのことです。

「よしっ、と」

　マキシがポージングを解く。

「よーく、分かった！」

『分かった？』

　不穏な一言を呟つぶやくと、そのまま机につき、秋月マキシも執筆を開始した。

　カリカリカリカリカリカリと。

　夏野から少し遅れて、始まったマキシの執筆音。

　今度も順調に、万年筆の音がフロア中に響き渡る。




「うーん」

　十数分後、二人の短編小説は完成し、審査が始まった。

　オッチャンは真剣な顔をして、二つの短編小説を読み比べる。一応は本屋の店主、書物に関しては一家言ある身。時折、悩みの声をあげながらも真面目に審査を行っている。

「……終わりました。どちらも大変面白かったです」

　二つの短編を丁寧に揃えて、そして口を開いた。

「まずはこちら、先に頂いた方ですが。ええと、凄く密度が濃こかったです。短編であるのに、数時間も読み続けていたかのように感じる作品でしたね」

『まあ、そうだろうな』

　夏野の、秋山忍の作品はいつもそうだ。

「内容は、料理テニスのチャンピオンを目指す少年の話でしたね。料理テニスというスポーツのルールは最後まで理解出来ませんでしたが、とにかく勢いと迫力が凄かったですね。スポーツものとしても料理ものとしても読める作品で、夢中になって読んでしまいました」

『お前は相変わらず何を書いているんだ』

　一応は料理モノなのか？　さっき創作料理に凝っていると言っていたし、今回は全てそれで押し通すつもりなのだろうか。

「そしてもう一つ。後から頂いた方ですね。こちらの作品は、非常に僕の好みでした。職場でも家庭でもないがしろにされる中年男性が、社会の裏側では人知れず悪と闘い続け、密ひそかに世界を救う為に大だい活かつ躍やくするという冒ぼう険けん譚たん。不思議と共感出来る話でした。特に、周りからいらない奴扱いされるシーンは、まるで僕自身を見ているみたいで……」

『ん？』

　オッチャンの言う『僕自身を見ている』という言葉に既視感を覚える。一戦目。ザーマス眼鏡が審査員の時も、秋月マキシは、普段の作風とは違う、まるでザーマス眼鏡の為だけに書いたような短編小説を書き上げていた。今回もそうだ。

　つまり、秋月マキシは、一戦目、二戦目共に普段の自分の作風を使わず、完全に審査員の好みをついて作品を書いているということ。

『でも、何でそんなことが出来るんだ？』

　秋月マキシが、ザーマス眼鏡やオッチャンのことを事前に知っていたとは思えない。

　まさか、あのたった数分の観察で、審査員が何を好み、どんな作品を求めているのか、そんな情報を読み取ったというのか。

「僕だって頑がん張ばっているのにな。どうして駄目なんだろう。妻はなんだか気が立っているし、娘達は最近僕よりも店の事について詳しくなってきてるし、何が悪いのかな、おかしいなぁ……」

『オ、オッチャン、泣いてるのか？』

「おかしいな、頑張っているのになぁ……」

　うわ、ガチ泣きですよコレ。涙がボロボロと机の上に零こぼれている。

「あ、あぁ、すいません。審査の結果ですね」

　オッチャンは、涙を拭ぬぐいながら、片方の原稿用紙へと手を伸ばし。

「甲こう乙おつ付つけ難がたい勝負でしたが、こちらは、読んでいて僕に勇気をくれました。まるで僕自身に語りかけられているような、素晴らしい短編小説でした。なので、こちらの勝ちとします」

　涙に報むくいるようにして。

　秋月マキシの書いた短編小説に、勝利を与えたのだった。
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　第二戦の決着がつき、涙を流しながらオッチャンが退席した後。夏野は、机の上に残された秋月マキシの短編小説をじっと読んでいた。

『ん、その原稿がどうかしたのか？』

「…………」

　俺の質問にも答えず、夏野は無言で机の上に原稿用紙を戻し。

「ねえ、そこの露出狂」

「だから、露出狂じゃ無いって言ってるでしょ！」

　勝負を終え、またもや謎ポーズを取っていた秋月マキシに声を掛ける。

「さっき、アナタが書いた短編小説、読ませてもらったわよ」

　夏野の表情は真剣で、いつも見せているような飄ひよう々ひようとした様子は無い。

「読者に合わせて、作風も、文体も、ジャンルも変えるなんて。随分とまあ、器用なことをするじゃないの」

「はあ？　何言ってんの。読者は作品を読んで、好きな方を選ぶ。これは、そういう勝負でしょ。だったら、読者に合わせて、作家が作風も内容も変える。そんなの、勝つ為には当たり前の事じゃない」

「そう、読者に合わせて、ね」

「何か、文句あんの？」

　ポーズを止めたマキシが、こちらを真まっ直すぐに見つめる。

「本には、読者がいる。だから作家は、その読者に届くもの、求められているものを書くべきでしょう。考えるべきは、読者はどんなものが読みたいのか。作家に何を求めているのか、じゃない？」

　秋月マキシの真剣な言葉。そこには、今日何度か見せたような弱さは微み塵じんも無く、ただ自分が信じているものをそのまま言葉にしているようで。

「だったら、アナタは、自分が書きたいものを、書いたりはしないのかしら？」

「書かないわ。だって、それはただの押しつけだもん。作家の意志って、読者に押し付けるものじゃないでしょ。読者の思いを受け取って、そこから生み出されるものでしょ？　読者のことを考えないで、ただ自分の好きなものだけを書くなんて、そんなの単なる自己満足、壁かべにでも書いてろって話じゃない」

「じゃあ、アナタは、自分の書きたい作品を、読者に読んで欲しいと、そう思うことはないのかしら。自分にしか書けないと、そう思うものを、読者に届かせる。読ませたい。そんな思いがアナタには無いの？」

「あんた、何か勘かん違ちがいしてない？」

　マキシは、話にならないと言うように首を一度振る。

「作者が、読者を選ぶんじゃない。読者が、作者を選ぶのよ」

　そして、語り始めた。

「読者がいるからこそ、作家は作家なの。何を書いたって、読者にそれが届かなければ、読んで貰えなければ、それはただの自己満足でしかない。作家は、読んで貰えなければ作家じゃないの。だったら、読者の期待に応えることが、作者にとっては一番大事で、それが作家の誇ほこりってもんでしょ。そこを理解せずに、ただ文章を書き散らしたところで、何も読者には届かない。だから、あたしは届ける為に書くのよ、より多くの人に、より楽しんで貰えるものをね。それが、あたしの、この秋月マキシの信念よ」

　秋月マキシの真しん摯しな言葉が、俺の心に響く。

　彼女の語る作家論。それは、確かに真実の一面ではある。しかし、夏野の、秋山忍の作家論とは確実に異なる考え方。

『作家は、自分の書きたい作品を読者に届けるべき』という秋山忍の考え。

『作家は、読者の求める作品を書くべき』という秋月マキシの考え。

　対立する二つの意見。対立する二人の作家。

　どちらが正しいのかなど、決めようが無い。そもそも、どちらが正しいのかなどという、答えなど存在しない。

　もし、仮に答えが存在したとしても、それは俺達読者には分からないことだ。

　秋山忍。

　秋月マキシ。

　その答えは、作家にしか出すことは出来ない。だから俺達読者は、自分の信じる作家が出す答えを信じるしかない。

「話は終わりね。これ以上話したってしょうがないもん」

「……そうね。今のところ一勝一敗同士の五分。執筆戦を続けましょう」

　互いに決別の言葉を投げかけて、共に次のフロアへの階段を上る。

　一見してただふざけているようなこの戦い。しかし作家としての姿勢、思想をも争わせる場となっている。

　作家同士が、作品を通して、己をぶつけ合うその様は。

　まさに執筆による戦いくさ、そのものだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【プロのクレーマー】……　『クレームを行う時は、相手をじっくり観察し、場の状況、タイミングを見定めて、誠せい心しん誠せい意い実行すること』とは、プロクレーマーの教本にも書かれている教訓である。しかしその教えを守らないアマチュアクレーマーの数は年々増加しており、モラルの低下がクレーマー業界では問題になってきている。






『今度の審査員は、女子高生か』

　第三戦の審査員は、新稲葉にある城じよう徳とく学園の制服に身を包んだ女子高生二人組。二人組とはいえ審査は一人分とのことである。

　よし、秋月マキシを見習って、俺も少し観察してみるとしよう。片方は黒髪ロングヘアーの黒タイツ。もう片方は茶髪ポニーテールのハイソックス。この二人、やたらとベタベタしているんだけど、どういう関係なんだろうか。

『どっかで見たことがあるような気がするんだよなぁ。どこだっけ？　商店街とかで見たような？』

「女子高生だからと言って、何をジロジロ見ているのかしらこのエロ犬は。落ち着きなさい。具体的には心しん拍ぱく数すうを分間三つにまで抑えなさい」

『どうしても無理だな!!』

　波は紋もんの呼吸ですらもうちょっと余裕があるだろうよ。

『でも、この審査員、お前にとっては不利だよな』

　女子高生、それは秋月マキシのメイン読者層と言える存在。どうしても秋月マキシの有利は否いなめない。

「別に関係ないわ。私は書きたい物を書くだけよ」

　夏野はそう言って書き始めたものの。
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　予想通りの結果となった。そもそも、秋月マキシにとっては本来の読者層。そこに付け加えて、読者の好みに合わせるという特性が、最大の効果をもって発はつ揮きされたのだ。結果は圧倒的だった。

　審査を終え、秋月マキシ本人の存在に気付いた茶髪ポニーテールは、マキシに詰め寄りサインをねだっている。それに、まんざらでもない様子で応えるマキシ。その姿をつまらなそうな瞳で見つめる黒髪ロングである。

　うん、この二人、本当にどんな関係なの？　何か黒髪ロングの方からジトッとした負のオーラが出てるんですけど、ただの友達ですよね？　レスボス島な関係ではないよね？

「…………」

　そんな様子を尻目に、無言で次のフロアへと向かう夏野。

　うん、さっき審査中にちょっとだけ書いた内容を聞いたけれど、女子高生相手にクトゥルー系クッキングはちょっとだけ難易度が高かったんじゃないかな。

　触しよく手しゆを使っての牛の精密な解体方法とか、読んで喜ぶ女子高生はあんまりいないと思いますよ。いたらちょっと怖いよ。いや、もちろん俺は喜んで読むけどさ。当たり前だろ、秋山忍の書いた物なら何でも読むさ。

『……でも、まずいな』

　全五戦のうち、三戦まで終わった現在の結果は夏野が一勝でマキシが二勝。

　次の第四戦。もしもマキシが勝てば三勝となる。

　つまり最終戦を待たずに、秋月マキシの勝利が決定してしまうのだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【審査員の女子高生】……　茶髪ポニーテールと黒髪ロングヘアー。城徳学園の制服を着た二人組。茶髪ポニテに近寄ろうとする人間には次々に不幸が降りかかるという噂うわさがあり、次期新稲葉七不思議の候こう補ほとされている。不幸な目に遭った人間の衣服のどこかには必ず長い黒髪が残されているらしい。新稲葉商店街で何度か見かけたことがある。

【牛の精密な解体方法】……　皮の処理、骨の断ち方、包ほう丁ちようを入れるべき部分などが書かれており、これさえ読めば迅速に牛が解体出来ると評判。調理実習で牛を捌さばく羽は目めになった時、きっとアナタはクラスの人気者になれるだろう。






　そして迎えた第四戦。

　審査員は、黒いスーツを着た男性だった。

　見たところ秋月マキシのメイン読者層からは外れている。しかし、読者を観察し、何を求めているのか、どんな本を読みたいのかを見抜く秋月マキシの力は、依然として脅きよう威いだ。すぐさま読者に合わせた作品を創造するその能力からすれば、どんな審査員が来ようとも油ゆ断だん出来る勝負はない。

　夏野にとっては、後のない重要な戦い。せめてもの助けにならないかと、審査員を観察する。

『誰だろうな、一体』

　一見して、知らない人物。しかし今までの審査員は皆、どこかで見た事のある人間だった。ならば、ここで急に知らない人間が出てくるはずもない。新稲葉の住人の中から、ランダムで選出とか、もう有名無実ですよね。

『いや、確かに、見たような気がするんだよな』

　何かが頭に引っ掛かっている。道みち端ばたの小石のような引っ掛かり。それを忘れてしまえば、いずれ転ぶと分かるかのような、そんな疑ぎ念ねんがどうしても拭えず。何かヒントはないかと、ぐるりと辺りを見て。

『……秋月マキシが、書いている？』

　フロア中央にある長机では、夏野とマキシ両方の万年筆が原稿用紙に向かって振るわれている。夏野はいい、そもそも悩むことなんてしないタイプだ。

『秋月マキシ、何でもう書き始めているんだ。観察はしないのか？』

　第二戦。オッチャンが審査員の時、執筆を開始する前に、ポージングを決めて審査員の観察をじっくりと行っていた。だからこそ、マキシはオッチャンの好みをバッチリと突くような短編小説を書けたのだ。

　いつもの読者層とはかけ離れた読者を相手にした時、マキシは念入りに観察を行うのだと思っていた。それなのに。

『ッ!?』

　その時。秋月マキシが、確かに笑ったのを見た。

　それは、普段浮かべているような笑みとは違い、もっと晴れやかな、まるで自分の勝利を確信したかのような、そんな笑み。

　その笑みの理由を考えようとして、不意に蘇よみがえる記憶。

　もう一度、審査員の男性を見る。

　黒いスーツの上下、黒いネクタイ。引き締まった肉体。コワモテな顔立ち。そして、額の中央には印象的なホクロ。それで、すべてを理解した。

　イベント会場で。駅前で。ラーメン屋で。常に視界のどこかにあった顔。今日一日、何度も見ていた顔。イベント会場で控ひかえ室しつに入ろうとした俺達を引き留めたホクロ。俺を新稲葉タワーまで連れてきたホクロ。

『こいつ……秋月マキシの、黒服だ！』

　気付くのが遅かった。

　サングラスが印象的過ぎて、それを取った時の顔から気が付くのに遅れてしまった。こいつは確か『佐さ藤とう』と呼ばれていた黒服の一人だ。

『くそっ、何がランダムに選びましただよ、あの変態ドＭ野郎』

　変態のせいではないけれど、文句の一つも言いたくなる。

　確かにここまでの審査員は、どこかで見たような人間ばかりだったけれど、しかし公平な立ち位置を保っていた。だからこそ、ここまでの勝負は拮きつ抗こうした訳だが。

　どうしてこの局面で、これほどマキシに有利の目が出たのか。

　秋月マキシが既に書き始めていること、さっきの笑みにも説明がつく。

　あいつのことだ、自分を守る黒服達のこと、このホクロの黒服の好みについても、きっと熟じゆく知ちしているのだろう。観察するまでもなく、自分の記憶に従って書き上げればいいのだ。

　これまでとは異なる、読者の好みを骨の髄ずいまで知り尽くした秋月マキシが、徹てつ底てい的てきに一人の読者の為だけに書く作品。

　それが、夏野がこの土ど壇たん場ばで直面する壁だった。

『……まさか、負けるなんてこと無いよな』

　作家と作家のプライドとポリシーをかけた戦い、執筆戦。それに負けるという事は、作家の持つ考えが否定されるようで。まるで『秋山忍は間違っている』と言われているようで。

　秋月マキシの言うように、作家一人の信念が、ただ一つの正解ではないと、そう分かっている。秋山忍が間違っていないと、そう分かっている。

　けれど、どう悩んだところで、結果は出るのだ。

『任せるしか、ないんだ』

　戦っているのは秋山忍と、秋月マキシ、二人の作家。

　今、読者の俺に出来ることなんてない。ただ、夏野を信じて待つ以外には。

　だから待つ。自分の愛した作家の、出す答えを。




　これまでよりも長く、数時間にも思えるほどの時が経たち。

　そうして、二つの短編小説は完成し、審査が始まる。

　まず読まれたのは、秋月マキシの作品。

　自信満々にポージングを決めるマキシは、最早勝利を確信しているよう。

「あっは、これが永久に輝き続ける秋月マキシ様のトドメの一撃!!　今回のテーマはズバリ恋愛！　親子孫と三代に渡る大河恋愛物語、一族代々紡つむがれる恋愛家系図を、その目に焼き付けてから死ぬべきね!!」

『短編なのに!?』

　さっきまで割とシリアスなこと考えていたっぽいけど、ツッコミは自然に出ます。そういう病気なんです。

　マキシの選んだテーマは『恋愛もの』。それこそが、ホクロの黒服の好みなのだろう。コワモテな容よう貌ぼうからはとても想像出来ない趣しゆ味みであるが、最初から知っていたのならば疑う余地もない。

　審査員の表情は、まさに熱中している、といった様子だった。声も出さず、食い入るようにして、原稿用紙をめくる時間すら惜しいと言うように読み進めている。

　それを見る秋月マキシはポージングを崩さないまま、笑みを浮かべる。こちらを見つめるドヤ顔が、まあ憎たらしい。その自信を、夏野はどう超えるのか。




　そして、夏野の番が来た。

『頼む……』

　ここで負けてしまっては、この執筆戦だけではなく、作家としての在り方についても、間違っていると断じられてしまう。その恐怖に震えていると。

「大丈夫よ」

　俺にだけ聞こえるように、夏野はそっと呟いた。

「あの白いのが何を書いていたかは、万年筆の動きで大体当たりがついていたのよ。音で分かるもの、内容なんてね」

『マジで!?』

「確かに恋愛ものだったわ。割とベタな感じのやつ」

『何なんだお前。普通は分かんねーよ』

　どういう技法なんだよそれは。万年筆の音なんてどれも一定にしか聞こえないけど、お前の耳には何が届いたんだ。それは何らかの電波ではないのか。

　もう読どく唇しん術じゆつとかそんなレベルじゃない。何それ、読ペン術？

　でも、秋月マキシの書いている物が分かったという事は。

『まさか、お前も、同じような短編小説を、書いたっていうのか？』

「は？　何を言っているのこの駄犬。相手と同じものを書いてどうするのよ」

　夏野は呆れたように俺を見下ろす。

「いい？　同じようなものを書けば、そりゃあ良い勝負になるかもしれないけどね。そんな戦い方をして、何が面白いと言うの？　せっかく、こんな面白い舞台が与えられているのよ。私は私の直感に従って、最高の、私だけの短編小説を書いてみせたわ」

『ここに来て直感なの!?』

「あら、案外バカにしたものでもないわよ。それで今まで、やってきたんだもの。秋山忍はこれまでずっと。自分の直感に従って、書きたいものを、書いてきたの。自分が書きたいものを、読者に届けて来たのよ」

『夏野……』

　そう告げる夏野は、いつもの、普段の夏野そのままで。この勝負に対する気負いも、危機感も何も感じさせない。だから、俺は信じる。秋山忍、その渾こん身しんの一作が何をもたらすのか。

　その結果を、大人しく待とう。読者として、それが俺に出来る唯一のことなのだ。

　読者の意図を、好こう悪おを、期待を、超えられるのだと。

　そう信じよう。




　そして、夏野の番。

　夏野の書いた短編小説を前にして、ホクロの黒服の表情が曇り、手が止まる。

『おい、いきなり雲行きが怪しいんですけど』

「まあ、見てなさい」

　黒服の顔。苦い薬でも口にしたような顔だけど、何が書いてあるんだよ。

「今回は、今までとは少し違う趣しゆ向こうの物を書いたわ」

『趣向？　創作料理ものじゃないのか？』

「あら、今回も創作料理ものよ。まあ、メインは違うけどね。料理人と料理人の濃のう厚こうな下ごしらえとか盛り付けとか、そんな感じの話を書いてみたのよね」

『……はぁ？』

　良く意味が分からない。

「つまり、今回は料理そのものではなく、料理を作る料理人、しかも二人の男が繰り広げる愛あい憎ぞう交えた料理対決。料理を通して分かり合い伝え合う、禁断の愛がテーマ」

『……えっと、つまり？』

　背中に冷や汗が伝う感触を覚える。嫌な予感。




「そう、男同士の恋愛。ボーイズラブよ」




『やっぱりかああああ!!』

　ＢＬ？　ボーイズラブ？　男同士？

　何て物を書きやがるんだこの天才作家様は！　ここでそんな物を持ってくるなんて、奇き策さくにも程がある。そいつは孔こう明めいでもためらうレベルの策だ!!　ちゃんと勝負をする気あるの!?

　そんなＢＬなんて、いやまあ確かに『アラブ』は面白かったですよ。続編も大好きさ、今でもたまに読み返す。だからって、この大事な場面でそんな物を書こうとするその神経は立りつ派ぱにいかれてると思うよ！　真面目にやろうよ！

「失礼ね、私は真面目にやっているわよ。真面目に考えた結果こうなったのよ。まあ、黙って見ていなさい」

『み、見てろと言われても』

　審査員の好みとは、真逆に位置するかのような短編小説。勝負を投げ出したようにも思える、そんなやり方。

　夏野の意図が分からず、呆ぼう然ぜんと審査員を見つめて。

『あれ？』

　何かがおかしいと、そう気付いた。

　さっきまで、あまり気の乗らない表情だった黒服。

　しかし今、彼は顔色を変えていた。原稿用紙をめくるごとに肌が赤く、目が血走り、汗を流している。舐めるように一枚一枚を検けん分ぶんし、読み進んでいる。

　その、読書にかける熱意は、さっきの秋月マキシの原稿を読んでいた時とは異なる。明らかな異様さで、黒服は夏野の短編小説を読んでいる。

『こ、こいつ、まさか』

　その異様な変化、この黒服の態度に、覚えがある。

　いつかの喫きつ茶さ店てんでの出来事、読書体験。

　自分には合わないと思いながらの惰だ性せい読書、それが裏返る瞬間。

　俺も、同じような熱狂に囚われたことがあるから、分かってしまうのだ。

　つまりは新たな価値観の誕生。

　本による自身の開かい拓たく。

　自分の読書体験が凌りよう駕がされ、上書きされる、そんな感覚。

　その感情の名を、覚かく醒せいと言う。




『え、まさか、目覚めちゃったの？』

　よりによってこの場面で、そっち方向に覚醒しちゃったっていうの!?

　もちろん、その覚醒は夏野の作品がもたらしたもの。既き存ぞんの好みを超えて行く面白さが、クリーンヒットしたのだ。黒服の眠れる本能が、秋山忍の短編小説に導みちびかれ、表に出たのだ。

　原稿用紙を読み進める速度が、熱中の度ど合あいが先程までとは明らかに違う。

　一度読み終わった筈はずの原稿用紙を、黒服は最初から、再び読み返している。自分のものにするように、ひたすらに、秋山忍の短編小説に没頭している。

　既存の価値観を超え。

　自身の意識すら超えて。

　確定していた筈の未来が、書き換わったのだ。

　これが、本の力。

　そこに至る道筋を作り上げた、秋山忍の力だった。




「そんな……どうして」

　そんな黒服の様子を見て、秋月マキシは混乱していた。そりゃ戸と惑まどいもするわな。

「黒いの！　あんた、うちの佐藤に何をしたの!?」

「簡単なことよ、白いの」

　夏野が笑う。

「私は、私の信じるものを書いただけ」

　この戦いの中で見せていなかった、晴れやかな笑みで。

「アナタは読者の好みを正確に突いた。それは確かに、一定の満足を与えるでしょうね。けれど一番読者が喜びを得るのは、意外性。自分の中に、新しい価値観が生まれた時、なのよ。たとえば、読んだ本が意外に面白かった、みたいなね」

　自分が本を読んで経験した、最高の瞬間。

　読んだ本が、予想通りに面白かった、という感覚を超えるのは。読んだ本が、全く予よ期きしていないほどに面白かった、その瞬間。

「新しい本の面白さを発見したと、そう思うこと。周りの意見でも、流行でもなく、自分自身がそれを面白いと感じる、そう気付いた時。それこそが最高の、読書体験」

　好きな作家だから読む。

　好みのジャンルだから読む。

　それは、満足のいく読書を求めるのに有効な手段ではある。しかし、ふとした切っ掛けで手にした本が、思いもかけずに新しい世界を切り開いてくれた時。

　それは、何物にも代え難い読書の喜びを与えてくれる。

　未体験の衝撃。新たなる扉を開き、世界が広がることに対する歓喜。

　黒服もきっと、そんな喜びに身を焦こがされているのに違いない。

　あの、自分の視界が一気に広がったかのような感覚を。




「だから私は、自分の思う通りに書きたいものを書くのよ。自分の作品が、まだ見ぬ読者の心を広げると、そう信じているから。そうあって欲しいと、願うから」




「読者が求めている作品を書くのも、当然一つの選択で、それはそれで正しいのでしょうね。私はそんな器用じゃないから、ただ自信のあるものを書くだけよ。読者に届くことを望んで、そして誰よりも自分を信じて、ひたすらに書き続ける」




「どちらが正しいかなんて知らない。アナタが間違っていると、そんなことは決して言わない。読者に至る道は一つじゃない、作家の数だけ道があるの。だから、正解だって決まっているものでもないと、そう思うから。だけど私は、他の誰かに道を譲ったり、自分の進む道を曲げたりなんてしない。それだけよ」




　滔とう々とうと、自分の想いを語る夏野に、迷いや躊躇ためらいはない。

　ただ、自分と、読者を信じて書くことこそが夏野の、秋山忍の信念。

　俺もかつて、その力に翻ほん弄ろうされ、しかし最後には満足を得たのだ。それこそが秋山忍だって、知っていたから。だから俺も、この結果は当然なのだと、そう胸を張って言える。俺は、俺の人生を変えた力を、死すらも凌りよう駕がした力を、信じられる。

　俺が秋山忍に感じたこと、それだけは絶対に、間違いがないと。だからいつまでも、こいつに付いていこうと、死んだあの時から決めたのだ。

　それだけは、絶対に譲ることのない、確かなものだ。その思いが、俺を今ここに立たせている。

　だから。

　見たか、これが秋山忍だって。

　まるで自分のことのように、胸を張って言えるのだ。




　そして、決定が下される。

　黒服は秋月マキシの顔色を窺うかがいながらも、しかし自分の想いを裏うら切ぎるような真ま似ねはしなかった。大きく変化した自分の感情を、本を読んで自分が得たものを信じ、高々と上げられたのは秋山忍の原稿用紙。

　作家と、作家の真剣勝負。

　作家と、読者との正面対決。

　本と作者と読者。

　その関係性を問い続けたこの戦いに今、一つの決着がついたのだ。
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　秋月マキシは、ただ立ちすくんでいた。

　呆然としたような無言の表情。その心中にはどんな感情が、巻き起こっているのか。絶対有利の戦場で喫きつした敗北を前に、何を思うのか。

「……ああもう！」

　静寂を切り裂いた、気合の声。

　膝ひざに力を入れて立ち上がり、その勢いのままポージングを決める。

　ビシッという音が聞こえるかのような秋月マキシのポージング。それは今日何度も見て来た中でも、一ひと際きわ力強く。何よりもその、輝く瞳が、戦意を失っていないことを示していた。

「オッケー、認める。この勝負、あたしの負け。自分のすぐ近くにいた読者にもかかわらず、その可能性までを読むことが出来なかった。これは確かにあたしのミス。今のあたしは確かに輝いてなかったわ。人は変わるし、好みだって変わるのに、そこまで見通すことが出来なかった。それは確かね。悔しいけどあんたの言う通りだ、認めなくっちゃ。だけど」

　その顔に、もう弱さなどは微塵も無くて。しかし、これまでのように自信に満ち溢れ、こちらを見下している風でもない。

　ただ、楽しげに笑う顔だった。

「だったら、今度はその可能性までも観察して書くだけ。読者を見て書くあたしのやり方に変わりはない。今まで、あたしは自分のやり方を信じて続けて来たんだから。それはこれからも変わらない！」

　二つの方法に、間違いも正解もない。ただ意地と、信念だけがある。

　だから、このまま、慣れ合うことはない。

　読書を途中で止めるなんて、そんなことがありえないように。

　一度火の点ついた感情は、決して、消えることがない。

「それにまだ、試合は終わっちゃいない。執筆戦の勝敗数は互ご角かく。まだ最終戦が残っている」

　マキシが笑う。

「そうね、負けられないのはこちらも同じなのよ」

　夏野もまた、笑う。

「次で、決着をつけましょう秋山忍」

「ええ、秋月マキシ」

　そう、お互いの名前を呼び合って、二人が向かい合う。

　喧嘩腰ではなく。

　互いの立ち位置を認め、その上で相手を踏ふみ越こえると。

　ここに来てようやく、互いを好敵手だと認識したのだった。




　勝敗は二勝二敗。

　残りは第五戦のみ。

　互いに意地を張り合った二人の作家の戦い。

　最後の戦いが始まる。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【読ペン術】……　万年筆のペン先が原稿用紙を削る音を聞いて、どんな文字が書かれたかを推測し、果てはどんな文章が書かれているかさえも当てるという技術。ある程度のキャリアを持つ作家が、長期間に及ぶ山やま籠ごもりと滝たき行ぎようを経ることで習得が可能。

【覚醒】……　既存の価値観の崩壊と、そこから新生する未知の価値観。それは可能性の扉を開く行為であり、ひょっとしたら自分の将来が全く違ったものになることだってある。未来はちょっとしたことで変わるものであり、誰にも予想は付かない。だからこそ、人生は楽しいのだ。

















　決着の時は近い。

　綱つな渡わたりのような運命を越えて来た先の、結末。

　すべての計画は、この時、この瞬間の為にあった。

　この先に待つのは本物の不ふ条じよう理り。ついに理解出来なかった、孤高の相手。

　もし、この不条理を乗り越えられるのなら。

　もしも、彼女達が自分の求める存在であるのなら。

　その時は──。




　最終戦。勝負の要かなめとなる審しん査さ員いんは。

　誰もいなかった。

『いないのかよ!!』

　何度見ても審査員はいない。代わりのように、机の上に置かれているのは。

『……タブレットＰＣ？』

　先程、鈴すず菜なが使用していたのと同じタブレットＰＣ。そのモニターに映っているのはどこか薄暗い映像。ここではないどこか、暗い室内。目を凝こらしてみれば、画面の中央に、一人ポツンと座る人影が見えた。

　日本人形のような整った顔立ち。直線に切きり揃そろえられた髪かみ。高級そうな着物。ぼんやりとした、存在感の薄いその姿は。

『……姫ひめ萩はぎ紅葉もみじじゃないか』

　謎なぞの作家。先程見た時と、まるで変わらない様子。この映像が録画ではないかと思わせるような、変化を欠いた画面。

　しかし、この場でこんな物が出て来たという事は、この第五戦の審査員とは。

「こんにちは、姫萩紅葉です。お二人の作品を見せていただけると言うことで、こうして伺うかがいました」

　タブレットＰＣのスピーカーを通して、紅葉の消え入りそうな声が聞こえてくる。

「よろしくお願いしますね」

　姫萩九く郎ろう。兄の行っていることなど知らないと言うように、自分には何も関係が無いと言うように、姫萩紅葉は自然に微笑ほほえんだ。

　ここへ来て、作家『姫萩紅葉』の登場。どうにも引っ掛かる気もするけど、ここで戦いを止める訳にもいかない。紅葉が審査員だとしてもやるべきことは決まっている。それは二人の作家も同じ考えのようで、ただ無言で頷うなずき、席に着いて。

　最後の執筆が、始まった。




　万年筆が原稿用紙を削けずる音が重じゆう奏そうし、フロア中を満たす。

　相手がこの場にいないとなれば、観察のしようもない。秋あき月づきマキシもただひたすらに、原稿用紙へと向かっていた。夏なつ野のも同じように、執筆に没ぼつ頭とうしている。

　さて、こうなると動けるのは俺だけで。

　タブレットＰＣのモニターをずっと観察していたが、姫萩紅葉に動きは見られない。いまいち視点の定まらない表情のまま、動くこともなく、ただ座っている。

　こいつ、本当に、生きているのか。

　よく出来たＣＧとか、ドールの類たぐいではないのか。

　しかし時折動く眼球の動きが、紅葉の存在を人間の域いきに押し留めていた。だがそれも、映像の乱れと言われれば否定出来ないような、曖あい昧まいなもので。

　画面の向こうに、人間味を欠いた作家。こちらに、アイドル作家と覆ふく面めん作家。

　こうして個性的な、年代も近い三人の作家が一堂に会した、その意図は何ど処こにあるのか。

　そんなことを考えていると。

「終わった！」

「終わったわよ」

　ほぼ同時、マキシと夏野は短編小説を書き終えた。

「完成したようですね。それでは、そこのスキャナに通してください。そうすればこちらで読めますから」

　紅葉の言う通り、書き上げた原稿を机の端に置かれたスキャナに通すと、画面の中に動きが現れた。

「…………」

　沈黙。相変わらず無表情のままだが、何かを操そう作さするように紅葉の指先が動き、視線が僅わずかに動いているのが見える。二人の原稿を読んでいるのだろう。どうやら、きちんと審査は行われているらしい。

「…………」

　そのまま、しばし沈黙の時が続くも。

「あは、今回は完全にあたしが貰もらったわよ。あたしのここまでの人間観察、その全てを懸かけた作品。老若男女、あらゆるパターンに対応した自信作。たとえあのネクラ作家が審査員だろうと、負ける要素は皆無ね。あぁ、勝かち誇ほこるあたしってば超美しい!!　もう太陽に成り代わって世界を照らせるレベル!!」

　間が持たなくなったのか、秋月マキシがテンション高めで話しかけて来る。沈黙に耐えられずに騒さわぎ始めるとか、もう完全に小学生のメンタルですよね。

「あら、それはこっちの台詞せりふよ。自身の体験経験、その全てを叩たたき込んでこねくり回した、最高の作品なのだから、負けはしない。私が日々研究を続けたその結果を、全身で受け取って震えるが良いわ」

　きっちり返事をして見せる夏野さん。そうやって言い返すのもまた、小学生メンタルだと思いました。




「読み終わりました」

　マキシと夏野が小学生レベルのやり取りをしている間に読み終わったらしく、姫萩紅葉の消え入りそうな声が聞こえて来た。

　その言葉に即座に反応し、睨にらみ合あうのを止めてタブレットＰＣのモニターに注目するマキシと夏野。床の上、二人の隙すき間まからモニターを見る俺。

　いよいよ、結果が出る。

　秋あき山やま忍しのぶと秋月マキシ、新稲葉タワー内で行われている執筆戦の成績は共に二勝二敗。今から告げられるのは最終戦、第五戦の結果。

　今日一日戦い続けた、二人の作家の決着が、ついに訪おとずれるのだ。

　固かた唾ずを呑のんで画面上の姫萩紅葉を凝ぎよう視しする、二人と一匹。

　そうして、姫萩紅葉の口がかすかに動き。




「どうぞ、上の階にお進み下さい」

　それだけが、告げられた。




『……はぁ？』

　それ以上は何も言葉を発しようとしない。姫萩紅葉は、自分の仕事は全て終わったとばかりに、また動かない人形へと戻る。

　え、『上の階にお進み下さい』ってどういうこと？　勝敗は？　二人の決着は？

「これで終わりですね。それでは皆さん、ごきげんよう」

「ちょ、ちょちょちょちょ、待ちなさいよ!!」

　別れの言葉を告げ、前と同じように通信を切ろうとする紅葉を、マキシが呼び止める。

「なんでしょう」

「『なんでしょう』じゃないわよ！　あんた、この勝負の審査員でしょ？　だったら勝敗を言いなさいよ！　あたしの、秋月マキシの作品と、あの黒いの、秋山忍の作品！　どちらが気に入ったのか、どちらの方が良いと思ったのか!?」

「ええ、どちらかを選んでもらわないと、勝敗が決まらないし、何より私達が納なつ得とくいかないのよ」

　夏野もさすがに不満だったようで、マキシと二人してタブレットＰＣに近づき、紅葉に文句をぶつける。

「勝敗、ですか」

「そう、勝敗よ。勿もち論ろんこの無限に光り輝く秋月マキシ様の勝ちでしょうけど！」

「はぁ？　何を妄もう言げん吐くのかしらこの露ろ出しゆつ狂きよう。私の勝ちに決まってるでしょうに」

「だから、露出狂じゃ無いって言っているでしょ!!」

　繰くり広ひろげられる二人の言葉に、しかし姫萩紅葉は眉まゆ一つ動かさず。

「では、引き分け、ということで」

　変わらぬ表情、態度のまま、そう告げた。

『引き分け？』

　姫萩紅葉が下した、最終戦の結果は引き分け。つまり、執筆戦の結果は二勝二敗一分けのドローになるわけで。

「ふ、ふざけるなっての！　これは勝負だって言ったでしょ、どっちか決めないと勝負じゃない！　引き分けじゃ納得いかない、あんたも審査員なら、ちゃんと勝負の決着ぐらいつけなさいって!!」

　もちろん、マキシが嚙かみついた。タブレットＰＣを鷲わし摑づかみにして、紅葉に文句をぶつけている。夏野はマキシが鷲摑みしたままのタブレットＰＣを凝視する。その目に映るのは怪け訝げんな色、あるいは敵意。

「アナタ、ちゃんと読んだのよね？」

「はい、読みました。お二人の書いた短編小説を。きちんと最後まで完かん璧ぺきに余すところ無く読ませていただきました」

「その上で、引き分けだというの？」

「はい、私はどちらも選びません」

「……それは、何故かしら？」




「だって、私にとってはどちらも同じですから」




　予想もしなかった、姫萩紅葉の言葉は。

　槍やりのように、俺の抱く何かを貫つらぬいた。

　姫萩紅葉は表情を動かすことなく。人の温度すら感じさせない口調で、ただ言葉を落とす。

「優れているとか、劣っているとか、短いとか長いとか美しいとか醜みにくいとか好きだとか嫌いだとか興味深いとか興味薄いとか気に入るとか気に食わないとか気にするとか気にも留めないとか気持ち良いとか気まずいとか、そんなもの全部同じじゃないですか」

　彼女が心底からそう思っていると、確信する。

　そう告げる言葉に、何のためらいも無く。

　そう話す表情に、何の変化も無かったのだ。

　ただ、当たり前のことを、当たり前だとしか思っていないように。

　ここに至るまでの争い、ぶつかり合った二人の信念を、無意味にした。

　作家二人が精せい魂こんを込めて書き上げた作品を、正反対の作家が書いた二つの作品を、何人もの読者の心を動かしてきた作品を、まったく同じだと言い切った。

「どんなに違った作品であっても、私にとってそこに区別はありません。だからこの二つに差はありません。どちらも同じように好きで嫌いで素敵で無意味です」

『な、何を言っているんだ、こいつは』

　片や、秋月マキシが読者を観察し、読者の為に書いた作品。

　片や、秋山忍が自分の想おもいを読者に届ける為に書いた作品。

　二人の作家にはそれぞれのスタイルがあり、書き方も、作風も、もちろん内容だって異なる二つの短編小説。それぞれの全力を、この最終戦という舞ぶ台たいの為に叩き込んだ、乾けん坤こん一いつ擲てきの作品。

　それを、同じだと言うのか。




「美文乱文どんなものであれ、所しよ詮せんは他人の考え事。頭に入れば、皆同じですから」




「これで私の用は済みましたね。それでは、ごきげんよう」

　それだけ言い残して、通信が切られた。こちらに反論の時間を与えず、結局、最後まで変化らしい変化をせず、一方的に彼女は消えた。

「…………」

「…………」

　フロアを沈黙が支配する。夏野も、マキシも言葉を発しない。

『何なんだ、今のは』

　異常だった。理解出来ない。

　暗転したタブレットＰＣの画面以上に、自分の心が落ち込んでいると分かった。多くの本を読み、多くの変人に触れてきた俺ですら、経験が無いほどの人物像。言葉が通じている気がしない。同じ世界に生きている気がしない。そもそも、同じ生物だとは思えない。人間としての感情、それらしきものが、ごっそりと抜け落ちている。

　まるで怪物のような。まるで幻覚のような。今回の騒そう動どうなど茶番に思えるほどの、圧倒的な異常存在。

　人と人は言葉で分かり合えるとか。

　本を読めば、何かを得られるとか。

　作家の魂たましいは、読者を揺さぶるとか。

　そんな俺にとっての常識を根こそぎに破壊するような言葉だけを残し、姫萩紅葉は俺達の前から姿を消した。揺らぐことなく、ただこちらの心を引ひっ掻かき回して。




九連訪塔執筆戦　第五戦　　勝者なし　引き分け






《以下の単語が用語集に登録されました》

【タブレットＰＣ】……　姫萩紅葉との通信に使用された、カメラ・マイクなども内蔵されたＢ５サイズの端末。『これ持っていると、合コンでもてるんだよね』という理由で使い方が良く分からないのに購入するサラリーマンもいるらしい。






　新しん稲いな葉ばタワー六階。

　姫萩紅葉が去ったこの場所で、再度秋山忍と秋月マキシが向かい合った。

「じゃあ、ここが六階だから、一〇階の展てん望ぼう台だいがゴールね。展望台にある、このタワーのミニチュア模も型けいの展望台部分に先に手を付いた方が勝ちっていうのはどう？」

「ふーん。分かった、垂直型のスプリントレースで勝負ってことね」

「何か問題は？」

「問題なんて無いわ、どうせ勝つのはあたしだもん。それでオプション制限は？　ストライカーは何人まで使ってＯＫなの？」

「……そうね、この建物自体が耐えられないかもしれないから。武器は一つだけ使用可能にしようかしら。私は、このハサミを使わせてもらう」

「ハ、ハサミ!?」

「あら怖いの？　何なら、ハサ次郎を使うのは止めてあげましょうか？　そうよねぇ、アイドル作家様はお顔が命だものねぇ」

「なっ、バカにしてんの!?　良いわよ、ハサミでもなんでも使いなさいよ！　こっちだって武器を使わせてもらうんだから!!」

「見たところ素す手でのようだけど。アナタも何か執筆術を使うのかしら？」

「それは見てのお楽しみよ。覚悟してなさい、あたしの武器は超絶凄すごいんだから！」

「ふん、何でも仕掛けてくるといいわよ、返り討ちにしてあげるから。一〇階の展望台の床に無様に倒れているアナタの姿が目に浮かぶわ」

「それはこっちの台詞よ。あんたなんか展望台に着く前にギッタンギッタンにしてあげるんだから!!」

　不敵に笑う二人。しかし互いに向ける視線は、燃えるような熱を取り戻していた。このままでは済まさないと、言外に告げるかのように。やがて言葉にも熱が入り、二人のボルテージが高まっていく。

『……いやお前ら、一体何の話をしているんだ？』

　何でスプリント勝負？　武器の使用って何？　ストライカー、何それ美お味いしいの？駄だ目めだ、こいつら何の話をしているか全く意味不明ですよ。

　いや、そもそも何なの、この雰ふん囲い気き？

　俺の時間だけぶっ飛ばされたりしてないよね？　これ、姫萩紅葉の通信が切れた直後で良いんだよね？　ページ飛んだりしてないよね？

「何を言っているのかしらバカ犬。アナタそこにいるとスタートの邪じや魔まになるからどきなさい。ほら、さっき書いた短編小説読んでていいから」

『マジで!?　でもなあ、本になって無いのを読むのってやっぱり……じゃねえ!!　何だよ、何でレースなんかするんだよ!?』

「だって、執筆戦の決着がついてないじゃないの」

　確かに、五戦目の結果は引き分けだった。姫萩紅葉は、終始異質な雰囲気のまま、去って行ったのだ。

「五戦目が引き分けだって言うんなら。これで結果は二勝二敗一分け。決着はまだついてない。これで終わりだなんて、私も、あの白いのも納得できないわ」

『だ、だからって』

「ちょっと！　何やってんの、さっさと始めるんじゃないの？」

　俺の不平の声を遮さえぎるようにして、既に階段の前で陣取っているマキシから声が飛ぶ。

「はいはい。全く少しぐらい待てないのかしら」

　夏野はそちらに一歩踏み出そうとして。

「ああ、何を落ち込んでいるのか知らないけど。あれは、ただの審査員の言葉で。ただの審査員の下した結果よ。それは秋月マキシだって、同じように思っているでしょうね。だから別に、アナタが気にする事ではないのよ」

　俺の心を読んだように。

　満ちる疑ぎ念ねんを、見切ったように。

　振り返って、そう言った。

「まあ、気に入らないのは確かで、後々どうにかしてやろうとは思っているけど。今はこっちに集中ね。この戦い、負けるわけにはいかないわよ」

『夏野……』

「土ど下げ座ざ……見たいものねぇ」

『それでかよ!!』

　ちょっと真ま面じ目めな雰囲気になったと思ったらすぐこれだよ。全く、シリアスな気分に浸ひたる暇ひまもないです。




　上の階へと登る階段の手前。夏野が振るったハサミの一いつ閃せんで、床にラインが引かれた。それが最終決戦のスタートラインになるのだ……器物破損だけど。

「それじゃあ犬、スタートの合図よ。吠ほえなさい」

「ちょっと、わざわざ犬に吠えさせなくても！」

　夏野の提案に、マキシは驚きの顔と共に抗こう議ぎする。

「何よ、それが一番手っ取り早いじゃないの」

「そんな、わざわざ犬が吠えるのを待つよりも、もっと手っ取り早い方法があるでしょ。ほら、たとえばコインを落とすとか！」

「近くで吠えられるだけで怖かったりするのかしら、このオバＱアイドルの秋月マキシ先生は」

「な、何でそれを!?」

　夏野さん、気付いていたらしい。

「本来ならこの犬を使ってあらゆる羞しゆう恥ちプレイを執行してやるところだけど。今は勝負中だから後にしてあげるわ。ほら、さっさとスタートの位置に着きなさい」

「ぐぬぬぬぬ。わ、分かったわよ！」

　二人は、スタートラインに並び立つ。

　ここからは延長戦。

　終わった勝負の、更に先。納得の為の、そして決着の為の、最後の勝負。

　心で悩むなら、体を動かす。

　作品が届かないのなら、生き様で示す。

　だから、二人とも、立って走って終わるのだ。

　二人の作家の背中を見つめ、一度大きく息を吸い込み。

『ワンッ!!』

　悩みをすべて置き去りにした、俺の鳴き声を合図にして。

　最後の最後の決戦が、始まった。




「一気に行くわ!!」

　スタートの合図と同時。大きく床を蹴けり、先行するのは夏野。

　展望台へと続く長い階段を、黒のコートをマントのように翻ひるがえしながら一気に駆け上がっていく。スタートダッシュで引き離しに掛かる作戦なのだろうか。

　俺も何とかその速度に食らいつこうと、少し遅れて階段を登ろうとする。

　しかし、おかしなことに気が付いた。

『こいつ、何で動かないんだ？』

　秋月マキシは、まだスタート地点に佇たたずんでいた。

　スタートの合図はとうに済んでいるのに、秋月マキシはスタート地点を動かない。今までの執筆戦と同じように、先を行く夏野の様子をじっと見つめている。それは、執筆戦の最中に行っていた観察に似て。

　夏野はどんどんと上に向かい、両者の差は大きく開く。

『……何だか分からないけど、先に行かせてもらうぞ』

　俺もマキシを置き去りにして、階段を上ろうとする。

　と、ゆっくりとマキシの歩みが始まった。

　その口から、誰かに語りかけるような言葉を紡ぎながら。後おくれを取ったという焦あせりも、そこにはなく。

　ただ、言葉を続ける。




「お前の名は何かとお尋たずねになると、それは答えた」

「我が名は、軍勢」

「全にして、一なるもの」

「皆、聞こえているわね？　いいえ、聞いていると、あたしは信じている」

「信じているから、多くは言わない」

「あたしの命令は、ただ一つ」




『こいつ……何を？』

　その言葉は、誰に向けられているのか、どんな意味があるのか、不ふ思し議ぎに思い。しかし、すぐに理解した。

　犬でなくとも分かる。階段を覆おおう気配の群れ、多くの視線。

　轟とどろく異音。何かが、この場に現れようとしているのだ。

　姿の見えないその包囲網が、一気に範囲を狭せばめ。

　最後の一押しが、叫びによって放たれた。

「だから今こそ、現れろ軍勢！　無限に光り輝くあたしの武器！　このあたしの、秋月マキシの勝利のために!!」

　息を吸って。

　刃やいばを叩きつけるかのような、叫びが飛ぶ。

「黒服全員、全力全開で、そこの黒いのを止めなさい!!」

「「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言うとおり！」」」」」

　瞬間。

　全てが叫びに応こたえた。周囲の壁かべ。途と中ちゆうのフロアの通路。ガラス窓。階段を囲むあらゆる場所から黒服達が出現したのだ。

『どこに隠れてたの!?』

　俺の叫びは、窓ガラスが割れて踏み砕かれる音に掻き消された。

　特殊部隊みたいな突入方法を見せた黒服達は、そのまま上へと進む夏野の行く手に立ちふさがった。

　その数、およそ一〇〇人。

　一〇〇にして一なる武器が、秋月マキシの求めによって放たれた。

「まさか、こんな武器を用意してくるとはね」

　足を止めざるを得なくなった夏野に対して、一〇〇人の攻こう撃げきが襲おそい掛かかる。三六〇度の包囲網、最大密度の人の波。

　展望台へと続く狭い階段では、逃げる場所もない。正面も背後も横も上も、あらゆる方向から黒服は殺さつ到とうする。

　ただ、マキシの下した命令のために。肉体そのものを叩きつけるようにして、相手の足止めを完かん遂すいしようとしている。

　これぞまさに人海戦術。数の暴力そのもの。

　そんな大勢の意思を、迫り来る数の暴ぼう威いを。

「作家を、舐なめるんじゃないわよ!!」

　夏野の振るったハサミが、斬り払った。

　身一つ、刃一つを携たずさえて。

　海を切り開くような無む謀ぼうに挑いどむ。

　一〇〇人の暴力に、たった一人で対抗しようと躍おどり掛かかった。


　　　　　　　　



　ハサミが一閃される度に黒服が宙を舞う。

　冗じよう談だんのように吹き飛ばされて、床に叩きつけられる。

　しかし倒れた黒服の屍しかばねを踏み越えて、次の黒服が夏野に殺到する。

　ハサミの唸うなりは止まずに、またも人が飛んだ。

「……これで、終わりね」

　たった今、最後の黒服が地に這はった。

『ツッコむ気も起きない』

　あれから数分の展開、全部まとめておかしいんだよ。

　何であんなに沢山いた黒服達があっさりやられてるんだよ。

　途中、何人かの黒服が組くみ体たい操そうのように合体して『超従神・グレート黒服!!』と叫びながら襲い掛かってきたのには驚いたけれど。『足元がお留る守すね。そんなんじゃこの私は倒せないわよ』と下半身を攻撃されて、一瞬で崩くずれ去さったのだった。

　何の意味があったんだよ。いくらなんでも弱すぎるだろ、それでよくも秋月マキシの護衛が務まりますね。

「……何が、したかったのかしら、一体」

　度たび重かさなる黒服達の妨害で、流石さすがに夏野にも疲労の色が見える。足取りも、最初に比べたら亀かめの歩みのよう。

　息も絶え絶えといった様子の夏野。

「着いたわ、ね」

　それでも階段を登りきり、最上階へと到着した。凄すさまじい執しゆう念ねんと体力。息を乱しながらも後ろを振り返り、黒服達がいないことを確認して、大きく息を吐く。

　それが、その一瞬の隙こそが。

　圧倒的強者の夏野が、ようやく零こぼした安あん堵どが。

　黒服一〇〇人掛かりで、勝ち取ったものだった。

「皆、お疲れ様。後はあたしに任せなさい!!」

　瞬間、その隙を貫くようにして。秋月マキシが、背後から夏野を追い越し、最上階のフロアに躍り出たのだ。




『なっ!?』

　最後の最後で、マキシが逆転を得た。

　フロアの中心にある、新稲葉タワーの模型。このレースのゴールへと疾走する。

「あたしは、この瞬間を待っていたのよ！　この勝負、貰もらったッ！」

　マキシが叫ぶ。

「あたしの武器は人。周りにいる黒服全員。あたしに付いてきてくれる皆よ。敵を倒す為だけじゃなくって、進行を妨害し、敵を消しよう耗もうさせる。それだって十分な武器の役目。皆は、十分過ぎる程に、あんたを『止めて』くれた！」

『止める……そうか！』

　マキシの言葉に、さっき感じた違和感、黒服達があまりにも弱過ぎることの正体に気が付いた。

　いくら夏野とはいえ、動く場所が限られている階段で。大柄な男達に迫られれば、ここまで簡単に対抗出来る筈はずがない。黒服達は手を抜いていたのだ。何故なら、黒服達の目的は、マキシから受けた命令は、最初から夏野を『倒す』のでは無く、『止める』ことだったから。

「くっ!?」

『夏野!?』

　先を進むマキシとの差は三メートル。追おい縋すがろうとする夏野だが、走ろうとした体勢のままで前のめりに倒れ込む。足が、ついて行かないのだ。

　階段という、足場の不安定な場所での戦闘。それ自体は余裕であっても、しかし慣れぬ場所での戦闘は、夏野の足に予想以上の負担をかけていた。それこそが、秋月マキシが観察から得た、必勝法で。

　しかし夏野も、ただで終わることはない。

「舐めてもらっちゃ困るわね！」

　夏野の跳ちよう躍やく。

　僅わずかな助走からの跳躍が、先行するマキシの背中に殺到する。

「恨うらむんじゃないわよ」

　その勢いのまま、太ももの紅あかいホルスターからハサミが抜かれた。

　数多あまたの黒服を屠ほふって来た斬ざん撃げき。

　勝利の為に振るわれるハサミの刃。

　あくまでも牽けん制せい、足止めの一撃。

　さすがに刃は立てられていないが、それが凶器であることには変わりは無い。振るえば必ず敵を葬ほうむってきた夏野のハサミが、どんな敵を前にしても必中必ひつ滅めつを誇る一撃が。マキシの背中に斬りかかろうとして。

「甘いわっ!!」

　軽い掛け声と共に、マキシは身をひるがえす。

「……っ!?」

『躱かわされ、た』

　秋月マキシは僅かに身を傾かたむけただけで、夏野のハサミを簡単に避よけた。ハサミの斬撃が空くうを切る。

『そんな、夏野が、仕し留とめそこなった……』

　今まで、数多の屍の山を築き上げて来た、夏野の必殺の一撃が、躱された。

「くっ!?」

　動どう揺ようしたのか、上う手まく脚から着地できず、そのまま床へと倒れこむ夏野。

「観察したのよ、秋山忍。あの短時間での観察では、全てを読み切ることは出来ない。それでも、ハサミの攻撃がどう来るかくらいなら、完璧に読み切ってみせた！　だからこれで、ジ・エンドってこと!!　あぁ、勝ち誇るあたしも輝いてるわ!!」

　倒れた夏野を振り返り、マキシは余裕の笑みを見せる。

「不覚、ね」

　夏野は、床に倒れこんだままの体勢で、精一杯手を伸ばしてハサミを振るう。そこから飛び出したのは、アフロに見せた飛ぶ斬撃で。

「だから、当たらないわ」

　しかし回かい避ひされる。斬撃はあっさりと避けられて、そのまま飛んで行く。

　その時には、既にマキシは疾走を再開している。最早邪魔をするものはなく、ゴールに向かうのみ。勝利宣言が、放たれる。

「もう届かない！　これで、終わりよ!!」

　その手が、ゴールであるタワーの模型に届こうとして。

「それは、どうかしら？」

　夏野の言葉を聞いた。




「確かに、今回はちょっと手こずった。まさか、あの黒服達が捨石だったとは思わなかったわ。体力を消耗しすぎて、さすがにもう蹴けったり、走ったりは出来ない」

『夏野……？』

　もう、諦あきらめてしまったというのか。

　しかし、気付いた。

　瞳に宿る力が、まだすべてを捨てていない。

「だけど、さっきの乱戦で、念のために布ふ石せきを打っておいたの。このフロアの一つ下、そこの柱に向けて、斬撃を飛ばしておいた」

『いや……何を』

「僅かな攻撃、だけど十分」

　動けずにいる夏野が、しかし腕を振り上げて、床にハサミを突き下ろした。

　疑問を夏野に向けるよりも早く、不意に襲った浮遊感。

　地面ごと持っていかれるかのような、気分の悪さ。




「この最上階のフロアごと傾けるくらいには、ね」




　その、言葉の通りに。

　新稲葉タワー。その最上階が、夏野のいる階段側を下にして、大きく傾いたのだ。

『いくらなんでも無茶が過ぎるよ!!』

　そんなツッコミよりも、自分の足元を確認することが優先だった。

　何せ、フロア自体が斜めになってきているのだ。

　もう器物破損の限界を超えた、軽いテロ行為じゃないのか、コレ。

「ひゃっ、ひぐぅ!!」

　先行していたマキシが、足元から崩されてすっ転んだ。

　そりゃ、フロアごとどうにかされるだなんて、思っていなかっただろう。なおも手を伸ばし、ゴールへ向かおうとするマキシの前を、タワーの模型の上半分だけが滑すべって通過した。

「ちゃんと、当たっていたみたいね」

「ま、まさか、さっきの斬撃!!　最初から、模型を狙ねらって……!?」

「そうね、ゴールの方から、こっちに来てくれたみたい」

　それも、夏野の計算通り。

　夏野が放ち、マキシが避けた飛ぶ斬撃。それが二人の正面、フロアの中央に鎮ちん座ざしていた新稲葉タワーの模型を切り落とした。落ちた模型はフロアの傾きに従って、夏野の方へと滑ってくる。

　フロアを傾けたのは、こうして模型を自分の元へと引き寄せる為だった。

　滑る模型は、丁ちよう度ど夏野とマキシの中間地点に引っかかって止まる。

　それを見つめて、不意に訪れる静せい寂じやく。

　理解する。ここからが、最後の疾走だと。

「ああ、分かった。あれを手にした方が勝ちって訳ね」

「誤解しないように言っておくけど。蹴ったり、走ったりはできないけど、跳とべないとは一言も言ってないわよ」

「何よ、毎日毎日ステージで踊っているアイドルのバネを舐めないでよね」

　秋月マキシが跳び。

「引きこもりが運動不足なんて、誰が決めたのかしら？」

　秋山忍が跳んだ。

　模型に向けた、全力での跳ちよう躍やく。

　体がぶつかり合う空中でのデッドヒート。

　相手のことすら見えていないように。

　ただ、己の体を前に投げつけるようにして、目的の物を手にしようと手を伸ばす。

　一瞬でも早く勝利を手にしようと必死に足あ掻がいて。体を寄せて争う。

　そして。

　照明の逆光の中、二人のシルエットが重なって。

「な!?」

「……チッ」

　床に落ちた新稲葉タワーの模型は、秋山忍と秋月マキシ、二人が伸ばした手の中に同時に収まった。

　この長きに及んだ執筆戦。

　あまりに激しく、苛か烈れつで、派手なこの戦い。作家同士の真剣勝負は。

　結局、最後まで互角のまま終了したのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【超従神・グレート黒服】……　黒服達が合体して誕たん生じようした、巨大な黒服のこと。本来は護ご衛えい対象を守るために行使される巨大化であるが、しかし一旦攻こう勢せいに転じた場合、そのパワーは岩をも砕き、その威い容ようは数駅先からでも見渡せるという。ただしスタミナの消費が非常に激しいため、午後の体育の授業の組み体操のように壊れやすい。






「あ、あたしの人差し指の方が〇・五秒早かったわよ！」

「私の中指の方が〇・四秒早かったわ。そんなことも分からないの？　この露出狂は」

「だ、だから露出狂じゃないって言ってるでしょ！」

『よく、飽きないよなぁ』

　今日一日ですっかり慣れてしまった、この二人のやりとり。

　新稲葉中を走り回り、更にこの新稲葉タワーで繰り広げられた秋山忍と秋月マキシの戦いは、結局引き分けという結果で幕を閉じた。

　どう考えても納得していない様子の二人だったけど、そもそもの発ほつ端たんとなった事件の最終地点。新稲葉タワーの最上階まで来たのだ。だから、ここから先。発端となった事件に、戻らなくてはならない。

　何故秋山忍の原稿を盗ぬすみ、更には新稲葉中を連れまわすような真ま似ねまでしたのか。

　それを問いただすべき相手、姫萩九郎は、こうして勝負が終わってもなお出て来ない。姿を見せたのは妹の姫萩紅葉だけで、本人はどこにもいない。

　ここらで笑いながら出現して『フハハハ良くぞここまで辿たどり着ついたな』とか何とか魔王っぽい台詞を吐いて、ここに至る経けい緯いとか全部話すべきじゃないのかよ。それがセオリーなんじゃないのかよ。何やってんだよ姫萩九郎。どちらかと言えば妹の方が余程魔王らしかったんだけど、それでいいのか。

　魔王の不在に、イライラしながら歩き回っていると。

「何をうろちょろしているのかしら、この塵犬は」

　もう一人の魔王が現れた。言わずと知れた夏野霧きり姫ひめさんです。

　秋月マキシとのやり取りは切り上げられたのか、夏野は呆れたような、見下したような視線を俺に向けてくる。

『何だよ、俺は今回の事件について考えてるんだから邪魔するなよ。……にしても、姫萩九郎はどこにいるってんだ？』

「呆れた。アナタまだ分からないの」

『はぁ!?　何が分からないって？』

「何って、犯人よ。この事件の。秋山忍の原稿盗難事件のね」

『だから、犯人って姫萩九郎だろ』

　何を今更。

「……本当に分かって無いのね。しょうがない、一から説明してあげるわ。こんなの、説明するのもバカらしい。最初から事件でも何でも無いのに」

　そうして、夏野は語り出す。

「ねえ犬。アナタが、姫萩九郎こそが犯人だと思っている理由は何？」

『何って。手紙に名前が書いてあったじゃないか』

　俺達は、それに踊らされて一日中原稿を探し回ったんだろ。

「そうね、私達が犯人を姫萩九郎だと思っていたのは、手紙に名前が書いてあったから。姫萩九郎は私達の前に一度も顔を出さなかったのに、ただ手紙に名前が書いてあるというだけで、すべてを姫萩九郎の犯行だと認識してしまっていた。まあ、だからって姫萩九郎が関かかわっていないということにはならないけどね。ただし、少なくともこの事件には姫萩九郎以外にも協力者がいる。いいえ、共犯者と言いましょうか」

『共犯者、だって？』

「新稲葉中を回ってチェックポイントの設置。しかも新稲葉タワーを使っての執筆戦だなんて、随ずい分ぶんと大掛かりな仕掛けだったわよね。いつから用意していたのか分からないけど、こんな大掛かりなこと姫萩九郎一人で出来ると思う？　必要よね、新稲葉に詳しい、新稲葉をしょっちゅう訪れることのある人物。共犯者が」

『それは、まあ、そうかもしれないけど』

　確かに一人で出来るとは思えないが、しかしこんな意味の分からない計画に協力してくれる相手などいるのだろうか。

「だから、近しい人物なんでしょうね。もしくは、それに協力する理由のある人物」

『は？』

「そもそもね。原稿を失なくすとか、そんな不ふ手て際ぎわがあること自体がおかしいの。作家から託された原稿は、編集者にとってどんな犠ぎ牲せいを払ってでも守るべきもの。命よりも大切なもの。それこそが作家と編集者がただ一つ共有した、真の正義だったはず」

『で、でも、事実盗まれたじゃないか』

　あの変態が、姫萩九郎に。

「盗まれてないわよ」

『…………はぁ？』

　何言ってるの夏野さん。

「だから、盗まれてないわ。あれは、盗まれたように見せかけただけ。簡単よね、ちょっと別行動しているうちに原稿用紙をどこかに隠すなんて。紙の束だから多少かさばるかもしれないけど、隠す場所なんてどこにだってあるわよ」

『待てよ。ってことは、協力者って……まさか』

「ええ、姫萩九郎に近しく、新稲葉に詳しくて、秋山忍の原稿の最も近くにいた人物。そして、私の原稿が無くなる直前、不自然に行方ゆくえをくらましていた人物。それが、姫萩九郎の協力者よ」

　そう、夏野が告げたと同時、傾いた最上階のフロアへ人影が現れる。

　そいつは、開いた片手をこちらに突きだし、魔王のように叫ぶ。




「フハハハ良くぞここまで辿り着きましたねぇ」




　柊ひいらぎ鈴すず菜なだった。

　はい、ちょっと俺が全力で嚙みついてくるので、しばらくお待ち下さいね。




　カミカミタイム終了。

『ま　た　こ　い　つ　か　!!』

　恍こう惚こつの表情を浮かべながら倒れている鈴菜を踏みつけて叫ぶ。

「アナタ、鈴菜があんなに怪しい行動を取っていたのに、良く気付かなかったわね」

『分からねえよ！　だって、しょっちゅう怪しい動きばっかしているんだもん！』

　確かに、わざわざ夏野を大和やまと書店に連れ出そうとしたのも。大和書店で一人別行動を取ったのも。原稿を盗まれて妙にしおらしい態度を取ったのも。ペットショップに突然現れたのも。公園で一人離れて電話をしていたのも。挙あげ句くの果てには進行役としてタワーのロビーに現れたのも、おかしかった。

　つーか、それこいつの全行動じゃねえか。

　変態って得だよな、だってちょいとおかしな行動したぐらいじゃ全然不ふ審しんに思われないもん。

『ちょっと待て！　じゃあお前は全部分かっていたって言うのか？　鈴菜が、姫萩九郎の協力者で。原稿を盗まれたって言うのも全部狂言だって!?』

「もちろん」

　何でそんな当たり前のように言うんですかこの人は。

「鈴菜が、私の原稿を失くすなんて、そんなマヌケな事をする筈がない。私の作品にどれだけ身体を張るか、アナタだって身を持って知ってるでしょう？」

　確かに、秋山忍のスランプを解消させるために、架か空くうの通り魔事件なんかも起こす奴だ。そんな奴が、簡単に原稿を盗まれる訳が無い。

　何だよ、道理で夏野が原稿探しに対してやる気を出さないわけだ。最初から盗まれてないと分かっていたのなら当たり前だ。

「それに、最初に言ったでしょ。鈴菜が『先生の為』なんて胡う散さん臭くさい台詞を使う時は、何か良からぬ事を企たくらんでいるって。だから考えていたのよ、何を企んでいるのか、ね。最初は、サイン会の事かとも思ったんだけど。原稿が無くなって、姫萩九郎からのメッセージが現れた辺りで気づいたわ。『ああ、こっちだったのか』ってね」

　当たり前のように語られる夏野の言葉。

『じゃ、じゃあ、秋月マキシは、あいつは何なんだ？』

「それは私も分からないのよね。自分のものでもない原稿を必死に追いかけるキャラじゃないだろうに、どうしてこんな騒動に首を突っ込んで来たのかしら」

『うーん……』

　そんなアイドルの方を見てみれば。

「あっ、大だい門もん！　どこに行っていたのよ！　勝負終わっちゃったじゃない！　あんたが居れば、もう少し秋山忍を止めることが……。えっ、秋山忍の原稿？　あ、ああ、そういえばそんな事もあったわね。勝負に夢中で忘れてたわ。って、何でそんな暗い顔してるの!?」

『……あいつ、ただお前と勝負したくて首を突っ込んだだけじゃないの？』

「そうみたいね」

　え、マジで？　それでいいの？

「な、何よ。その人をバカにしたような眼は。全然輝いてないわよ！」

　俺達の視線に気づいたのか。マキシはこちらに振り返り、ポージングを決めながら文句を言う。そのノリにも随分と慣れて来たもんだ。

「で、そっちの大門は、今回のことは全て知っていたのかしら？」

「ああ、さっき柊から全てを聞いた」

「そう。最初から知っていた訳ではないという事ね」

「九郎と柊が、何か企んでいる事には気付いてはいたが。まさか、こんなことだったとはな……」

　大門は、声を震わせる。それは何かに耐えるようで。

　その姿を見て、鈴菜は起き上がり、声をあげる。

「秋山先生！　原稿は、新稲葉タワーの模型の台座の下に隠しています！」

　展望台の中央。ゴール地点となり、夏野に半分破壊された模型の下半分。

　見ると、確かにそこには分厚い茶色の封ふう筒とう。中には原稿用紙の束。

　夏野は封筒から出した原稿用紙を、何枚かめくって確認する。

「うん、確かに私の原稿ね」

　今日一日、これを求めて右う往おう左さ往おうしたのに、手に入る時はあっさりですね。とにかく、これでミッションコンプリート。あと残っているのは。

「それで、アナタは何でこんなことをしたの？」

　今日何度も問い続けた、その疑問。

　ここまで来ても、まだ分からない謎。

「そ、それは……」

「ここまで来たんだから、喋しやべってもらうわよ。いくら私の為だって言っても、今回はさすがに度を超えている。それに姫萩九郎とやらはどこにいるの？」

　と、夏野が抱えた原稿用紙の中から何かが落ちた。

　ひらりと舞い落ちた一枚の白い紙は、細かい文字で埋まっている。

　そこに書かれている名前。それは、今日一日追い求めた名前。




　──はじめまして、姫萩九郎と申します。秋山忍先生。秋月マキシ先生。今回は、このような計画に巻き込んでしまい、申し訳ありませんでした。




『これ、は？』

　ここに来てまたも現れた、姫萩九郎からのメッセージ。

「鈴菜、これは何？」

「先生……何も言わずに読んで頂けますか。そこに書かれていること」

　鈴菜の言葉に、俺達は九郎からの手紙に目を落とす。




　──秋山忍先生、秋月マキシ先生の二人には、重ねてお詫わびをしなければなりません。それは、今回の計画は、お二人にある人物と会っていただく為のテストをする為に引き起こされたものだったからです。

　ある人物。それは私の妹、姫萩紅葉のことです。




　お二人は、妹にどんな印象を持ちましたか？　妹がどんな人間だと思われましたか？




　正直に申しましょう。あの娘は歪ゆがんでいます。

　兄の、僕の目から見ても、彼女は歪んでいます。

　あの娘には、自分以外に対する感覚がごっそりと欠けている。

　自分以外の存在が、全て等価になってしまっている。

　自分以外に対する興味が全く無いのです。どれほど美しい映像も景色も芸術も、そして本も、反応を引き出すには至りませんでした。

　本を書いているのも、僕に言われたからやっている、程度の認識しか持っていないのでしょう。そこに他者の存在はありません。

　自分が作家であるという自覚も。本の先に読者がいるという事実も。

　彼女には全て存在しないのです。




『姫萩、紅葉か』

　九郎からの手紙には、姫萩紅葉の異常性が、書き連ねられていた。

　兄の眼から見ても異常だと、そう記されている。

　確かに姫萩紅葉は、同じ人間とは思えないほどの存在だった。

　他人の創作物に、何も見み出いださないその在り方。

　絶対的な隔かく絶ぜつ。

　とても、話が通用するような相手ではなかった。

『でも、会って欲しいって？』

　それをどうして、夏野に頼もうとするのか。

　もしも、全ての発端が、姫萩紅葉にあるのだとしたら。




　──秋山忍先生。秋月マキシ先生。

　どうか妹に、紅葉に会って下さいませんか。

　そして何でもいい、話をして頂きたいのです。




　他人の意志を理解すること、自分の意志を伝えようとすること、そのどちらもが、紅葉には大きく欠けています。そのことを、どうか妹に教えてやって欲しいのです。

　全てに興味を持たない妹が、しかし僕に言われたからとはいえ、自分で本を書いているという一つの事実が、妹を救い出す上で大きな意味を持っていると、そう思うのです。

　お二人の書いた作品、そこに懸ける想い。それはきっと、同じく作家である妹の、閉ざされた心を打破するうえで、大きな力になるはずです。

　それだけは、編集者として生きた僕の人生が確信しています。

　本というものの可能性を、本に生きる人の想いを、信じているから。




　ですから、どうか妹に、紅葉に会って下さいませんか。




　夏野は手紙から視線を外し、鈴菜を見る。

「成なる程ほどね。つまりアナタは、姫萩九郎の、姫萩紅葉と私達を出会わせる為の計画に加担したということね」

「はい、先生、どうかお願いします。九郎さんの頼みを、聞いてあげて下さい。その為だったら、私は……」

　鈴菜は、泣きそうな表情を一つ浮かべた後、ゆっくりと頭を下げた。それは、いつか見た一瞬の表情に似て。普段見せることのない、柊鈴菜の本心だったのかもしれない。

「……話は分かったわ。それで、姫萩九郎はどこにいるの？　編集部？　それともこのタワーのどこか？」

「いいえ。ここにはいません」

「そう、じゃあさっさと呼び出しなさい。そして直接話をさせなさい。頼みがあると言うのなら、本人が出てきて直接話すのが筋という物でしょう」

「いいえ。先生が、九郎さんとお会いすることは出来ません」

「どうして？」

「……九郎さん。姫萩九郎は、既に亡くなられているからです」




　──この手紙が読まれている時。恐らく僕はこの世にはいないでしょう。

　僕の身体は病魔に蝕むしばまれ、もう満足に動きません。

　この手紙を書くのがやっとです。

　こんなわがままを言い残して、先に逝いくことをお許しください。

　そして願わくば、紅葉のことをどうか、よろしくお願いします。




　これを、姫萩九郎の、遺ゆい言ごんとします。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【姫萩九郎】……　姫萩紅葉の元担当編集者。千葉県Ｉ市出身。書しよ林りん社しや第三文芸部編集十じつ傑けつ集しゆうの一人。爽さわやかで清せい潔けつな風ふう貌ぼうと落ち着いた佇たたずまいに、社内外問わず女性ファン多数。作家の姫萩紅葉は実の妹であり、その作家デビューから現在の人気までのお膳ぜん立だては全て姫萩九郎の独力で行われた物である。その功績からも、編集者としての能力の高さはうかがえる。自分の死期を悟った後、死後残されることになる紅葉と、同年代の作家秋山忍、秋月マキシを出会わせる為に、今回の事件を計画した。


















　　　三月　二八日






　新しん稲いな葉ば霊れい園えん。

　青空と青い海に映える、緑の草原。そこに規則正しく並ぶ墓石。姫ひめ萩はぎ九く郎ろうの墓のあるこの場所を、俺と夏なつ野の、鈴すず菜なは訪おとずれていた。

　姫萩九郎。今回起きた秋あき山やま忍しのぶの原稿盗とう難なん事件、その全すべてを計画した黒幕。編集者、作家を巻き込んで全てを煙けむに巻いた男。

　そして、既に死んでいた男。

「九郎さんが残した計画を、私が引き継いだんです。治る見込みのない病気だったこと、自分がもう長くないということを、周りの十傑集達にも決して悟られないようにしていたんですが、私だけが偶然知ってしまって」

　道すがら、鈴菜がぽつぽつと語り出す。

「強い人でした。自分がいなくなった後、妹の紅葉もみじさんがどうなるのかということばかりを考えていました。最後まで、紅葉さんのことばかり案じていたんです」

「……そう」

『姫萩、紅葉か』

　圧倒的な断だん絶ぜつ。あらゆる交流を拒絶するかのような、彼ひ岸がんの存在。

　それでも、姫萩九郎にとっては、たった一人の大切な妹なのだろう。

　俺が妹の円まど香かを想おもうように、きっと姫萩九郎も紅葉のことを想っていたに違いない。自分の大切な人を想う意思。その意思は何よりも尊たつとばれなければならない。

『当の姫萩紅葉は、兄が死んだことは知っているんだよな？』

「はい、それはもちろん。真っ先に連絡が行ったはずです。ただ、その時も紅葉さんは特に何か特別な反応は示さなかったそうです」

　恐らく姫萩紅葉は、審しん査さの時点で兄の死を知っていた。

　知っていたのに、平然とした態度を崩くずすことがなかったのだ。

　あれは、兄の死に堪たえていると言うものではなかった。悲しみや諦あきらめとか、そのような感情からは遙はるか遠くに存在しているかのような、並外れた態度だった。

　死というものの重み、離り別べつの辛つらさ、それさえも姫萩紅葉の中には、残されていないと感じた。そんな、あまりにも異常な存在に対して、届く手があるのだろうか。




　姫萩九郎の墓には先客がいた。

　一人は黒服の編集者、仏ほとけ坂ざか大だい門もん。もう一人は、昨日よりも若じやつ干かん大人しめな衣い装しようにお忍び用の帽ぼう子しとサングラスを着けた秋月マキシ。

「あら、白いの。アナタ達も来ていたのね」

「まあね、黒いの」

　さすがに墓前でいつもの喧けん嘩かが始まることはないものの、静かに睨にらみ合あう二人の作家。

　作家としての在り方がまるで違うのだから、この二人の争いも簡単にはなくならないのだろう。新稲葉タワーの戦いでも結局、勝負はつかなかったのだ。

　と言うかタワーが傾かたむいていたんですけど、ちゃんと後始末はしたんだよね。市民の憩いこいの場なんだよ。大だい丈じよう夫ぶなの、まさか修理費は税金から払われたりしないよね？

　夏野達は花を供そなえ、墓石に水を掛けて、手を合わせる。

　俺もまた、一度も見たことのない姫萩九郎のことを考える。

　顔も知らない、けれど一いつ生しよう懸けん命めいに生きただろう男のこと。

　妹の姫萩紅葉の為に、最後の生しよう涯がいを燃やし尽くした男のことを。

『……なぁ夏野。これからどうするんだ？』

「そうね。せっかくだから、どこかでお昼でも食べて帰りましょう。今度は『三銃士』で味み噌そラーメンを頼んでみようかしらね」

『いや、そうじゃなくてさ』

「分かってるわよ。姫萩九郎の遺ゆい言ごんのことでしょ」

　夏野は一つ息をつき、黒くろ髪かみを風に揺らしながら。

「勿もち論ろん、姫萩紅葉に会いに行くわよ」

　そう、当然のように答えた。

「当たり前でしょう。あんな風に頼まれて放ほうっておくなんて、そんな寝覚めの悪いこと出来るわけないじゃない。それに、あの姫萩紅葉には言いたいことが沢山あるもの」

『……ああ、そうだな。姫萩紅葉に、会いに行こう』

　夏野も分かっている。姫萩九郎の想いが、俺達に確かに託されたことを。

「とにかく、行って斬きればいいのよね」

『ちっとも分かってなかった!!』

　惨さん劇げきを振ふり撒まきに行くのではないよ。それは死神とかの仕事ですよ。

　冗じよう談だんよ、と笑いながら夏野は振り返って。

「で、アナタはどうするの白いの。姫萩紅葉に会いに行くの？」

「何言ってるの。行くに決まってるじゃない。あんな風にさんざん言われて、引き下がっていられるわけないでしょ！　無感情だか無感動だか知らないけどね。そんなのこの秋月マキシ様の輝きを浴びれば全て解決なんだから！　あたしのＢＭ粒子で全身余すところなく照らしてあげようじゃないの!!」

　ポージングを決めながら告げられるマキシの言葉。

「それに大門。あんた、行きたいんでしょう。姫萩九郎とは友達だったんだもん。あんな遺言残されて、あんたが思うところが無いわけ無いわよね。そんなの観みないでも分かるわ」

「あ、ああ。だが、俺と九郎との事はマキシには……」

「はぁ、何言ってるの？　あたしが行きたいって言ってるんだから。大門はいつもみたいに何も言わずに付いてくればいいの!!　この伝説級に輝き続ける秋月マキシ様に黙って付いて来なさい!!」

「……ああ、分かった」

　マキシの言葉に静かに笑みを浮かべる大門。その顔には、何かに救われたような安あん堵どの色が浮かんでいた。




「で、当の姫萩紅葉に会う為ためにはどこに行けばいいのかしら？」

　夏野は、鈴菜を振り返り問いかける。

「それがですねぇ。九郎さんが残した紅葉先生との連絡方法。何故だか全部使えなくなっているんですよ。タブレットＰＣも、あれ以降反応しませんし」

『ってことは？』

「現状、紅葉先生側とのコンタクトはどうやっても不可能ということです。どうも、向こう側から拒絶されているみたいで。それどころか、今何ど処こにいるのかも、分からないんですよ」

「居場所を突き止めるところから、始めないといけないの？」

「いえ、ご自宅にいらっしゃるとは思うのですが……。九郎さんの家って、ちょっと特殊な場所にあるんですよねぇ。まずはそこに行く手段を確保しないと」

『特殊な場所？　何だよそれ、まさか無人島にあるとか？』

『正解。良く分かりましたね。実はうちって、無人島にあるんですよ』

『マジで!?』

『まあ、僕も紅葉も住んでいたので、厳げん密みつには無人島ではないんですが。ただ、行きにくい所ではありますね』

『そんなところ、どうやって行けばいいんだ？』

『それは、大丈夫です。僕が通勤用に使用していたクルーザーがありますから、島までは僕が案内しますよ』

『そうなのか。だったらさっさと行こうぜ』

「…………アナタ、誰と話しているの？」

　俺に掛けられた疑問の声。夏野は、不ふ思し議ぎそうにこちらを見つめている。

『誰って？　お前が言ったんじゃないのか？　姫萩九郎の家は無人島にあるって』

「言ってないわよそんなこと」

『……へ？』

「それじゃあ、姫萩紅葉も無人島に住んでいるってこと？　また面めん倒どうなところに住んでるものね」

「は、はい。確かに九郎さんの自宅は無人島にありますが……よく知っていますね」

　鈴菜も、不思議そうな目で俺を見つめる。

　二人の顔を見て、ようやく気付いた。重大なことに、思い至った。

　自然な流れで会話してしまっていた、それ自体がありえないことで。今の俺が、普通に話をしているという、その異常。

　慌あわてて声のした方向。先ほどまで会話していた存在のいた場所。姫萩九郎の、墓の上を見る。

『ま、まさか!?』

　そこに、一羽のカラスが停とまっていた。

　まるでそこが自分の定位置だと言わんばかりに、堂々と羽を広げる、黒いカラス。

　不吉だと、そうは思わなかった。逆に。懐なつかしいような感覚。自分に近しい存在から感じるような、居い心地ごこちの良い感覚を覚える。

　見た目は、街にいくらでもいるカラスと変わりはない。しかし、その瞳ひとみに映っているのは知性の色。野生の動物では持ち得ない、確かな意思を秘めた色で。

　そんな瞳を、その意思を、俺は見たことがある。

　動物の肉体と、そこに宿る知性。

　その実例を、俺は確かに知っている。鏡写しの、それが答え。

　くちばしが開き、『カー』というカラスの鳴き声が漏もれる。

　しかし俺にとって、それはただの音では無く。

　明確な意思を持つ声だった。

　人の意志から、生まれた言葉だった。




『こんな姿でのご挨あい拶さつで申し訳ありません』




『はじめまして。僕が、姫萩九郎です』















あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンドはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、犬及びドッグとは異なりますので、あらかじめご了りよう承しようください。




　こんにちは、もしくは初めまして、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。この度たびは『犬とハサミは使いよう４』をお手に取っていただき誠まことにありがとうございます。ほんの少しでも楽しんで頂けたなら、長年探していた本を、偶然入った書店で見つけた時ぐらい嬉うれしいです。

　さて、今回も執筆中に起きたある出来事を一つ。

　今巻に登場するとある書類を手に入れる為、地元の役所を訪おとずれた時の事です。インターネットで簡単に調べることも出来たのですが、せっかくなので実物を貰もらいに来ました。

「すいません。婚こん姻いん届とどけが欲しいんですけど」

「一通で宜よろしいですか？」

「お願いします」

「はい。おめでとうございます」

「へ？」

「あれ？　おめでとうございます……ですよね？」

「あ、ああ。そうか、そうですね、ありがとうございます！」

「記入方法は中の用紙に書いてありますので、そちらを……」

「（そうだ、あっちもついでに貰っておこう）すいません。離り婚こん届とどけも貰えますか」

「何に使うんですか!?」

　うちの地元の役所には大変ツッコミのうまい職員さんがいるようです。




　以下、精いっぱいの感謝を込めて謝しや辞じを送らせていただきます。

　担当編集のＡ様。イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様。拙せつ作さくの製作・出版・流通・メディアミックスに携たずさわる全ての皆様。いつも支えてくれる家族。小こ岩いわのレッドロブスターでたらふく食いやがった友人達。応援してくれる職場の皆様。コミックトレイン様。第一書林様と平安堂書店様。拙作を置いて頂いている全国の書店様。そして、今この本をお手にとって下さっている読者の皆様。

　今巻発売と同時に、僕達も無事デビュー一周年を迎えることが出来ました。ここまで来られたのも、ひとえに応おう援えんして下さる皆様のおかげです。本当に本当にありがとうございます。そして、これからも何なに卒とぞお願い致します。

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。

『伊』だと思った？　残念『更』でした！

　はい、このネタをやった事でむこう一〇年ぐらいは毎晩布団ふとんの中でジタバタすることが予想される『更』です。まあ、新たなトラウマの想像と等価交換できるぐらい嬉しいことがあったからいいのです。遠い未来よりも近い未来に目を向けましょう。




『犬とハサミは使いよう』のコミック化が決定しました！




　コミカライズですよコミカライズ。夢じゃあないでしょうか。春はる海みや夏なつ野のが誌面上を所狭しと駆け回るんですよ。ハサ次郎とかアフロとかも。登場キャラ少ねえなあ、おい。

　拙作のコミカライズは、もうデビュー前からの夢だったので、今回のお話を頂いた時は飛び上がって喜びました。関係者の皆様本当に本当にありがとうございます!!




『犬とハサミは使いよう』のコミック化が決定しました！（七行ぶり　二度目）




　漫画版『犬ハサ』は角川書店様の『少年エース』において、今春より連載開始です。

　続報は『少年エース』誌上やファミ通文庫の公式サイト『ＦＢｏｎｌｉｎｅ』等で随ずい時じ発表となります。是非是非チェックして下さいね。ドラマＣＤもよろしく！








あとがき２




　というわけであとがき２。更伊俊介の『伊』です。

『犬ハサ』もついに四巻目。更には作家デビュー一周年ということで、思えば遠くに来たもんだ、という気分になります。一年前にはまだ作家の卵、略して作たま。やるべきことも良く分からず締め切りに追われる日々でしたが、最近ではすっかり作家としての自覚を持ちながら締め切りに追われています。あ、そこは変わらないんだ……。

　そして今回、なんと『犬とハサミは使いよう』がドラマＣＤになりました！

　ドラマＣＤ……何て甘かん美びな響ひびきでしょうか。何回でも言いたい。ドラマＣＤ！

　何しろドラマＣＤなので、小説と違って喋しやべります。『犬ハサ』のキャラクターは皆どうかしている連中ばかりなのですが、そのどうかしているっぷりも、声優さん達が完かん璧ぺきに素す晴ばらしい演技で応こたえて下さいました。アフレコ現場に立ち会わせて頂きましたが、自分達で考えたキャラクターにもかかわらず、惚ほれましたし萌もえましたし笑いました。

　拙作がドラマＣＤになるということはデビュー前からずっと抱いていた夢だったので、今回それが叶って非常に嬉しく思います。関係者の皆様方、本当にありがとうございました。ドラマＣＤ！

　そして今回、本編においても初の試こころみが成されました。次巻への引きです。俗に言う、『後半に続く！』というやつですね。そんな訳で次回予告というやつにもチャレンジしてみました。我ながら無む謀ぼう。『更』の制止の声も気にしません。

　予告は未定にして決定にあらず、と申しますが、きっと次巻も今までに負けず劣おとらずの暴走具ぐ合あいに出来上がると思われます。発売は初夏頃を予定しておりますので、しばしお待ちを、そしてお楽しみに。コミカライズもよろしく！




　吹き飛ぶ黒服。叫ぶメイド。燃える変態。

　新しん稲いな葉ばの大地から、獣けものの鼓こ動どうが伝わって来る。

　彼女のいる場所は未だ遠く、暴走は続く。

　運命は犬を戦場へと誘いざなう。




　次回　『犬とハサミは使いよう５』




　Not even justice, I want to get truth.

　真実は見えるか。


二〇一二年一月某日　更伊俊介
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